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第
四
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定
説
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一
試
論

　
　

終
わ
り
に

は
じ
め
に

一　

刑
法
三
七
条
一
項
本
文
の
規
律
す
る
緊
急
避
難
の
法
的
性
質
に
つ
き
、
文
言
上
は
人
的
範
囲
を
限
定
す
る
こ
と
な
く
第
三
者

避
難
が
認
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
及
び
害
の
均
衡
が
要
求
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
学
説
の
大
勢
は
緊
急
避
難
に
正
当
化
事
由
と
し
て

の
性
質
を
認
め
て
い
る
。
そ
の
中
に
は
、
一
元
的
に
正
当
化
事
由
と
解
す
る
も
の(1)

、
正
当
化
事
由
と
責
任
阻
却
事
由
の
二
分
説(2)

、
正

当
化
事
由
と
可
罰
的
違
法
阻
却
事
由
の
二
分
説(3)

等
が
あ
る(4)

。
正
当
化
の
余
地
を
一
切
認
め
な
い
見
解
は
少
数
説
に
止
ま
る(5)

。
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二　

そ
れ
で
は
、
緊
急
避
難
行
為
に
よ
る
法
益
の
保
全
を
故
意
に
妨
げ
、
そ
の
法
益
に
切
迫
し
て
い
る
危
険
を
実
現
す
る
行
為
の

評
価
は
如
何
。

（
一
）
構
成
要
件
該
当
性

1　

緊
急
避
難
を
阻
止
す
る
行
為
は
法
益
侵
害
結
果
を
直
接
惹
起
す
る
も
の
で
は
な
い
が
、
法
益
の
救
助
に
向
か
う
避
難
行
為
の

因
果
の
流
れ
を
断
ち
切
っ
て
い
る
。
い
わ
ゆ
る
救
助
的
因
果
経
過
の
遮
断
に
当
り
、
こ
れ
は
一
般
に
作
為
と
解
さ
れ
て
い
る(6)

。
そ
こ

か
ら
ル
シ
ュ
カ
は
、
行
為
と
結
果
の
相
当
因
果
関
係
、
客
観
的
帰
属
を
肯
定
す
る(7)

。
カ
ル
ネ
ア
デ
ー
ス
の
板
を
奪
っ
て
相
手
を
死
に

致
す
事
例
を
生
命
を
守
る
た
め
に
生
命
を
犠
牲
に
す
る
緊
急
避
難
の
例
と
し
て
挙
げ
る
我
国
の
見
解(8)

も
、
作
為
結
果
犯
の
構
成
要
件

該
当
性
を
肯
定
す
る
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
て
は
、
些
か
後
述
す
る
と
こ
ろ
（
第
二
章
第
三
節
第
二
項
）
の
先
取
り
に
も
な
る
が
、
緊
急
避
難
を
社
会
連
帯
の
思

想
に
よ
っ
て
正
当
化
し
て
そ
の
受
忍
義
務
を
認
め
る
前
提
か
ら
の
反
対
説
が
あ
る
。
ド
イ
ツ
刑
法
は
連
帯
的
作
為
義
務
違
反
を
不
救

助
罪
（
独
刑
法
三
二
三
条
ｃ
）
に
よ
っ
て
処
罰
し
て
い
る
た
め
、
正
当
化
緊
急
避
難
規
定
（
独
刑
法
三
四
条
）
が
連
帯
的
受
忍
義
務

を
課
し
て
い
る
と
す
れ
ば
、
そ
の
違
反
も
や
は
り
不
救
助
罪
を
成
立
さ
せ
る
に
止
ま
る
、
と
言
う
の
で
あ
る(9)

。
斯
様
に
解
す
る
な
ら

ば
、
我
国
の
如
く
不
救
助
罪
の
な
い
法
体
系
の
下
で
結
果
に
つ
い
て
の
罪
責
を
負
う
の
は
、
保
障
人
の
み
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

し
か
し
、
不
救
助
罪
が
処
罰
対
象
と
し
て
い
る
の
は
作
為
義
務
に
違
反
し
て
現
状
を
変
化
さ
せ
な
い
消
極
的
な
態
度
で
あ
る
の
に
対

し
、
緊
急
避
難
の
受
忍
の
拒
否
は
救
助
的
因
果
経
過
を
遮
断
し
て
現
状
を
積
極
的
に
変
更
す
る
作
為
で
あ
り
、
よ
り
大
き
な
当
罰
性

を
有
す
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る(10)

。(11)

以
上
か
ら
す
る
と
、
行
為
者
が
当
該
法
益
に
つ
い
て
の
保
障
人
で
あ
る
と
否
と
を
問
わ
ず
、
避
難
行
為
を
阻
止
し
た
こ
と
に
よ
る

結
果
へ
の
構
成
要
件
段
階
に
お
け
る
帰
属
を
認
む
べ
き
で
あ
る(12)

。
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2　

阻
止
行
為
の
構
成
要
件
該
当
性
が
肯
定
さ
れ
る
結
果
犯
は
、
右
の
意
味
で
の
も
の
に
止
ま
ら
な
い
。
阻
止
す
る
際
に
相
手
方

を
殴
打
等
す
れ
ば
、
暴
行
、
傷
害
罪
が
成
立
し
よ
う
。
さ
ら
に
、
適
法
な
緊
急
避
難
を
阻
止
す
る
の
は
「
権
利
の
行
使
を
妨
害
し
た
」

も
の
と
し
て
強
要
罪
（
二
二
三
条
）
の
成
立
も
考
え
ら
れ
る(13)

。

（
二
）
違
法
性

次
い
で
、
阻
止
行
為
の
正
当
化
の
可
能
性
を
考
え
る
。
緊
急
避
難
に
正
当
化
事
由
と
し
て
の
性
質
を
凡
そ
否
定
す
る
な
ら
ば
、
当

初
の
避
難
行
為
は
違
法
と
な
り
、
こ
れ
を
阻
止
す
る
行
為
に
は
正
当
防
衛
が
成
立
す
る(14)

。
こ
れ
に
対
し
て
、
正
当
化
緊
急
避
難
と
い

う
法
形
象
を
認
め
る
場
合
、
阻
止
行
為
に
つ
い
て
は
正
当
化
事
由
の
衝
突
乃
至
許
容
の
衝
突
（Erlaubniskollision

）
が
問
題
と
な

り
得
る
が(15)

、
正
当
化
事
由
と
し
て
は
正
当
防
衛
で
は
な
く(16)

、
正
対
正
の
構
造
を
持
つ
緊
急
避
難
の
成
立
の
み
が
考
え
ら
れ
る
。
以
下

で
は
、
当
初
の
危
険
か
ら
免
れ
る
た
め
の
も
の
を
第
一
の
避
難
行
為
、
こ
れ
を
妨
げ
る
も
の
を
第
二
の
避
難
行
為
と
呼
ぶ
こ
と
に
す

る
。（

三
）
本
稿
の
課
題

我
国
で
は
、
緊
急
避
難
に
対
す
る
緊
急
避
難
の
可
否
、
即
ち
緊
急
避
難
の
受
忍
義
務
に
つ
い
て
、
十
分
な
議
論
が
行
わ
れ
て
い
な

い
。
判
例
に
も
、
緊
急
避
難
に
対
抗
す
る
行
為
の
罪
責
が
問
わ
れ
た
も
の
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。
斯
様
な
状
況
に
鑑
み
、
本
稿
は
、

三
七
条
一
項
本
文
の
緊
急
避
難
を
一
元
的
に
正
当
化
事
由
と
解
す
る
通
説
的
な
立
場
か
ら
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
の
検
討
を
深
め
る

こ
と
を
目
指
す
も
の
で
あ
る
。

考
察
に
際
し
て
は
、
ド
イ
ツ
を
中
心
と
す
る
ド
イ
ツ
刑
法
圏
の
学
説
を
参
照
す
る
。
正
当
化
緊
急
避
難
の
受
忍
義
務
を
巡
る
議
論

の
蓄
積
が
あ
り
、
我
国
で
の
解
決
を
模
索
す
る
に
当
っ
て
裨
益
す
る
と
こ
ろ
大
と
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
尤
も
、
日
独
間
で
状
況

が
異
る
点
も
あ
る
。
第
一
の
相
違
点
は
法
規
定
に
あ
る
。
即
ち
、
物
に
対
す
る
攻
撃
的
緊
急
避
難
を
定
め
る
ド
イ
ツ
民
法
九
〇
四
条
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第
一
文
は
、「
物
の
所
有
者
は
、
他
人
に
よ
る
物
に
対
す
る
働
き
掛
け
（die Einw

irkung

）
を
…
…
禁
ず
る
こ
と
が
で
き
な
い
。」

と
規
定
し
て
、
緊
急
避
難
に
よ
る
物
に
対
す
る
侵
害
の
受
忍
を
物
の
所
有
者
に
明
文
で
義
務
付
け
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
の
正
当
化(17)

緊
急
避
難
規
定
の
一
般
法
が
、
避
難
行
為
に
よ
っ
て
侵
害
さ
れ
る
法
益
を
特
定
し
な
い
ド
イ
ツ
刑
法
三
四
条
の
正
当
化
緊
急
避
難
規

定
と
解
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
第
二
に
、
ド
イ
ツ
で
は
生
命
を
侵
害
す
る
攻
撃
的
緊
急
避
難
を
殆
ど
の
論
者
が
違
法
と
解
し
て
い

る
。
そ
の
た
め
、
緊
急
避
難
と
緊
急
避
難
の
衝
突
が
問
題
に
な
る
こ
と
の
多
い
生
命
の
相
互
侵
害
に
お
い
て
は
第
一
の
避
難
行
為
が

違
法
と
さ
れ
、
正
当
化
の
衝
突
で
は
な
く
な
る
。
そ
の
故
か
、
ド
イ
ツ
で
は
、
衝
突
そ
れ
自
体
よ
り
も
、
次
章
で
扱
う
そ
の
前
段
階

に
つ
い
て
の
議
論
の
方
が
盛
ん
な
の
で
あ
る
。
斯
か
る
ド
イ
ツ
と
の
相
違(18)

も
念
頭
に
置
き
つ
つ
、
検
討
を
進
め
る
。

三　

第
二
の
避
難
行
為
の
正
当
化
要
件
は
、
現
在
の
危
難
、
避
難
行
為
の
有
効
性
、
第
一
の
避
難
行
為
を
妨
害
す
る
よ
り
軽
微
な

侵
害
の
回
避
手
段
が
な
い
と
い
う
意
味
で
の
避
難
行
為
の
補
充
性
、
害
の
均
衡
、
さ
ら
に
要
否
に
争
い
の
あ
る
避
難
行
為
の
相
当
性
、

避
難
の
意
思
で
あ
る
。
こ
の
内
、
害
の
均
衡
の
要
件
に
つ
い
て
は
注
意
を
要
す
る
点
が
存
す
る(19)

。

（
一
）
対
立
利
益
が
等
し
い
場
合
に
は
、
利
益
同
価
値
の
場
合
に
正
当
化
を
認
め
る
か
否
か
に
よ
っ
て
、
第
一
及
び
第
二
の
緊
急

避
難
の
法
的
評
価
が
変
わ
る
。
利
益
の
優
越
を
要
求
す
る
立
場
で
は
、
第
一
の
避
難
行
為
が
違
法
と
な
る
た
め
、
許
容
の
衝
突
は
発

生
し
な
い
。
し
か
し
、
利
益
同
価
値
で
も
正
当
化
を
行
う
通
説
的
立
場
で
は
、
両
避
難
行
為
共
に
害
の
均
衡
の
要
件
を
充
足
す
る
た

め
、
い
ず
れ
も
正
当
化
さ
れ
得
る
余
地
が
生
ず
る
こ
と
に
な
る
。
以
下
で
は
こ
の
場
合
を
素
材
と
し
て
、
通
説
的
立
場
を
前
提
と
し

つ
つ
、
叙
述
を
進
め
る
。

他
方
、
第
一
の
避
難
行
為
に
よ
る
保
全
利
益
が
侵
害
利
益
を
上
回
る
場
合
、
こ
の
行
為
は
違
法
阻
却
一
元
説
と
単
純
な
優
越
を
要

求
す
る
説
の
い
ず
れ
に
よ
っ
て
も
正
当
化
さ
れ
る
。
そ
の
反
面
、
第
二
の
避
難
行
為
の
保
全
利
益
は
侵
害
利
益
を
下
回
っ
て
い
る
こ

と
に
な
る
の
で
、
こ
の
対
抗
行
為
は
ど
の
立
場
に
立
っ
て
も
緊
急
避
難
と
し
て
正
当
化
さ
れ
ず(20)

、
許
容
の
衝
突
に
到
る
余
地
は
な
い
。



491法政論集　256号（2014）

論　　説〈6〉

例
え
ば
、
乙
が
生
命
に
対
す
る
危
険
を
免
れ
る
た
め
に
第
三
者
甲
の
財
産
を
害
し
よ
う
と
す
る
第
一
の
避
難
行
為
に
甲
が
対
抗
し
て

乙
の
生
命
を
侵
害
す
る
第
二
の
避
難
行
為
は
、
害
の
均
衡
を
欠
き
、
違
法
で
あ
る
。
よ
っ
て
こ
の
場
合
は
本
稿
の
関
心
外
と
な
る(21)

。

（
二
）
二
（
一
）
2
で
触
れ
た
よ
う
に
、
第
二
の
避
難
行
為
に
よ
っ
て
第
一
の
避
難
行
為
に
よ
る
法
益
救
助
が
挫
折
し
た
結
果
、

そ
の
法
益
が
喪
失
に
到
る
の
み
な
ら
ず
、第
二
の
避
難
行
為
の
直
接
の
作
用
に
よ
る
別
の
法
益
侵
害
が
発
生
す
る
こ
と
も
あ
り
得
る
。

例
え
ば
、
沖
合
で
犬
が
溺
れ
て
お
り
、
乙
が
そ
れ
を
助
け
に
行
く
た
め
に
犬
と
同
価
値
で
あ
る
甲
所
有
の
舟
を
使
お
う
と
し
た
と
こ

ろ
、
甲
が
乙
を
殴
打
し
て
こ
れ
を
止
め
た
場
合
、
甲
は
舟
を
守
る
た
め
に
犬
を
犠
牲
に
す
る
の
み
な
ら
ず
乙
に
対
す
る
強
要
罪
や
暴

行
罪
の
構
成
要
件
に
該
当
し
得
る
自
由
或
い
は
身
体
の
侵
害
を
も
行
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
侵
害
利
益
が
保
全
利
益
を
凌
駕
し
、

害
の
均
衡
の
要
件
を
満
さ
ず
、
そ
の
行
為
は
当
然
に
違
法
で
は
な
い
か
の
疑
を
生
ず
る
の
で
あ
る
。

そ
の
帰
趨
は
、
一
つ
の
避
難
行
為
に
よ
る
侵
害
法
益
が
複
数
で
あ
る
場
合
に
、
保
全
法
益
と
衡
量
さ
れ
る
の
は
個
々
の
侵
害
法
益

か
、
そ
れ
と
も
そ
の
総
和
か
に
よ
る
。
前
者
で
あ
れ
ば
犬
と
の
関
係
で
は
正
当
化
緊
急
避
難
に
対
す
る
正
当
化
緊
急
避
難
が
認
め
ら

れ
る
可
能
性
が
あ
る
の
に
対
し
、後
者
で
は
第
二
の
避
難
行
為
は
過
剰
避
難
と
な
る
。
こ
の
争
い
の
詳
細
に
立
入
る
余
裕
は
な
い
が
、

緊
急
避
難
の
正
当
化
根
拠
を
連
帯
に
求
め
る
私
見(22)

か
ら
す
る
と
、
少
な
く
と
も
被
害
者
の
連
帯
義
務
に
と
っ
て
意
味
を
持
た
な
い
他

人
の
損
害
は
合
算
さ
る
べ
き
で
は
な
い
こ
と
に
な
ろ
う(23)

か
ら
、
第
二
の
避
難
行
為
に
よ
る
侵
害
法
益
の
主
体
が
同
一
人
か
否
か
に

よ
っ
て
違
い
が
生
じ
得
る
こ
と
に
な
る
。
先
の
例
で
犬
の
法
益
主
体
が
乙
で
あ
れ
ば
、
そ
の
価
値
は
乙
の
自
由
、
身
体
と
い
う
法
益

の
価
値
と
合
算
さ
れ
る
余
地
が
生
じ
、
そ
う
で
あ
れ
ば
こ
れ
は
甲
の
行
為
に
よ
っ
て
保
全
さ
れ
る
舟
の
価
値
を
上
回
る
た
め
、
甲
の

行
為
は
過
剰
と
な
り
違
法
で
あ
る
。
し
か
し
、
乙
が
飼
主
で
な
い
な
ら
ば
、
一
方
で
は
犬
の
価
値
と
舟
の
価
値
、
他
方
で
は
乙
の
自

由
、
身
体
の
価
値
と
舟
の
価
値
が
そ
れ
ぞ
れ
衡
量
さ
れ
、
甲
の
行
為
は
少
な
く
と
も
前
者
に
つ
い
て
害
の
均
衡
を
満
た
す
こ
と
に
な

る
。
そ
の
時
、
許
容
の
衝
突
が
発
生
す
る
の
で
あ
る
。
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し
か
し
い
ず
れ
に
せ
よ
、
以
下
で
は
斯
か
る
発
展
的
な
場
合
で
は
な
く
、
第
二
の
避
難
行
為
に
よ
っ
て
第
一
の
避
難
行
為
の
保
全

法
益
の
み
が
侵
害
さ
れ
る
単
純
な
場
合
に
つ
い
て
考
え
る
も
の
と
す
る
。

四　

本
稿
の
構
成
は
次
の
如
く
で
あ
る
。
第
一
章
で
は
予
備
作
業
と
し
て
、
阻
止
行
為
の
向
け
ら
れ
る
第
一
の
避
難
行
為
の
正
当

化
の
可
否
を
類
型
毎
に
考
察
す
る
。
第
二
章
で
は
、
緊
急
避
難
に
対
す
る
緊
急
避
難
の
諸
相
を
概
観
し
た
上
で
、
そ
の
成
否
を
巡
る

議
論
を
肯
定
説
、
否
定
説
の
順
に
検
討
す
る
。

は
じ
め
に
註

⑴　

団
藤
重
光
『
刑
法
綱
要
総
論
（
第
三
版
）』（
平
成
二
）
二
四
六
頁
、
平
野
龍
一
『
刑
法
総
論
Ⅱ
』（
昭
和
五
〇
）
二
二
九
頁
、
藤
木
英
雄
『
刑
法
講
義

総
論
』（
昭
和
五
〇
）
一
七
八
頁
、
福
田
平
『
全
訂
刑
法
総
論
﹇
第
五
版
﹈』（
平
成
二
三
）
一
六
五
頁
、
内
田
文
昭
『
刑
法
概
要
中
巻
』（
平
成
一
一
）

一
二
三
頁
、西
原
春
夫
『
刑
法
総
論
改
訂
版
﹇
上
巻
﹈』（
平
成
五
）
二
四
八
頁
、大
谷
實
『
刑
法
講
義
総
論
﹇
新
版
第
4
版
﹈』（
平
成
二
四
）
二
九
六
頁
、

前
田
雅
英
『
刑
法
総
論
講
義
﹇
第
5
版
﹈』（
平
成
二
三
）
四
〇
〇
頁
、
西
田
典
之
『
刑
法
総
論
﹇
第
二
版
﹈』（
平
成
二
二
）
一
四
四
頁
、
堀
内
捷
三
『
刑

法
総
論
﹇
第
2
版
﹈』（
平
成
一
六
）
一
六
六
頁
、
伊
東
研
祐
『
刑
法
総
論
』（
平
成
二
二
）
二
〇
五
頁
、
松
原
芳
博
『
刑
法
総
論
』（
平
成
二
五
）

一
七
二
頁
、
佐
伯
仁
志
『
刑
法
総
論
の
考
え
方
・
楽
し
み
方
』（
平
成
二
五
）
一
八
九
頁
、
川
端
博
『
刑
法
総
論
講
義
（
第
3
版
）』（
平
成
二
五
）

三
八
一
頁
以
下
、
高
橋
則
夫
『
刑
法
総
論
﹇
第
2
版
﹈』（
平
成
二
五
）
二
九
九
頁
。

⑵　

保
全
利
益
が
侵
害
利
益
に
優
越
す
る
場
合
の
み
正
当
化
し
、
同
価
値
な
ら
責
任
阻
却
す
る
の
は
、
佐
伯
千
仭
『
四
訂
刑
法
講
義
（
総
論
）』（
昭
和

五
六
）
二
〇
六
頁
、
中
義
勝
『
講
述
犯
罪
総
論
』（
昭
和
五
五
）
一
四
三
頁
、
中
山
研
一
『
刑
法
概
説
Ⅰ
﹇
第
2
版
﹈』（
平
成
一
二
）
一
〇
四
頁
、
内
藤

謙
『
刑
法
講
義
総
論
（中）
』（
昭
和
六
一
）
四
二
〇
〜
四
二
七
頁
。
保
全
法
益
が
著
し
く
優
越
す
る
場
合
の
み
正
当
化
す
る
の
は
、
森
下
忠
『
緊
急
避
難
の

研
究
』（
昭
和
三
五
）
二
四
一
頁
、
井
田
良
『
講
義
刑
法
学
・
総
論
』（
平
成
二
〇
）
三
〇
二
頁
（
例
外
的
な
場
合
に
は
法
益
同
価
値
で
も
正
当
化
す
る
）。
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生
命
対
生
命
の
場
合
の
み
責
任
阻
却
事
由
と
す
る
の
は
、
荘
子
邦
雄
『
刑
法
総
論
（
第
三
版
）』（
平
成
八
）
二
五
五
頁
以
下
。
生
命
対
生
命
、
身
体
対

身
体
の
場
合
の
み
責
任
阻
却
事
由
と
す
る
の
は
、
木
村
龜
二
（
阿
部
純
二
増
補
）『
刑
法
総
論
﹇
増
補
版
﹈』（
昭
和
五
三
）
二
六
九
〜
二
七
〇
頁
、
生
命

及
び
生
命
に
準
ず
る
身
体
の
重
要
部
分
の
侵
害
の
み
責
任
阻
却
事
由
と
す
る
の
は
、
山
口
厚
『
刑
法
総
論
﹇
第
2
版
﹈』（
平
成
一
九
）
一
三
八
頁
。

⑶　

二
分
す
る
視
点
の
違
い
を
捨
象
し
て
列
挙
す
る
と
、大
塚
仁
『
刑
法
概
説
（
総
論
）﹇
第
四
版
﹈』（
平
成
二
〇
）
四
〇
一
頁
、曽
根
威
彦
『
刑
法
総
論
﹇
第

四
版
﹈』（
平
成
二
〇
）
一
一
三
頁
、
松
宮
孝
明
『
刑
法
総
論
講
義
﹇
第
4
版
﹈』（
平
成
二
一
）
一
五
六
頁
。

⑷　

違
法
阻
却
、
可
罰
的
違
法
阻
却
、
責
任
阻
却
の
三
分
説
と
し
て
、
浅
田
和
茂
『
刑
法
総
論
﹇
補
正
版
﹈』（
平
成
一
九
）
二
四
六
頁
。
違
法
阻
却
、
可
罰

的
違
法
阻
却
、
可
罰
的
責
任
阻
却
の
三
分
説
と
し
て
、
山
中
敬
一
『
刑
法
総
論
﹇
第
2
版
﹈』（
平
成
二
〇
）
五
一
八
頁
。

⑸　

責
任
阻
却
説
と
し
て
、
瀧
川
幸
辰
『
犯
罪
論
序
説
（
改
訂
版
）』（
昭
和
二
二
）（
瀧
川
幸
辰
刑
法
著
作
集
第
二
巻
﹇
昭
和
五
六
﹈）
一
四
四
頁
、
植
松
正

『
再
訂
刑
法
概
論
Ⅰ
総
論
』（
昭
和
四
九
）
二
〇
八
頁
、
植
松
正
・
曽
根
威
彦
・
川
端
博
・
日
髙
義
博
『
現
代
刑
法
論
争
Ⅰ
（
第
二
版
）』（
日
髙
）（
平
成
九
）

一
四
五
頁
以
下
。
可
罰
的
違
法
阻
却
説
と
し
て
、
林
幹
人
『
刑
法
総
論
﹇
第
2
版
﹈』（
平
成
二
〇
）
二
〇
六
頁
以
下
、
生
田
勝
義
『
行
為
原
理
と
刑
事

違
法
論
』（
平
成
一
四
）
二
八
三
頁
以
下
。

⑹　

Silva Sánchez, G
A

 2006, 384; 

井
田
・
総
論
一
三
九
頁
、
浅
田
・
総
論
一
六
一
頁
。

⑺　

H
ruschka, Strafrecht nach logisch-analytischer M

ethode, 2.A
ufl., 1988, S.74; vgl auch Roxin, Jescheck-FS, 1985, S.463; V. H

aas, K
ausalität 

und R
echtsverletzung, 2002, S.235; Silva Sánchez, Frisch-FS, 2013, S.310; Joerden, Solidarität im

 Strafrecht, 2013, S.58; K
oriath, JA

 1998, 

252; M
aultzsch, JA

 1999, 430f.

⑻　

大
谷
・
総
論
二
九
五
、三
〇
〇
頁
、
西
田
・
総
論
一
四
三
頁
、
井
田
・
総
論
三
〇
〇
頁
、
林
・
総
論
二
〇
六
頁
。

⑼　

V
gl Silva Sánchez, G

A
 2006, 383; N

K
-StG

B
- N

eum
ann, 4.A

ufl., 2013, 

§34 R
n9 Fn32.

⑽　

Silva Sánchez, aaO
, 384f. 
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⑾　

さ
ら
な
る
反
対
説
と
し
て
、
Ｖ
・
ハ
ー
ス
の
も
の
が
あ
る
。
危
険
か
ら
個
人
を
保
護
す
る
第
一
の
答
責
性
が
国
家
に
あ
る
と
考
え
る
ハ
ー
ス
は
、
緊
急

避
難
を
私
人
が
国
家
に
代
っ
て
そ
の
任
を
負
う
制
度
と
解
し
、
緊
急
避
難
の
受
忍
義
務
違
反
は
こ
れ
と
同
趣
旨
の
不
救
助
罪
を
成
立
せ
し
め
る
に
止
ま

る
と
言
う
（H

aas, aaO
, S.260ff.; siehe auch Perdom

o-Torres, D
ie D

uldungspflicht im
 rechtfertigenden N

otstand, 2011, S.46ff.

（51

）; Silva 

Sánchez, Frisch-FS, S.312

）。
し
か
し
、
後
述
（
第
二
章
第
三
節
第
二
項
）
す
る
社
会
連
帯
の
考
え
方
に
よ
れ
ば
、
緊
急
避
難
は
個
人
と
個
人
の
間
で

法
益
保
護
の
た
め
に
相
互
扶
助
を
行
う
制
度
で
あ
っ
て
国
家
を
持
ち
出
す
べ
き
で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
こ
と
（N

eum
ann, ZStW

 116

（2004

） S.755, 

761

）、
私
人
に
国
家
の
任
務
を
肩
代
わ
り
さ
せ
る
根
拠
が
明
ら
か
で
な
い
こ
と
（
赤
岩
順
二
「
緊
急
避
難
へ
の
対
抗
と
毀
損
忍
受
―
ヘ
ー
ゲ
ル
緊
急
権

論
の
再
解
釈
を
手
掛
か
り
に
―
」
明
治
大
学
社
会
科
学
研
究
所
紀
要
四
五
巻
二
号
（
平
成
一
九
）
二
〇
七
頁
参
照
）
か
ら
、
ハ
ー
ス
に
は
従
え
な
い
。

⑿　

強
要
緊
急
避
難
の
場
面
で
は
、
第
二
の
避
難
行
為
と
結
果
発
生
の
間
に
背
後
者
の
行
為
が
介
入
す
る
と
い
う
特
殊
性
が
あ
る
。
例
え
ば
、
子
を
人
質
に

取
ら
れ
た
親
が
強
制
さ
れ
て
銀
行
か
ら
現
金
を
盗
も
う
と
し
た
が
、
銀
行
側
は
情
を
知
り
な
が
ら
こ
れ
に
対
抗
し
た
た
め
子
が
殺
さ
れ
た
場
合
、
銀
行

側
の
行
為
に
は
死
の
結
果
が
帰
責
さ
れ
る
か
。
松
宮
教
授
は
こ
れ
を
肯
定
し
た
上
で
、
親
に
緊
急
避
難
に
よ
る
違
法
阻
却
を
否
定
し
て
、
銀
行
側
の
行

為
に
正
当
防
衛
を
認
め
る
よ
う
で
あ
る
（
松
宮
孝
明
「
演
習
」
法
教
二
三
二
号
（
平
成
一
二
）
一
二
二
頁
）。
こ
れ
に
対
し
て
永
井
紹
裕
「
緊
急
避
難
の

制
約
根
拠
に
つ
い
て
（
1
）」
法
研
論
集
一
四
九
号
（
平
成
二
六
）
二
六
〇
頁
は
、子
の
死
が
「
自
律
的
な
人
格
を
持
つ
」
強
要
者
の
「
恣
意
的
行
為
に
よ
っ

て
生
じ
て
い
る
」
こ
と
か
ら
、
銀
行
へ
の
帰
属
を
否
定
し
て
い
る
（
結
論
同
旨
、
佐
伯
・
考
え
方
一
八
三
頁
。
さ
ら
に
、
松
宮
孝
明
「
強
制
と
緊
急
避

難
に
つ
い
て
」『
鈴
木
茂
嗣
先
生
古
稀
祝
賀
論
文
集
﹇
上
巻
﹈』（
平
成
一
九
）
所
収
三
二
二
頁
、
同
「
理
論
刑
法
学
に
お
け
る
パ
ラ
ダ
イ
ム
の
転
換
」『
理

論
刑
法
学
の
探
究
1
』（
川
端
博
・
浅
田
和
茂
・
山
口
厚
・
井
田
良
編
）（
平
成
二
〇
）
所
収
二
一
四
頁
参
照
）。

⒀　

H
ruschka, aaO

, S.72f.

⒁　

植
松
・
総
論
二
〇
九
頁
、
日
髙
・
現
代
刑
法
論
争
Ⅰ
一
四
九
頁
。
可
罰
的
違
法
阻
却
事
由
と
し
て
の
緊
急
避
難
に
対
す
る
正
当
防
衛
を
可
と
す
る
の
は
、

林
・
総
論
二
〇
七
頁
、
松
宮
・
総
論
一
五
六
頁
。
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⒂　
Joerden, O

tto-FS, 2007, S.331.
⒃　

大
塚
・
総
論
三
八
三
頁
、
内
藤
・
総
論
中
三
三
七
頁
、
井
田
・
総
論
二
七
八
頁
、
山
口
・
総
論
一
一
七
頁
、
西
田
・
総
論
一
五
八
頁
、
佐
伯
・
考
え
方

一
八
三
頁
。
こ
れ
に
対
し
て
伊
東
教
授
は
、
緊
急
避
難
は
行
為
反
価
値
を
欠
く
た
め
適
法
で
あ
る
が
結
果
反
価
値
は
残
る
と
解
し
、
三
六
条
の
「
不
正
」

は
後
者
の
み
で
足
り
る
と
の
立
場
か
ら
、緊
急
避
難
に
対
す
る
正
当
防
衛
を
肯
定
す
る
（
伊
東
・
総
論
二
〇
五
、一
八
五
頁
）。
結
論
同
旨
、𠮷
岡
一
男
『
刑

事
法
通
論
』（
平
成
七
）
七
五
頁
。
し
か
し
、
正
対
不
正
と
い
う
正
当
防
衛
の
構
造
に
反
す
る
。

⒄　

受
忍
義
務
を
伴
う
た
め
、
同
条
の
避
難
行
為
は
当
然
に
適
法
と
解
さ
れ
て
い
る
（Palandt/ Bassenge, B

G
B

, 72.A
ufl., 2013, 

§904 R
n4; M

K
-B

G
B

-

Säcker, 5.A
ufl., 2009, 

§904 R
n13; H

aas, K
ausalität, S.237f; Stratenw

erth/K
uhlen, Strafrecht AT, 6.A

ufl., 2011, 9/53; 

小
田
直
樹
「
緊
急
避
難
と

個
人
の
自
律
」
刑
雑
三
四
巻
三
号
（
平
成
七
）
三
四
七
頁
註
五
）。

⒅　

さ
ら
に
、
既
に
言
及
し
た
よ
う
に
、
第
二
の
避
難
行
為
に
つ
い
て
成
立
し
得
る
犯
罪
の
選
択
肢
と
し
て
、
作
為
犯
と
し
て
の
殺
人
等
の
罪
の
他
に
、
ド

イ
ツ
刑
法
典
に
は
真
正
不
作
為
犯
と
し
て
の
不
救
助
罪
の
規
定
が
存
在
す
る
と
い
う
違
い
も
あ
る
。

⒆　

そ
の
他
、
現
在
の
危
難
要
件
に
つ
い
て
は
、
後
述
第
二
章
第
二
節
第
一
項
三
も
参
照
。

⒇　

牧
野
英
一
『
刑
法
研
究
第
九
巻
』（
昭
和
一
五
）
一
七
頁
、Silva Sánchez, Frisch-FS, S.313; 

山
口
厚
『
問
題
探
究
刑
法
総
論
』（
平
成
一
〇
）
九
四

頁
も
参
照
。

21　

尤
も
、
甲
の
大
な
る
利
益
を
保
全
す
る
た
め
に
乙
の
中
な
る
利
益
を
侵
害
す
る
緊
急
避
難
行
為
を
免
れ
る
べ
く
、
甲
の
小
な
る
利
益
を
侵
害
す
る
場
合

に
は
、
第
二
の
避
難
行
為
に
害
の
均
衡
が
認
め
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
甲
に
向
っ
て
自
動
車
が
突
進
し
て
来
た
た
め
、
甲
が
生
命
を
守
る
た
め
に
逃
げ
、

そ
の
際
進
路
に
い
た
乙
を
突
き
飛
ば
そ
う
と
し
た
と
こ
ろ
、
そ
れ
に
よ
っ
て
乙
の
身
体
に
生
ず
る
重
大
な
傷
害
か
ら
乙
を
守
る
べ
く
丙
が
甲
を
投
げ
飛

ば
し
、
そ
の
身
体
を
軽
微
に
傷
害
し
た
等
（
松
原
芳
博
「
緊
急
避
難
論
」
法
教
二
六
九
号
（
平
成
一
五
）
一
〇
〇
頁
註
二
四
）。
こ
れ
は
第
二
の
避
難
行

為
に
よ
っ
て
専
ら
第
一
の
避
難
行
為
の
保
全
法
益
以
外
の
法
益
が
侵
害
さ
れ
る
か
な
り
特
殊
な
場
合
で
あ
り
、
検
討
の
対
象
外
と
す
る
。
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さ
ら
に
、
第
二
の
避
難
行
為
が
防
禦
的
緊
急
避
難
に
当
る
場
合
、
相
手
方
が
危
険
源
で
あ
る
と
の
事
情
を
利
益
衡
量
に
お
い
て
考
慮
し
、
攻
撃
的
緊
急

避
難
に
お
け
る
よ
り
も
緩
や
か
に
害
の
均
衡
を
認
め
る
見
解
が
あ
り
（Statt vieler Schönke/Schröder/ Perron, StG

B
, 29.A

ufl., 2014, 

§34 R
n30

）、

こ
れ
に
よ
る
と
本
文
（
一
）
第
二
段
落
の
場
合
に
も
第
二
の
避
難
行
為
が
適
法
と
さ
れ
る
余
地
が
生
ま
れ
よ
う
。
な
お
、
我
国
に
も
、
攻
撃
的
緊
急
避

難
な
ら
利
益
の
優
越
を
要
す
る
が
防
禦
的
緊
急
避
難
な
ら
同
等
利
益
で
足
れ
り
と
す
る
見
解
（
小
田
・
前
掲
三
四
六
頁
）
や
、
攻
撃
的
緊
急
避
難
な
ら

法
益
の
著
し
い
優
越
を
要
求
し
防
禦
的
緊
急
避
難
で
は
法
益
同
価
値
で
可
と
す
る
見
解
（
井
田
・
総
論
三
〇
二
頁
）
は
あ
る
が
、
本
文
の
よ
う
に
法
益
、

利
益
の
大
小
が
逆
転
し
て
い
る
防
禦
的
緊
急
避
難
の
場
合
に
害
の
均
衡
を
認
め
る
こ
と
ま
で
主
張
す
る
も
の
で
は
な
か
ろ
う
。

22　

拙
稿
「
避
難
行
為
の
相
当
性
」
産
法
三
七
巻
四
号
（
平
成
一
六
）
六
三
頁
、
葛
原
力
三
・
塩
見
淳
・
橋
田
久
・
安
田
拓
人
『
テ
キ
ス
ト
ブ
ッ
ク
刑
法
総

論
』（
橋
田
）（
平
成
二
一
）
一
五
三
頁
。
ま
た
、
後
述
第
二
章
第
三
節
第
二
項
五
。

23　

N
K

-StG
B

- N
eum

ann, 

§34 R
n70.

第
一
章
　
緊
急
避
難

緊
急
避
難
行
為
と
こ
れ
を
妨
害
す
る
行
為
が
行
わ
れ
る
事
例
の
中
で
は
、
乙
が
危
険
か
ら
免
れ
る
た
め
に
甲
を
犠
牲
に
す
る
避
難

行
為
を
行
い
、
甲
が
こ
れ
に
反
撃
す
る
場
合
が
典
型
的
と
思
わ
れ
る
。
斯
か
る
場
合
に
つ
い
て
、
本
章
で
は
先
ず
、
乙
に
よ
る
第
一

の
避
難
行
為
の
正
当
化
の
可
否
を
、
危
険
に
曝
さ
れ
て
い
る
の
が
対
立
法
益
の
一
方
の
み
か
（
第
一
節
）
双
方
か
（
第
二
節
）、
さ

ら
に
そ
の
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
生
命
対
生
命
の
衝
突
事
例
か
否
か
に
分
け
て
論
じ
、
次
章
に
お
け
る
対
抗
行
為
そ
れ
自
体
の
検
討
に

備
え
る
。
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第
一
節　

対
立
法
益
の
一
方
の
み
が
危
険
に
曝
さ
れ
て
い
る
場
合

危
殆
化
さ
れ
た
法
益
を
救
助
す
る
た
め
に
、
こ
れ
と
同
価
値
の
、
危
殆
化
さ
れ
ざ
る
無
関
係
の
法
益
を
侵
害
す
る
の
が
本
節
の
事

例
群
で
あ
る
。
通
常
の
攻
撃
的
緊
急
避
難
で
あ
り
、
そ
の
法
的
性
質
は
本
稿
冒
頭
（
は
じ
め
に
一
）
で
概
観
し
た
。
生
命
対
生
命
の

場
合
と
そ
れ
以
外
の
場
合
に
分
説
す
る
。

第
一
項
　
生
命
対
生
命
の
場
合

一
　
総
説

（
一
）
先
ず
本
項
で
は
、
乙
の
生
命
に
対
す
る
危
険
を
回
避
す
る
た
め
に
危
険
と
無
関
係
の
甲
の
生
命
を
侵
害
す
る
場
合
を
取
り

上
げ
る
。
侵
害
法
益
と
し
て
の
生
命
の
不
可
侵
性
故
に
特
別
の
議
論
が
あ
る
た
め
で
あ
る
。
そ
の
典
型
は
、
乙
の
必
要
と
す
る
生
命

救
助
手
段
が
甲
に
と
っ
て
も
必
要
で
、
こ
れ
を
奪
わ
れ
れ
ば
甲
が
死
に
至
る
場
合
で
あ
ろ
う
。
カ
ル
ネ
ア
デ
ー
ス
の
板
の
事
例
を
以

て
そ
の
代
表
と
す
る
。
即
ち
、
船
が
遭
難
し
、
海
に
投
げ
出
さ
れ
た
乗
員
甲
の
摑
ま
っ
て
い
る
一
人
の
重
量
に
し
か
耐
え
ら
れ
な
い

板
を
乙
が
奪
っ
て
甲
を
溺
死
さ
せ
た
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
が
カ
ル
ネ
ア
デ
ー
ス
の
考
案
に
か
か
る
原
型
と
言
わ
れ
る(1)

。
さ
ら

に
は
、
乙
が
危
険
か
ら
逃
避
す
る
際
に
邪
魔
に
な
る
甲
を
排
除
し
て
殺
害
す
る
事
例
も
あ
る(2)

。
斯
様
に
生
命
を
侵
害
す
る
緊
急
避
難

は
適
法
か(3)

。

（
二
）
そ
の
議
論
に
入
る
前
に
、
こ
の
種
の
事
例
に
お
い
て
、
侵
害
さ
れ
る
甲
の
側
に
生
命
の
利
益
に
加
え
て
更
な
る
利
益
の
存

在
を
認
め
る
こ
と
に
よ
り
、
対
立
利
益
が
同
価
値
と
の
前
提
を
否
定
す
る
も
の
が
あ
る
の
で
、
一
瞥
を
与
え
て
お
き
た
い
。

1　

オ
ッ
ト
ー
は
、
甲
が
板
の
保
持
に
よ
っ
て
「
救
助
機
会
（R

ettungschancen
）」
を
有
し
て
い
る
こ
と
に
着
目
す
る
。
他
者
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の
生
命
に
つ
い
て
決
定
す
る
こ
と
は
何
人
に
も
許
さ
れ
ぬ
と
の
立
場(4)

か
ら
、
他
人
の
生
命
の
救
助
機
会
を
否
定
す
る
こ
と
に
よ
っ
て

自
ら
の
生
命
の
救
助
機
会
を
増
大
さ
せ
る
乙
の
行
為
を
違
法
と
す
る
の
で
あ
る(5)

。
斯
か
る
視
点
は
、
利
益
衡
量
の
要
素
と
し
て
導
入

さ
れ
る(6)

。

こ
の
考
え
方
に
は
、
生
命
の
価
値
が
救
助
機
会
の
大
小
に
よ
っ
て
異
る
と
い
う
生
命
の
質
を
認
め
る
点
に
根
本
的
な
疑
義
が
あ

る(7)

。
ま
た
、
仮
に
救
助
機
会
に
着
目
す
る
と
し
て
も
、
こ
れ
を
板
の
所
持
の
有
無
の
み
な
ら
ず
体
力
に
も
依
拠
さ
せ
る
な
ら
、
後
か

ら
来
た
乙
が
体
格
に
お
い
て
優
る
た
め
甲
か
ら
板
を
容
易
に
奪
え
る
時
に
は
む
し
ろ
乙
に
の
み
救
助
機
会
が
認
め
ら
れ
る
た
め
、

オ
ッ
ト
ー
は
乙
に
利
益
の
優
越
を
認
め
て
そ
の
行
為
を
正
当
化
す
べ
き
こ
と
に
な
ろ
う(8)

。

2　

オ
ッ
ト
ー
に
お
け
る
甲
の
事
実
上
の
優
越
的
地
位
を
、
法
的
観
点
か
ら
構
成
す
る
見
解
も
あ
る
。
ド
イ
ツ
民
法
上
、
占
有
者

に
は
自
力
救
済
が
認
め
ら
れ
て
い
る
た
め
（
独
民
法
八
五
九
条
）、
甲
の
占
有
は
法
的
に
も
保
護
さ
れ
て
い
る(9)

。
イ
ェ
ル
デ
ン
が
、

板
を
先
占
し
て
い
た
甲
に
「
安
定
し
た
法
的
地
位
（gesicherte R

echtsposition

）」
を
認
め
る
の
は
こ
の
意
味
で
あ
ろ
う(10)

。
イ
ェ
ル

デ
ン
は
さ
ら
に
、
こ
の
板
が
甲
に
よ
っ
て
摑
取
さ
れ
た
時
に
無
主
物
か
ら
甲
の
所
有
物
に
な
る
と
も
述
べ
て
い
る(11)

。
以
上
の
如
く
、

板
に
つ
い
て
の
占
有
乃
至
所
有
の
権
利
が
甲
の
侵
害
利
益
に
数
え
ら
れ
る
結
果
、
そ
れ
は
乙
の
保
全
利
益
に
優
越
す
る
と
解
さ
れ
て

い
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
甲
の
こ
の
付
加
的
利
益
は
、
板
に
よ
っ
て
危
険
を
免
れ
て
い
る
甲
に
乙
が
危
険
を
転
嫁
す
る
と
い
う
攻

撃
的
緊
急
避
難
の
構
造
そ
れ
自
体
を
表
わ
す
も
の
で
あ
り
（
後
述
第
二
章
第
一
節
第
一
項
一
）、
害
の
均
衡
で
考
慮
さ
る
べ
き
事
柄

で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。
仮
に
考
慮
す
る
と
し
て
も
、
衡
量
の
俎
上
に
上
る
の
は
具
体
化
さ
れ
た
利
益
で
あ
っ
て
、
生
命
と
い
う
最

高
位
の
法
益
が
衝
突
す
る
場
面
に
お
い
て
、
板
と
い
う
軽
微
な
財
産
的
法
益
が
そ
の
一
方
に
付
加
さ
れ
る
こ
と
で
害
の
均
衡
が
失
わ

れ
る
と
考
え
る
の
は
、
余
り
に
も
細
部
に
目
を
奪
わ
れ
て
い
る
と
言
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、
板
が
第
三
者
丙
の
所
有
物
の
場
合
、
甲
の
生
命
及
び
丙
の
所
有
権
が
乙
の
生
命
と
対
立
す
る
と
の
見
方
も
あ
り
得
よ
う(12)

。



483法政論集　256号（2014）

論　　説〈14〉

し
か
し
こ
れ
に
対
し
て
も
右
の
批
判
が
妥
当
す
る
他
、
法
益
主
体
を
同
じ
く
す
る
客
体
毎
に
緊
急
避
難
の
成
否
を
論
ず
る
な
ら
（
は

じ
め
に
三
（
二
））、
甲
と
乙
と
の
関
係
で
は
単
純
な
生
命
対
生
命
の
衝
突
事
例
と
見
て
良
い
こ
と
に
な
る
。

（
三
）
以
上
を
踏
ま
え
て
、
生
命
を
守
る
た
め
に
生
命
を
犠
牲
に
す
る
行
為
が
緊
急
避
難
と
し
て
正
当
化
さ
れ
る
か
を
検
討
す
る

こ
と
に
す
る
。

二
　
適
法
説

カ
ル
ネ
ア
デ
ー
ス
の
原
型
事
例
に
お
け
る
乙
は
、
自
己
の
生
命
を
救
う
た
め
に
甲
の
生
命
を
犠
牲
に
し
て
い
る
。
よ
っ
て
、
同
数

の
生
命
が
対
立
す
る
攻
撃
的
緊
急
避
難
の
場
合
に
も
正
当
化
を
肯
定
す
る
我
国
の
多
数
説
に
よ
れ
ば
、
乙
の
避
難
行
為
は
正
当
化
さ

れ
る
こ
と
に
な
る(13)

。

三
　
違
法
説

乙
の
行
為
を
違
法
と
す
る
反
対
説
に
は
、
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。

先
ず
、
利
益
同
価
値
の
緊
急
避
難
に
は
責
任
阻
却
し
か
認
め
な
い
我
国
の
少
数
有
力
説
が
こ
の
結
論
を
採
る(14)

。
ド
イ
ツ
で
は
、
刑

法
三
四
条
の
正
当
化
緊
急
避
難
規
定
が
保
全
利
益
の
侵
害
利
益
に
対
す
る
本
質
的
優
越
を
明
文
で
要
件
と
し
て
い
る
こ
と
、
至
高
の

価
値
で
あ
る
生
命
に
つ
い
て
は
凡
そ
衡
量
を
禁
ず
る
立
場
が
有
力
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
違
法
説
が
通
説
と
な
っ
て
い
る(15)

。

我
国
に
は
さ
ら
に
、
一
般
的
に
は
対
立
利
益
が
同
価
値
で
も
正
当
化
を
認
め
つ
つ
、
生
命
や
身
体
の
枢
要
部
を
侵
害
す
る
場
合
に

つ
い
て
は
例
外
的
に
、
斯
か
る
法
益
の
自
己
目
的
性
か
ら
違
法
と
す
る
見
解(16)

や
、
こ
れ
ら
の
法
益
に
危
難
を
転
嫁
す
る
こ
と
は
「
相

互
共
助
の
た
め
の
合
理
的
な
受
忍
の
範
囲
を
超
え
る
」
こ
と
か
ら
「
補
充
性
の
前
提
と
な
る
法
益
衝
突
状
況
」
を
法
的
に
否
定
し
て
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「
や
む
を
得
ず
に
し
た
行
為
」に
当
ら
な
い
と
の
見
解(17)

が
あ
る(18)

。
私
見
は
違
法
阻
却
一
元
説
に
立
つ
が
、前
者
と
同
様
の
考
え
方
か
ら
、

結
論
と
し
て
は
乙
に
正
当
化
緊
急
避
難
の
成
立
を
否
定
す
る(19)

。

第
二
項

　
生
命
対
生
命
以
外
の
場
合

生
命
以
外
の
法
益
に
危
険
が
切
迫
し
て
お
り
、
こ
れ
を
同
価
値
の
他
法
益
に
転
嫁
す
る
事
例
に
は
、
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。

カ
ル
ネ
ア
デ
ー
ス
の
原
型
を
変
形
す
る
と
、
甲
の
飼
犬
Ａ
が
カ
ル
ネ
ア
デ
ー
ス
の
板
に
摑
ま
っ
て
浮
か
ん
で
い
た
と
こ
ろ
、
乙
の
飼

犬
Ｂ
が
泳
ぎ
着
い
た
た
め
、
乙
が
Ａ
を
板
か
ら
突
き
落
と
し
、
Ｂ
を
摑
ま
ら
せ
た
例
が
考
え
ら
れ
る
。
Ａ
と
Ｂ
は
同
じ
価
値
で
あ
り
、

こ
の
板
は
Ａ
ま
た
は
Ｂ
い
ず
れ
か
一
頭
の
重
さ
に
耐
え
る
の
が
限
度
と
す
る
。
さ
ら
に
、
元
々
甲
と
乙
も
Ａ
と
共
に
板
に
摑
ま
っ
て

お
り
、
板
が
甲
、
乙
と
犬
一
頭
を
支
え
得
る
と
の
前
提
で
考
え
て
も
良
い
。
よ
り
不
自
然
さ
の
な
い
例
と
し
て
は
、
乙
が
、
沖
合
で

溺
れ
て
い
る
犬
を
救
い
に
行
く
た
め
に
、
こ
れ
と
同
価
値
の
甲
所
有
の
舟
を
無
断
で
使
う
と
い
う
も
の
が
あ
る
。
い
ず
れ
の
例
に
お

い
て
も
、
法
益
同
価
値
で
も
三
七
条
に
よ
る
正
当
化
を
認
め
る
な
ら
、
乙
の
行
為
は
適
法
で
あ
る
。

第
二
節　

対
立
法
益
が
同
一
の
危
険
に
曝
さ
れ
て
い
る
場
合

同
価
値
の
各
法
益
が
当
初
か
ら
同
一
の
危
険
に
曝
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
儘
放
置
す
れ
ば
凡
て
の
法
益
が
失
わ
れ
る
危
険
共
同
体
に

お
い
て
、
凡
て
を
保
全
す
る
に
足
り
る
救
助
手
段
が
存
在
し
な
い
た
め
、
一
部
を
犠
牲
に
し
て
一
部
を
保
全
す
る
行
為
の
違
法
性
を

本
節
で
問
う
。
単
純
化
の
た
め
に
対
立
法
益
を
二
個
と
し
た
上
で
類
型
化
す
る
と
、
い
ず
れ
か
一
方
の
み
を
救
助
し
得
る
救
助
手
段

が
あ
り
、
こ
れ
を
両
法
益
が
共
用
し
て
い
る
場
合
（
第
一
項
）
と
、
い
ず
れ
の
法
益
も
救
助
手
段
を
手
に
し
て
い
な
い
場
合
（
第
二
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項
）
と
が
あ
る
。

第
一
項

　
救
助
手
段
を
共
用
し
て
い
る
場
合

一
　
危
険
共
同
体
と
緊
急
避
難
の
関
係

危
険
共
同
体
に
お
い
て
救
助
手
段
を
共
用
す
る
相
手
方
を
排
除
す
る
事
例
と
し
て
、
甲
と
乙
の
摑
ま
っ
て
い
る
カ
ル
ネ
ア
デ
ー
ス

の
板
が
沈
ん
で
二
人
な
が
ら
溺
死
す
る
虞
が
生
じ
た
た
め
、
乙
が
甲
を
突
き
落
と
し
て
自
分
だ
け
が
助
か
る
と
い
う
も
の
が
考
え
ら

れ
る
。

斯
様
な
事
例
に
つ
き
、
両
法
益
を
一
体
視
し
て
、
甲
と
乙
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
共
同
体
に
振
り
懸
っ
た
危
難
か
ら
両
者
を
救
う

た
め
に
甲
が
犠
牲
に
さ
れ
た
と
見
、
事
態
を
共
同
体
の
内
部
で
処
理
し
て
い
る
と
捉
え
て
、
危
険
を
無
関
係
の
第
三
者
に
転
嫁
す
る

緊
急
避
難
と
は
別
異
の
法
形
象
と
解
す
る
も
の
が
あ
る(20)

。
我
刑
法
三
七
条
の
要
件
の
解
釈
と
し
て
は
、
全
体
へ
の
害
を
「
避
け
よ
う

と
し
」
て
そ
の
一
部
分
に
害
が
「
生
じ
た
」
に
過
ぎ
な
い
た
め
、
害
の
均
衡
を
肯
定
す
る
の
で
あ
る
。
右
の
例
で
は
二
人
の
死
を
避

け
る
た
め
に
一
人
を
犠
牲
に
し
た
も
の
と
し
て
害
の
均
衡
が
認
め
ら
れ
る
。
対
立
法
益
の
数
を
増
や
し
て
、
二
人
乗
り
の
舟
に
乗
っ

て
い
る
五
人
の
内
の
二
人
が
他
の
三
人
を
突
き
落
と
し
て
溺
死
さ
せ
た
と
す
れ
ば
、
五
人
の
死
を
避
け
る
た
め
に
三
人
を
犠
牲
に
し

た
に
過
ぎ
な
い
た
め
適
法
と
さ
れ
る
の
で
あ
る(21)

。

し
か
し
、
危
険
共
同
体
構
成
員
の
一
部
の
殺
害
が
そ
の
被
害
者
自
身
（
を
含
む
全
体
）
の
喪
失
を
避
け
る
た
め
に
行
わ
れ
た
と
言

う
の
は
強
弁
に
過
ぎ
よ
う(22)

。(23)

危
険
を
共
に
し
て
い
て
も
そ
れ
ぞ
れ
は
主
体
を
異
に
す
る
独
立
の
法
益
で
あ
る
こ
と
を
等
閑
視
し
て

は
な
ら
な
い
。
加
え
て
、
侵
害
法
益
に
実
現
し
た
の
は
当
初
そ
の
法
益
に
切
迫
し
て
い
た
の
と
は
別
の
危
険
で
あ
る
こ
と
に
も
鑑
み

る
と
、
危
険
共
同
体
は
危
険
の
転
嫁
と
い
う
構
造
を
緊
急
避
難
と
同
じ
く
す
る
。「
避
け
よ
う
と
し
た
害
」
と
は
、
保
全
法
益
に
切
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迫
す
る
危
険
の
こ
と
な
の
で
あ
る(24)

。
そ
れ
故
、
右
の
第
一
の
例
で
は
、
同
価
値
の
生
命
と
生
命
が
対
立
し
て
い
る
と
見
る
べ
き
で
あ

る
。
第
二
の
例
で
は
、
二
人
を
救
う
た
め
に
三
人
を
犠
牲
に
し
た
こ
と
に
な
り
、
害
の
均
衡
を
欠
く
。

二
　
生
命
対
生
命
の
場
合

（
一
）
危
険
共
同
体
に
お
け
る
行
為
は
、
一
で
の
考
察
に
従
え
ば
通
常
の
緊
急
避
難
と
評
価
さ
れ
る
の
で
、
前
述
（
本
章
第
一
節

第
一
項
三
）
の
如
く
生
命
対
生
命
の
緊
急
避
難
を
違
法
と
解
す
る
な
ら
ば
、
生
命
危
険
共
同
体
に
お
け
る
殺
人
も
対
立
す
る
生
命
の

数
の
多
少
に
拘
ら
ず
違
法
と
な
ろ
う
。
そ
う
す
る
と
、一
で
挙
げ
た
カ
ル
ネ
ア
デ
ー
ス
の
板
の
事
例
に
お
け
る
甲
と
乙
は
、レ
ン
ツ
ィ

コ
フ
ス
キ
ー
の
言
う
よ
う
に
、
カ
ル
ネ
ア
デ
ー
ス
の
原
型
事
例
に
お
け
る
甲
と
は
異
り
、「
両
者
共
に
相
手
が
板
を
利
用
す
る
こ
と

を
妨
げ
る
法
的
地
位
を
獲
得
す
る
に
到
っ
て
い
な
い
」
た
め
、「
各
人
は
自
己
の
危
険
を
引
き
受
け
る
べ
き
で
あ
り
、
こ
れ
を
他
人

に
転
嫁
し
て
は
な
ら
な
い
」
と
の
原
則
が
妥
当
し
、
法
は
両
者
の
死
を
命
ず
る
こ
と
に
な
る
よ
う
に
も
思
わ
れ
る(25)

。
そ
の
時
、
第
三

者
も
一
方
を
犠
牲
に
し
て
他
方
を
救
っ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
に
な
ろ
う(26)

。
ミ
ニ
ョ
ネ
ッ
ト
号
事
件(27)

に
お
け
る
、
救
命
艇
上
で
飢
餓
状

態
に
あ
っ
た
四
名
の
内
の
一
名
を
他
の
三
名
が
殺
害
し
て
そ
の
肉
を
食
す
る
行
為
も
ま
た
、
そ
れ
に
よ
っ
て
全
員
の
死
が
回
避
で
き

る
と
し
て
も
違
法
と
な
る
。

こ
れ
に
対
し
て
は
、「
可
能
な
限
り
確
実
な
利
益
最
大
化
を
志
向
す
る
シ
ス
テ
ム
と
し
て
の
刑
法
を
構
想
す
る
」
功
利
主
義
的
立

場
か
ら
、
一
人
で
も
生
き
残
る
方
が
全
滅
よ
り
も
望
ま
し
い
と
の
批
判
が
有
力
で
あ
り(28)

、
レ
ン
ツ
ィ
コ
フ
ス
キ
ー
も
自
ら
の
結
論
が

醜
怪
（grotesk

）
で
あ
る
こ
と
を
隠
さ
な
い(29)

。
更
に
、
い
ず
れ
を
救
助
す
る
た
め
の
避
難
行
為
を
も
禁
ず
る
な
ら
、
先
に
行
為
に
出

た
者
を
正
当
防
衛
と
し
て
殺
害
で
き
る
こ
と
に
な
り(30)

、
斯
か
る
「
遅
い
者
勝
ち
」
を
失
当
と
評
す
る
論
者
も
い
る(31)

。
確
か
に
、
刑
法

は
法
益
保
護
を
目
的
と
し
て
お
り
、
可
能
な
限
り
多
く
の
法
益
を
救
う
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
し
か
し
、
財
の
最
大
化
と
い
う
功
利



479法政論集　256号（2014）

論　　説〈18〉

主
義
的
要
請
は
、
生
命
と
い
う
至
高
の
法
益
の
自
己
目
的
性
を
否
定
し
な
い
限
り
、
生
命
に
対
す
る
個
人
の
権
利
に
道
を
譲
る
と
言

わ
ね
ば
な
ら
な
い(32)

。

（
二
）但
し
、危
険
共
同
体
に
お
け
る
生
命
に
対
す
る
緊
急
避
難
的
侵
害
が
例
外
的
に
適
法
と
な
る
場
合
も
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

そ
れ
は
、
防
禦
的
緊
急
避
難
の
場
合
で
あ
る
。
防
禦
的
緊
急
避
難
の
相
手
方
は
、
自
己
の
領
域
か
ら
危
険
を
発
生
さ
せ
て
い
る
危
険

源
で
あ
り
、
先
ず
自
ら
が
避
難
行
為
者
の
権
利
領
域
を
侵
害
し
て
い
る
。
避
難
行
為
は
こ
れ
に
対
抗
す
る
も
の
で
あ
り
、
危
険
を
無

関
係
の
第
三
者
に
転
嫁
し
て
こ
の
者
を
法
益
保
全
の
た
め
の
単
な
る
手
段
と
成
す
も
の
で
は
な
い
た
め
、
相
手
方
の
自
律
性
は
侵
害

さ
れ
な
い
。
斯
様
な
場
合
に
は
、
攻
撃
的
緊
急
避
難
の
場
合
と
は
異
り
、
緊
急
避
難
に
よ
る
生
命
侵
害
も
、
生
命
の
手
段
化
が
認
め

ら
れ
な
い
が
故
に
許
容
さ
れ
る
可
能
性
が
生
ず
る(33)

。
そ
し
て
、
義
務
の
衝
突
の
場
合
に
は
、
自
分
の
二
人
の
子
供
と
一
人
の
子
供
が

別
方
向
で
溺
れ
て
お
り
、
親
が
ど
ち
ら
か
一
方
向
に
し
か
助
け
に
行
け
な
い
時
、
二
人
を
助
け
て
一
人
を
見
殺
し
に
す
る
こ
と
は
適

法
で
あ
る
が
、
一
人
を
救
っ
て
二
人
を
助
け
な
い
こ
と
は
違
法
と
考
え
ら
れ
て
お
り
、
生
命
の
量
的
衡
量
が
許
容
さ
れ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
防
禦
的
緊
急
避
難
で
も
対
立
す
る
生
命
を
数
に
よ
っ
て
衡
量
し
、
害
の
均
衡
等
の
要
件
を
満
た
せ
ば
行
為
は
正
当
化
さ
れ
る

の
で
あ
る(34)

。

そ
こ
で
、
行
為
者
の
生
命
に
対
す
る
危
険
の
淵
源
が
問
わ
れ
る
。
ミ
ニ
ョ
ネ
ッ
ト
号
事
件
の
被
害
者
は
危
険
源
で
は
な
い
た
め
、

行
為
は
攻
撃
的
緊
急
避
難
で
あ
っ
て
原
則
通
り
違
法
と
な
る
。
他
方
、
カ
ル
ネ
ア
デ
ー
ス
の
板
の
事
例
に
つ
い
て
は
見
方
が
分
れ
て

い
る
。
乙
へ
の
危
険
が
難
破
に
由
来
す
る
と
考
え
る
な
ら
ば(35)

、
乙
の
行
為
は
危
険
と
無
関
係
の
者
に
対
す
る
攻
撃
的
緊
急
避
難
と
な

る
。
し
か
し
、
甲
が
自
分
の
体
重
に
よ
っ
て
乙
を
危
殆
化
し
て
い
る
と
見
る
こ
と
は
可
能
で
あ
ろ
う
。
登
山
者
事
例
―
―
お
互
い
に

縄
で
体
を
つ
な
が
れ
た
二
人
の
登
山
者
の
内
の
甲
が
落
石
の
た
め
足
を
踏
み
外
し
て
宙
吊
り
に
な
り
、
乙
は
甲
を
引
き
上
げ
る
こ
と

が
で
き
な
い
ば
か
り
か
、
自
分
も
甲
の
重
量
の
た
め
一
緒
に
転
落
す
る
危
険
が
切
迫
し
た
の
で
、
縄
を
切
断
し
て
甲
を
墜
落
死
さ
せ
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た
―
―
に
お
け
る
と
同
じ
く
、
こ
の
カ
ル
ネ
ア
デ
ー
ス
の
板
の
事
例
に
お
い
て
も
甲
こ
そ
が
、
乙
に
対
し
て
切
迫
す
る
溺
死
の
危
険

を
創
出
、
増
加
し
て
い
る
。
甲
に
答
責
性
が
な
い
と
し
て
も
、
登
山
者
事
例
の
場
合
と
同
じ
く
そ
の
こ
と
は
問
題
と
な
ら
な
い
。
以

上
か
ら
、
甲
を
危
険
源
と
見
て
、
乙
の
行
為
に
防
禦
的
緊
急
避
難
の
構
造
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る(36)

。
よ
っ
て
乙
は
、
一
個
の
生
命

を
守
る
た
め
に
危
険
源
た
る
一
個
の
生
命
を
犠
牲
に
す
る
も
の
で
あ
り
、
三
七
条
に
よ
っ
て
正
当
化
さ
れ
る
の
で
あ
る(37)

。

三
　
生
命
対
生
命
以
外
の
場
合

事
例
と
し
て
、
前
節
第
二
項
で
挙
げ
た
事
例
を
変
形
し
て
、
犬
Ａ
、
Ｂ
が
摑
ま
っ
て
浮
か
ん
で
い
る
板
が
沈
み
始
め
た
た
め
、
乙

が
Ａ
を
突
き
落
と
し
て
Ｂ
を
助
け
る
と
い
う
も
の
が
考
え
ら
れ
る
。
生
命
以
外
の
同
価
値
の
法
益
が
対
立
し
て
い
る
た
め
、
そ
の
場

合
に
緊
急
避
難
に
よ
る
正
当
化
を
認
め
る
立
場
に
立
つ
と
、
防
禦
的
緊
急
避
難
と
解
す
る
と
否
と
を
問
わ
ず
、
行
為
は
正
当
化
さ
れ

る
。四

　
保
全
法
益
の
選
択
方
法

以
上
の
如
く
、
危
険
共
同
体
の
事
例
の
内
、
救
助
手
段
を
共
用
す
る
同
価
値
の
他
法
益
を
排
除
す
る
行
為
は
、
生
命
対
生
命
の
事

例
に
お
い
て
攻
撃
的
緊
急
避
難
と
し
て
行
わ
れ
る
場
合
を
除
き
、
適
法
で
あ
る
。

尤
も
、
対
等
な
立
場
に
あ
る
両
法
益
の
ど
ち
ら
を
保
全
す
る
か
の
決
定
は
容
易
で
な
い
。
次
章
で
検
討
す
る
実
力
行
使
の
方
法
を

別
に
す
れ
ば
、
以
下
の
二
つ
の
方
法
を
考
え
得
る
。

（
一
）
籤

ベ
ル
ン
ス
マ
ン
は
、
生
命
危
険
共
同
体
に
お
い
て
共
同
体
構
成
員
の
全
滅
を
避
け
る
た
め
に
す
る
一
部
の
者
の
殺
害
を
免
責
す
る
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立
場
か
ら
で
は
あ
る
が
、
被
殺
者
の
決
定
は
可
能
な
限
り
適
正
（gerecht

）、
公
正
（fair

）
で(38)

、
相
対
的
に
最
大
の
個
人
的
利
益
の

保
護
を
も
た
ら
す
合
理
的
な(39)

方
法
に
よ
る
べ
き
こ
と
を
主
張
し
、
籤
（Los

）
に
そ
の
理
想
を
見
出
す
。
起
源
に
お
い
て
は
、
神
意

を
知
る
た
め
の
宗
教
的
な
も
の
で
あ
っ
た
が
、
印
欧
民
族
に
お
け
る
土
地
の
分
配
や
古
代
ロ
ー
マ
に
お
け
る
官
職
の
選
任
等
に
用
い

ら
れ
た
際
に
は
、
全
員
が
原
理
上
等
し
い
権
利
を
有
す
る
に
も
拘
ら
ず
同
時
に
は
獲
得
で
き
な
い
地
位
の
平
等
な
分
配
と
い
う
合
理

的
な
考
慮
に
基
い
て
い
た
。
生
命
へ
の
基
本
権
は
凡
て
の
者
に
等
し
く
与
え
ら
れ
て
い
る
の
で
、
こ
の
観
点
を
生
命
危
険
共
同
体
に

転
用
で
き
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
と
言
う(40)

。

抽
籤
の
方
法
の
正
当
性
を
、
ベ
ル
ン
ス
マ
ン
は
ロ
ー
ル
ズ
の
正
義
論
に
よ
っ
て
論
証
す
る
。
ロ
ー
ル
ズ
は
、「
無
知
の
ヴ
ェ
ー
ル

（Schleier des N
ichtw

issens; veil of ignorance

）」
の
た
め
に
自
ら
の
現
在
及
び
将
来
の
地
位
を
知
ら
な
い
者
を
し
て
、
自
己
の
利

益
に
と
っ
て
最
善
と
思
わ
れ
る
規
律
を
選
ば
せ
、
社
会
統
制
原
理
と
す
る
。
斯
か
る
不
確
実
な
状
況
下
に
お
い
て
は
、
考
え
ら
れ
る

限
り
最
も
不
利
な
状
況
に
お
け
る
不
利
益
を
最
小
化
す
る
決
定
基
準
（M

axim
in-R

egel

）
が
採
用
さ
れ
、
そ
の
結
果
、
最
も
不
利

な
関
与
者
に
と
っ
て
も
許
容
可
能
な
形
で
危
険
を
分
配
す
る
規
律
が
選
ば
れ
る
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
を
生
命
危
険
共
同
体
に
つ
い
て
見

れ
ば
、
病
者
や
非
親
族
等
、
そ
の
不
存
在
が
共
同
体
の
利
益
と
さ
れ
か
ね
な
い
者
が
最
大
の
延
命
の
見
込
み
を
得
る
、
最
も
公
正
、

適
正
な
方
法
は
、
籤
と
い
う
こ
と
に
な
る(41)

。(42)

確
か
に
、
犠
牲
に
な
る
法
益
を
籤
に
よ
っ
て
決
め
る
方
法
は
、
生
命
等
の
法
益
の
平
等(43)

と
財
の
効
率
的
配
分
を
同
時
に
満
足
さ
せ

る
も
の
と
言
え
よ
う(44)

。
し
か
し
、
そ
の
実
行
の
た
め
に
は
若
干
の
条
件
が
存
す
る
。
先
ず
、
時
間
的
な
余
裕
が
必
要
で
あ
る
。
時
間

的
切
迫
の
故
に
抽
籤
を
為
し
得
ず
、
敢
行
す
れ
ば
そ
の
間
に
全
員
が
死
ぬ
事
例
も
あ
ろ
う
。
ミ
ニ
ョ
ネ
ッ
ト
号
事
件
で
は
抽
籤
を
行

う
余
裕
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
カ
ル
ネ
ア
デ
ー
ス
の
板
を
巡
っ
て
争
う
事
例
に
お
い
て
は
こ
れ
が
甚
だ
疑
わ
し
い
事
態
も
想
定

さ
れ
る(45)

。
ベ
ル
ン
ス
マ
ン
も
、
斯
様
な
場
合
に
は
籤
に
固
執
し
て
い
な
い(46)

。
さ
ら
に
、
危
険
共
同
体
の
全
構
成
員
が
合
意
の
上
で
籤
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引
に
参
加
す
る
必
要
が
あ
り
、
参
加
を
強
制
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
さ
り
と
て
、
自
ら
は
犠
牲
を
払
う
こ
と
な
く
他
人
の
犠
牲
か

ら
一
方
的
に
利
益
を
得
さ
せ
る
こ
と
は
平
等
を
欠
く
た
め
、
一
部
の
任
意
の
参
加
者
の
中
か
ら
籤
で
選
ば
れ
た
者
を
殺
害
す
る
こ
と

は
適
正
手
続
に
違
反
し
、
許
さ
れ
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る(47)

。
斯
様
な
条
件
を
満
す
抽
籤
が
行
わ
れ
る
こ
と
は
現
実
性
に
乏
し
い
と
思

わ
れ
、
こ
れ
に
替
わ
る
方
法
を
案
出
し
て
お
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

（
二
）
早
者
の
権

イ
ェ
ル
デ
ン
は
、
抽
籤
に
よ
っ
て
各
人
に
救
助
の
た
め
の
等
し
き
機
会
を
与
え
る
こ
と
を
最
も
正
義
に
叶
っ
た
解
決
と
認
め
な
が

ら
、
そ
の
利
用
可
能
性
な
き
場
合
に
は
次
善
の
合
理
的
解
決
策
と
し
て
、「
早
い
者
勝
ち
（W

er zuerst kom
m

t, m
ahlt zuerst.

）」
を

提
唱
す
る(48)

。
救
助
手
段
の
独
占
行
為
を
い
ず
れ
も
適
法
と
す
る
が
、
救
助
手
段
を
先
に
得
た
法
益
の
み
が
救
助
さ
れ
る
こ
と
を
認
め

る
こ
の
い
わ
ゆ
る
早
者
必
勝
原
理
は
、
中
世
ド
イ
ツ
の
法
書
た
る
「
ザ
ク
セ
ン
の
鏡
」（Sachsenspiegel, II 59, 4

）(49)

に
起
源
を
持
つ

と
言
わ
れ
る(50)

一
つ
の
法
原
則
で
あ
る
。

イ
ェ
ル
デ
ン
は
、
現
行
法
に
お
け
る
そ
の
表
わ
れ
を
他
の
法
分
野
に
求
め
、
特
に
民
法
の
懸
賞
広
告
（A

uslobung

）
を
挙
げ
る
。

ド
イ
ツ
民
法
の
立
法
者
は
、
懸
賞
広
告
者
の
指
定
し
た
行
為
を
二
人
が
行
っ
た
場
合
の
た
め
に
、
三
つ
の
衝
突
規
則
を
用
意
し
た
。

第
一
規
則
に
よ
れ
ば
、
行
為
を
最
初
に
行
っ
た
者
に
懸
賞
が
与
え
ら
れ
る
（
独
民
法
六
五
九
条
一
項
）。
二
つ
の
行
為
が
同
時
に
行

わ
れ
た
場
合
、
第
二
の
衝
突
規
則
は
懸
賞
の
分
割
を
定
め
る
（
同
条
二
項
第
一
文
）。
懸
賞
が
そ
の
性
質
上
不
可
分
で
あ
る
場
合
、

第
三
の
衝
突
規
則
は
最
終
手
段
と
し
て
、決
定
を
籤
と
い
う
偶
然
に
委
ね
る
の
で
あ
る（
同
条
二
項
第
二
文
）(51)
。
こ
の
三
つ
の
規
則
は
、

適
用
の
順
番
も
含
め
、
我
民
法
典
（
五
三
一
条
一
、二
項
）
に
も
継
受
さ
れ
て
い
る(52)

。
早
者
必
勝
原
理
は
そ
の
他
に
も
広
汎
な
法
領

域
に
お
い
て
妥
当
し
て
お
り(53)

、
こ
れ
を
刑
法
の
分
野
か
ら
敢
え
て
排
除
す
る
理
由
は
存
し
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

さ
ら
に
、
刑
法
に
お
い
て
も
、
違
法
を
根
拠
付
け
る
構
成
要
件
段
階
で
は
、
同
一
の
結
果
を
目
指
し
て
複
数
人
の
行
為
が
独
立
し
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て
行
わ
れ
た
時
、
最
初
に
結
果
を
発
生
さ
せ
た
行
為
に
の
み
帰
属
が
認
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
な
ら
ば
救
助
結
果
に
つ
い
て
は
、
こ

れ
を
最
初
に
達
成
し
た
者
に
享
受
さ
せ
る
こ
と
が
可
能
で
あ
ろ
う
。

第
二
項

　
ど
の
法
益
も
救
助
手
段
を
持
た
な
い
場
合

一
　
総
説

危
険
か
ら
免
れ
る
た
め
の
救
助
手
段
を
持
た
な
い
複
数
の
法
益
の
中
の
一
部
が
こ
れ
を
独
占
す
る
場
合
で
あ
る
。

生
命
対
生
命
の
事
例
と
し
て
は
、甲
と
乙
が
カ
ル
ネ
ア
デ
ー
ス
の
板
を
目
指
し
て
泳
ぎ
、甲
が
先
に
到
達
し
、板
と
共
に
泳
ぎ
去
っ

て
乙
を
溺
死
さ
せ
た
例
、
或
い
は
、
同
一
地
域
に
住
む
甲
と
乙
が
同
じ
救
命
薬
を
緊
急
に
必
要
と
し
て
い
る
が
、
当
該
地
域
に
唯
一

存
在
す
る
薬
局
に
は
一
人
分
の
在
庫
し
か
な
く
、
甲
が
こ
れ
を
先
に
買
っ
た
た
め
に
乙
が
死
ん
だ
例
が
あ
る(54)

。
生
命
対
生
命
以
外
の

事
例
で
は
、
沖
合
で
甲
と
乙
の
同
価
値
の
飼
犬
Ａ
、
Ｂ
が
溺
れ
て
お
り
、
こ
れ
を
救
い
に
行
く
の
に
必
要
な
、
犬
一
頭
と
同
等
の
価

値
を
有
す
る
他
人
所
有
の
舟
を
甲
が
奪
っ
て
自
分
の
犬
の
救
助
に
向
い
、
よ
っ
て
乙
の
犬
Ｂ
が
溺
死
し
た
場
合
が
あ
る
。

い
ず
れ
の
事
例
に
お
い
て
も
、
甲
は
乙
の
法
益
に
向
か
う
救
助
的
因
果
経
過
を
遮
断
し
、
法
益
状
態
を
悪
化
し
て
い
る
。
も
し
甲

の
行
為
が
な
け
れ
ば
確
実
性
に
境
を
接
す
る
蓋
然
性
を
以
て
乙
の
法
益
侵
害
結
果
が
回
避
さ
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
場
合
に
は
、
結
果

犯
の
客
観
的
構
成
要
件
該
当
性
を
肯
定
す
る
こ
と
に
異
論
は
な
か
ろ
う(55)

。(56)

二
　
正
当
化

学
説
は
、
救
助
手
段
を
独
占
す
る
行
為
の
構
成
要
件
該
当
性
を
肯
定
し
た
上
で
、
早
者
の
権
を
認
め
て
正
当
化
を
行
っ
て
い
る
。

適
法
の
結
論
に
異
を
唱
え
る
も
の
は
見
当
ら
な
い
が
、
生
命
対
生
命
の
場
合
に
は
、
そ
の
場
合
の
緊
急
避
難
が
原
則
と
し
て
違
法
で
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あ
る
こ
と
（
前
述
本
節
第
一
項
二
）
と
の
整
合
性
を
図
る
必
要
が
あ
る
。
こ
の
こ
と
を
念
頭
に
置
き
つ
つ
、
理
論
構
成
の
種
々
相
を

眺
め
る
。

（
一
）
イ
ェ
ル
デ
ン
は
言
う
。
一
の
カ
ル
ネ
ア
デ
ー
ス
の
板
の
事
例
で
、
法
が
甲
乙
両
者
に
対
し
て
溺
死
を
命
ず
る
と
い
う
嫌
悪

す
べ
き
帰
結
を
避
け
る
た
め
に
は
、
各
人
に
板
の
摑
取
を
許
容
し
、
先
に
板
を
奪
う
行
為
を
正
当
化
し
て
二
人
の
内
少
な
く
と
も
一

人
に
助
か
る
こ
と
を
許
す
と
い
う
合
理
的
な
解
決
を
採
る
べ
き
で
あ
る
、
と(57)

。
確
か
に
、
こ
の
方
法
に
よ
っ
て
全
法
益
の
喪
失
を
免

れ
る
こ
と
に
な
る
が
、
斯
様
に
功
利
的
な
観
点
を
前
面
に
出
す
こ
と
に
は
前
項
で
見
た
よ
う
に
疑
問
が
あ
る
。

（
二
）
同
事
例
で
は
乙
が
未
だ
板
に
摑
ま
っ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
カ
ル
ネ
ア
デ
ー
ス
の
原
型
事
例
に
お
け
る
よ
り
も
被
害
者
の

救
助
の
可
能
性
が
低
い
点
を
強
調
す
る
の
は
オ
ッ
ト
ー
で
あ
る
。
乙
は
、
甲
が
板
の
摑
取
を
諦
め
る
自
己
犠
牲
を
払
う
こ
と
に
よ
っ

て
の
み
救
助
機
会
を
有
す
る
。
板
を
奪
っ
た
甲
は
自
己
の
救
助
可
能
性
を
実
現
し
た
に
止
ま
り
、
乙
の
救
助
可
能
性
を
悪
化
さ
せ
て

は
い
な
い
。
甲
に
も
乙
に
も
、「
自
ら
の
行
動
の
自
由
を
相
手
の
た
め
に
制
限
し
、
以
て
自
ら
の
生
命
を
犠
牲
に
す
る
義
務
は
な
い
」

の
で
、
甲
の
行
為
は
適
法
で
あ
る
、
と(58)

。

確
か
に
、
乙
の
生
命
の
保
全
は
確
実
で
な
い
が
、「
法
は
先
ず
現
状
を
保
護
し
、
単
な
る
期
待
権
（Exspektanzen

）
は
然
ら
ず
」

と
は
言
え
な
い
。
生
命
は
、
救
助
の
確
実
性
や
持
続
す
る
時
間
に
は
全
く
関
わ
り
な
く
等
し
く
保
護
さ
れ
る
の
で
あ
る(59)

。(60)

（
三
）
但
し
オ
ッ
ト
ー
は
、
甲
が
「
相
手
方
の
法
的
に
保
護
さ
れ
た
領
域
に
介
入
し
て
い
な
い
」
と
も
述
べ
て
い
る(61)

。
こ
の
方
向

を
推
し
進
め
た
の
が
キ
ュ
ー
パ
ー
で
あ
る
。
曰
く
、「
甲
は
、
乙
の
法
益
を
直
接
（unm

ittelbar

）
侵
害
す
る
の
で
も
そ
の
支
配
領

域
を
害
す
る
の
で
も
な
く
、
危
険
状
況
に
お
い
て
自
己
の
救
助
可
能
性
を
利
用
し
た
こ
と
の
避
け
難
い
結
果
と
し
て
乙
の
救
助
可
能

性
を
無
に
帰
せ
し
め
る
の
み
で
あ
る
。
こ
れ
は
『
社
会
生
活
上
全
く
疑
問
の
余
地
な
き
』
態
度
で
あ
り
、
こ
れ
を
否
認
す
る
契
機
を

法
共
同
体
は
持
ち
合
わ
せ
て
い
な
い
。」。
そ
し
て
キ
ュ
ー
パ
ー
は
、違
法
と
考
え
ら
れ
な
い
類
似
の
例
を
挙
げ
て
結
論
を
補
強
す
る
。
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例
え
ば
、
難
船
の
際
に
救
命
艇
の
最
後
の
一
席
を
確
保
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
れ
に
乗
船
で
き
な
か
っ
た
者
を
死
に
至
ら
し
め
る

行
為
。
さ
ら
に
一
の
薬
の
事
例
に
お
け
る
購
入
行
為
も
、「
法
的
に
問
題
が
な
く
（rechtlich unverfänglich

）、『
社
会
的
相
当
』
で

あ
り
、
そ
れ
故
禁
止
さ
れ
な
い
」
と
し
、
先
の
カ
ル
ネ
ア
デ
ー
ス
の
事
例
に
お
け
る
甲
の
行
為
の
評
価
も
こ
れ
と
異
る
と
こ
ろ
は
な

い
と
言
う(62)

。

キ
ュ
ー
パ
ー
の
言
う
直
接
の
侵
害
、
支
配
領
域
の
侵
害
は
、
危
険
の
転
嫁
と
捉
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
転
嫁
は
、
例
え
ば
甲
も

乙
も
板
に
摑
ま
っ
て
い
な
い
状
況
で
甲
が
板
を
独
占
す
る
た
め
に
乙
を
攻
撃
し
て
殺
害
す
る
事
例（
後
述
第
二
章
第
一
節
第
二
項
二
）

に
お
い
て
肯
定
さ
れ
る
と
思
わ
れ
る
。
他
方
、
本
項
の
事
例
で
甲
が
乙
に
向
か
う
救
助
的
因
果
経
過
を
遮
断
し
て
も
、
乙
に
は
当
初

か
ら
切
迫
し
て
い
た
危
険
が
実
現
す
る
に
止
ま
る
の
で
あ
る
か
ら
、
甲
は
乙
に
危
険
を
転
嫁
す
る
も
の
で
は
な
い
。
よ
っ
て
こ
れ
は

攻
撃
的
緊
急
避
難
で
は
な
い
。
尤
も
、
乙
は
危
険
源
で
は
な
い
か
ら
、
防
禦
的
緊
急
避
難
で
も
な
い
。
フ
リ
ッ
シ
ュ
は
こ
れ
を
、
両

者
の
間
に
位
置
す
る
緊
急
避
難
の
第
三
類
型
と
し
て
の
「
衝
突
（K

ollision

）」
と
い
う
新
た
な
正
当
化
事
由
に
位
置
付
け
、
ド
イ

ツ
刑
法
三
四
条
に
よ
っ
て
保
全
利
益
の
本
質
的
優
越
が
正
当
化
要
件
と
さ
れ
る
攻
撃
的
緊
急
避
難
と
、
対
立
利
益
が
隔
絶
し
て
い
な

け
れ
ば
良
い
防
禦
的
緊
急
避
難
の
間
を
取
っ
て
、
保
全
利
益
の
単
純
な
優
越
で
足
り
る
と
し
て
い
る(63)

。
フ
リ
ッ
シ
ュ
の
如
く
斯
か
る

緊
急
避
難
と
し
て
の
構
造
の
差
異
を
害
の
均
衡
の
要
件
に
反
映
さ
せ
る
べ
き
か
は
一
先
ず
措
く
が
、「
衝
突
」
で
は
危
険
の
転
嫁
が

為
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
甲
は
乙
を
手
段
化
し
て
い
な
い
と
考
え
、
防
禦
的
緊
急
避
難
に
準
じ
て
生
命
対
生
命
の
場
合
に
も
正

当
化
を
認
め
る
こ
と
は
可
能
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
（
前
述
本
節
第
一
項
二
（
二
））(64)

。(65)

第
一
章
註

⑴　

K
üper, W

olff-FS, 1999, S.299; ders., Im
m

anuel K
ant und das B

rett des K
arneades, 1999, S.32; 

森
下
・
研
究
七
頁
。
カ
ル
ネ
ア
デ
ー
ス
は
懐
疑
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主
義
の
立
場
か
ら
、
乙
が
甲
か
ら
板
を
奪
う
な
ら
ば
賢
明
（
市
民
的
正
義
）
で
あ
る
が
不
正
（
自
然
的
不
正
義
）
で
あ
り
、
奪
わ
ず
溺
死
す
る
な
ら
正

義
（
自
然
的
正
義
）
で
あ
る
が
愚
か
（
市
民
的
不
正
義
）
で
あ
り
、
よ
っ
て
市
民
的
正
義
と
自
然
的
正
義
が
両
立
し
得
な
い
こ
と
を
、
こ
の
事
例
に
よ
っ

て
示
そ
う
と
し
た
と
言
わ
れ
る
（
岡
道
男
「『
カ
ル
ネ
ア
デ
ー
ス
の
板
』
と
キ
ケ
ロ
ー
」
図
書
六
〇
五
号
（
平
成
一
二
）
三
三
頁
以
下
。V

gl auch 

K
oriath, JA

 1998, 251

）。
こ
の
原
型
事
例
の
変
種
に
つ
き
、O

tto, Pflichtenkollision und R
echtsw

idrigkeitsurteil, 3.A
ufl., 1978, S.84; K

oriath, 

aaO
, 251; Joerden, O

tto-FS, S.344ff.; K
üper, Im

m
anuel K

ant, S.32f. 

尤
も
、
我
国
で
カ
ル
ネ
ア
デ
ー
ス
の
事
例
が
論
ぜ
ら
れ
る
際
に
は
、
ど
の
類
型

か
が
明
ら
か
に
さ
れ
な
い
こ
と
も
あ
る
（
大
塚
・
総
論
四
〇
五
頁
以
下
、
大
谷
・
総
論
二
九
五
、三
〇
〇
頁
）。
こ
れ
は
各
類
型
の
間
に
規
範
的
な
違
い

を
見
出
さ
な
い
も
の
と
も
解
し
得
る
。

⑵　

そ
の
他
、
甲
を
殺
さ
ね
ば
殺
す
と
脅
迫
さ
れ
た
乙
が
こ
れ
に
従
う
強
要
緊
急
避
難
の
事
例
も
あ
る
。

⑶　

正
当
防
衛
の
成
立
は
考
え
ら
れ
な
い
。
コ
リ
ア
ト
は
、
板
に
摑
ま
っ
て
い
る
と
い
う
甲
の
「
純
粋
に
受
動
的
な
態
度
（ein rein passives Verhalten

）」

は
「
攻
撃
（A

ngriff

）」
―
―
我
国
で
は
「
侵
害
」（
刑
法
三
六
条
）
―
―
に
当
ら
な
い
こ
と
を
そ
の
理
由
と
す
る
（K

oriath, aaO
, 254

）。
し
か
し
、
不

作
為
に
よ
る
攻
撃
も
あ
り
得
る
の
で
（vgl D

elonge, D
ie Interessenabw

ägung nach 

§34 StG
B

 und ihr Verhältnis zu den übrigen strafrechtlichen 

R
echtfertigungsgründen, l987, S.175

）
疑
問
で
あ
る
。
む
し
ろ
、甲
が
乙
に
板
を
譲
り
渡
さ
な
い
不
作
為
は
作
為
義
務
が
な
い
た
め
適
法
で
あ
る
か
ら
、

甲
か
ら
乙
に
対
す
る
「
不
正
」
の
侵
害
が
な
い
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
　

な
お
、
第
一
の
避
難
行
為
を
適
法
で
も
違
法
で
も
な
い
「
法
的
に
空
虚
な
領
域
」
に
あ
る
も
の
と
見
、
こ
れ
に
対
す
る
緊
急
避
難
を
肯
定
す
る
の
は
、

金
沢
文
雄
「
違
法
と
適
法
お
よ
び
法
的
に
空
虚
な
領
域
」『
平
場
安
治
博
士
還
暦
祝
賀
（上）
』（
昭
和
五
二
）
所
収
一
七
八
頁
。
詳
し
く
は
、
後
述
第
二
章

第
二
節
第
四
項
一
。

⑷　

O
tto, Pflichtenkollision, S.81.

⑸　

O
tto, aaO

, S.83.
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⑹　
O

tto, Jura 2005, 475.
⑺　

拙
稿
・
生
命
危
険
共
同
体
九
九
頁
。

⑻　

K
üper, G

rund- und G
renzfragen der rechtfertigenden Pflichtenkollision im

 Strafrecht, 1979, S.67f.; K
oriath, aaO

, 257.

⑼　

V
gl K

ühl, Strafrecht AT, 7.A
ufl., 2012, 8/157 Fn261.

⑽　

Joerden, O
tto-FS, S.344f. 

デ
ロ
ン
ゲ
が
板
は
既
に
甲
の
「
領
域
」
に
属
し
て
い
る
と
い
う
意
味
で
「
領
域
法
益
（das Sphären-R

echtsgut

）」
を
認

め
る
の
も
、
同
様
の
趣
旨
で
あ
ろ
う
（D

elonge, aaO
, S.174f.

）。
更
に
デ
ロ
ン
ゲ
は
、
乙
に
「
殺
害
の
禁
忌
と
い
う
法
益
（das Tötungstabu-

R
echtsgut

）」
が
具
備
さ
れ
て
い
る
と
考
え
る
。
こ
れ
は
人
を
理
由
な
く
故
意
的
に
殺
害
す
る
こ
と
の
禁
止
と
い
う
、
社
会
の
全
構
成
員
の
集
合
的
利
益

を
言
う
（D

elonge, aaO
, S.126ff.

）。
こ
れ
と
右
の
領
域
法
益
を
併
せ
て
侵
害
利
益
の
優
越
を
認
め
て
正
当
化
を
否
定
す
る
（D

elonge, aaO
, S.174f.

）。

⑾　

Joerden, aaO
, S.345 Fn39.

⑿　

V
gl Joerden, aaO

, S.345. 

⒀　

こ
の
事
例
に
即
し
て
そ
の
旨
を
明
言
す
る
の
は
、
堀
内
・
総
論
一
七
〇
頁
。

⒁　

佐
伯
・
総
論
二
〇
七
頁
、
内
藤
・
総
論
中
四
二
四
頁
、
伊
藤
寧
・
松
生
光
正
・
川
口
浩
一
・
葛
原
力
三
『
刑
法
教
科
書
総
論
（
上
）』（
葛
原
）（
平
成
四
）

二
三
八
頁
。

⒂　

Joerden, aaO
, S.345; siehe auch O

tto, Jura 2005, 476.

⒃　

山
口
・
総
論
一
三
八
頁
。
類
似
の
見
解
と
し
て
、
木
村
・
総
論
二
七
〇
頁
。

⒄　

松
原
・
総
論
一
七
二
頁
。

⒅　

そ
の
他
、
生
命
侵
害
を
緊
急
避
難
に
よ
っ
て
正
当
化
す
る
こ
と
の
困
難
を
認
め
る
の
は
、
森
下
・
研
究
二
三
二
頁
、
井
田
・
総
論
三
〇
一
頁
。

⒆　

避
難
行
為
の
相
当
性
を
否
定
す
る
（
拙
稿
・
生
命
危
険
共
同
体
一
〇
八
頁
以
下
）。
な
お
、
防
禦
的
緊
急
避
難
の
場
合
に
は
生
命
侵
害
で
あ
っ
て
も
正
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当
化
を
認
め
得
る
と
考
え
る
が
、
次
節
の
類
型
と
の
関
連
で
後
述
す
る
（
本
章
第
二
節
第
一
項
二
（
二
））。

⒇　

平
場
安
治
『
刑
法
に
お
け
る
行
為
概
念
の
研
究
』（
昭
和
四
一
）
一
五
五
頁
。

21　

西
田
・
総
論
一
四
三
頁
。

22　

山
中
・
総
論
五
三
二
頁
。

23　

こ
れ
と
は
異
る
正
当
化
の
論
理
と
し
て
、
内
田
博
士
の
も
の
が
あ
る
。
博
士
は
、
海
で
溺
れ
る
三
人
が
一
枚
の
カ
ル
ネ
ア
デ
ー
ス
の
板
を
巡
っ
て
争
う

場
合
、
一
人
が
二
人
を
犠
牲
に
し
て
生
き
残
る
行
為
も
、
三
人
に
共
通
す
る
「『
生
き
る
権
利
（
自
己
保
存
欲
求
）』
の
衝
突
の
決
済
と
し
て
」
正
当
化

を
認
め
る
（
内
田
文
昭
「
殺
人
・
傷
害
に
関
わ
る
『
法
か
ら
解
放
さ
れ
た
領
域
』
の
問
題
性
」
神
奈
四
二
巻
一
号
（
平
成
二
一
）
二
六
頁
）。
そ
の
際
、「
一

般
人
に
対
し
て
期
待
で
き
な
い
こ
と
」
を
以
て
適
法
と
解
し
、「
一
般
人
に
対
し
て
は
期
待
で
き
る
が
、
特
定
個
人
に
対
し
て
は
期
待
で
き
な
い
場
合
」

に
免
責
す
る
立
場
（
内
田
・
前
掲
二
一
頁
）
か
ら
、
右
の
事
例
に
お
い
て
は
「
普
通
の
平
凡
な
人
に
対
し
て
『
死
を
選
ぶ
こ
と
』
を
求
め
る
の
は
『
無
理
』

で
あ
る
」
こ
と
を
正
当
化
の
「
唯
一
の
根
拠
」
と
し
て
い
る
（
内
田
・
前
掲
一
九
頁
。
同
旨
、
金
沢
文
雄
『
刑
法
と
モ
ラ
ル
』（
昭
和
五
九
）
九
七
頁
）。

確
か
に
違
法
の
根
拠
付
け
に
際
し
て
は
、
一
般
人
に
向
け
ら
れ
た
規
範
に
違
反
す
る
こ
と
を
以
て
違
法
、
行
為
者
に
向
け
ら
れ
た
規
範
に
違
反
す
る
こ

と
を
以
て
責
任
と
捉
え
る
見
解
が
あ
る
。
し
か
し
違
法
阻
却
の
場
面
で
は
、
利
益
衝
突
の
解
決
が
問
題
と
な
る
た
め
、
客
観
的
な
利
益
の
考
慮
が
不
可

欠
と
思
わ
れ
、
一
般
人
の
期
待
不
可
能
性
の
み
で
判
断
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
ろ
う
。
博
士
は
更
に
、「
一
人
に
対
し
て
は
『
違
法
阻
却
』、
も
う
一
人

に
対
し
て
は
『
責
任
阻
却
』
を
考
え
る
の
は
技
巧
的
に
過
ぎ
る
」
と
も
述
べ
る
（
内
田
・
前
掲
二
六
頁
）。
斯
様
に
侵
害
法
益
が
複
数
存
在
す
る
場
合
に
は
、

被
害
者
毎
に
成
立
す
る
殺
人
罪
の
構
成
要
件
該
当
行
為
に
つ
い
て
の
正
当
化
を
個
別
的
に
考
え
る
か
、
侵
害
法
益
を
合
算
し
て
二
人
の
生
命
を
侵
害
す

る
一
つ
の
避
難
行
為
と
見
る
か
の
処
理
が
あ
り
得
る
（
は
じ
め
に
三
（
二
））。
前
者
の
方
法
に
よ
っ
て
も
各
被
害
者
に
対
す
る
行
為
の
評
価
が
相
異
る

こ
と
は
な
い
た
め
、
博
士
の
危
惧
す
る
結
論
に
は
到
ら
な
い
と
思
わ
れ
る
。

24　

拙
稿
・
生
命
危
険
共
同
体
九
〇
頁
以
下
、
一
〇
七
頁
、
一
〇
九
頁
以
下
。
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25　
Renzikow

ski, N
otstand und N

otw
ehr, 1994, S.260.

26　

森
下
・
研
究
二
三
二
頁
参
照
。

27　

中
村
治
朗
「
二
つ
の
人
肉
食
殺
人
裁
判
（
上
）」
判
時
一
二
一
〇
号
（
昭
和
六
一
）
三
頁
。

28　

西
田
典
之
・
山
口
厚
・
佐
伯
仁
志
編
集
『
注
釈
刑
法
第
1
巻
』（
深
町
晋
也
）（
平
成
二
二
）
四
七
六
頁
以
下
。
ま
た
井
田
・
総
論
三
〇
二
頁
、
同
『
変

革
の
時
代
に
お
け
る
理
論
刑
法
学
』（
平
成
一
九
）
一
三
五
頁
。

29　

Renzikow
ski, aaO

. 
か
つ
て
ビ
ン
デ
ィ
ン
ク
も
次
の
如
く
述
べ
て
い
た
。
生
命
と
生
命
が
衝
突
す
る
場
合
に
お
い
て
、
相
手
を
犠
牲
に
し
て
生
き
残
る

こ
と
が
両
者
に
禁
ぜ
ら
れ
る
な
ら
、
法
の
意
思
に
よ
っ
て
両
方
の
生
命
が
失
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
が
、
斯
か
る
意
思
は
不
合
理
そ
の
も
の
で
あ
る
、
と

（Binding, H
andbuch des Strafrechts. B

and I, 1885, S.765

）。

30　

Renzikow
ski, aaO

.

31　

佐
伯
・
考
え
方
一
八
七
頁
、
深
町
・
前
掲
四
七
七
頁
。

32　

Renzikow
ski, aaO

.

33　

拙
稿
・
生
命
危
険
共
同
体
一
〇
九
頁
。

34　

拙
稿
・
前
掲
一
一
一
頁
。
拙
稿
・
前
掲
八
六
頁
で
は
、
斯
か
る
義
務
の
衝
突
に
お
け
る
議
論
を
緊
急
避
難
に
転
用
す
る
こ
と
に
否
定
的
で
あ
っ
た
が
、

改
め
る
。

35　

V
gl K

oriath, JA
 1998, 256; M

aultzsch, JA
 1999, 430f.

36　

深
町
・
前
掲
五
〇
〇
頁
。
乙
に
正
当
防
衛
が
成
立
す
る
こ
と
は
な
い
（Joerden, O

tto-FS, S.348f.; 

深
町
・
前
掲
四
七
七
頁
）。

37　

立
法
者
は
乙
の
行
為
が
緊
急
避
難
の
要
件
を
充
足
す
る
と
認
め
て
い
た
こ
と
が
、
現
行
三
七
条
と
ほ
ぼ
同
一
文
言
の
明
治
三
十
五
年
刑
法
改
正
案
四
七

条
に
関
す
る
政
府
委
員
石
渡
敏
一
の
発
言
か
ら
窺
わ
れ
る
（
倉
富
勇
三

・
平
沼
騏
一

・
花
井
卓
藏
監
修
『
刑
法
沿
革
綜
覧
』（
大
正
一
二
）
八
八
四
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頁
以
下
）。

38　
Bernsm

ann, 

»Entschuldigung

« durch N
otstand: Studien zu 

§35 StG
B

, l989, S.333.
39　

Bernsm
ann, aaO

, S.335.

40　

Bernsm
ann, aaO

, S.336ff.

41　

Bernsm
ann, aaO

, S.341ff.; siehe auch Jakobs, Strafrecht A
llgem

einer Teil, 2.A
ufl., 1991, 13/23. 

ロ
ー
ル
ズ
の
正
義
論
に
つ
い
て
は
、
後
述
第
二

章
第
三
節
第
二
項
四
も
参
照
。

42　

な
お
、
籤
を
用
い
る
場
合
に
は
、
抽
籤
時
の
み
な
ら
ず
そ
の
後
の
法
益
侵
害
行
為
の
時
点
に
お
い
て
も
、
被
害
者
の
同
意
が
存
す
る
こ
と
が
あ
ろ
う
。

同
意
殺
人
が
問
題
と
な
る
場
合
、
同
意
に
加
え
て
よ
り
多
く
の
生
命
の
保
全
と
い
う
客
観
的
事
情
も
併
せ
て
考
慮
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
正
当
化
緊
急
避

難
を
認
め
る
者
、M

itsch, W
eber-FS, 2004, S.61ff. 

同
意
を
害
の
衡
量
の
一
因
子
に
し
て
正
当
化
を
導
く
者
、M

K
-StG

B
- Erb, 

§34 R
n121.

43　

佐
伯
・
考
え
方
一
八
八
頁
。

44　

V
gl C

oninx, Solidarität im
 Strafrecht, 2013, S.188.

45　

Joerden, O
tto-FS, S.348.

46　

Bernsm
ann, aaO

, S.345. 

47　

Bernsm
ann, aaO

, S.345ff. 

抽
籤
が
可
能
で
あ
る
に
も
拘
ら
ず
行
わ
な
か
っ
た
場
合
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
佐
伯
・
考
え
方
一
八
八
頁
。

48　

Joerden, aaO
, S.347. 

イ
ェ
ル
デ
ン
は
こ
れ
を M

üller-Prinzip 

と
呼
ぶ
。
尤
も
、
早
者
の
利
益
が
遅
者
の
利
益
に
優
越
す
る
訳
で
は
な
い
こ
と
、
早

者
必
勝
原
理
は
判
断
原
理
の
大
枠
に
過
ぎ
ず
、
カ
ル
ネ
ア
デ
ー
ス
の
板
を
争
う
事
例
で
あ
れ
ば
両
者
の
板
か
ら
の
距
離
、
泳
ぎ
の
巧
拙
、
一
方
が
遅
れ

を
取
っ
た
理
由
は
既
に
別
人
を
救
助
し
て
い
た
た
め
か
或
い
は
不
具
の
故
か
、
等
も
考
慮
す
べ
き
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。

49　

W
er ouch erst zu der m

ulen kum
t, der sal erst m

alen. 
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50　
M

eißner, D
ie Interessenabw

ägungsform
el in der Vorschrift über den rechtfertigenden N

otstand

（
§34 StG

B

）, 1990, S.67 Fn282.
51　

Joerden, aaO
, S.334ff. 

こ
こ
で
は
早
者
の
権
が
籤
よ
り
も
上
位
の
解
決
規
則
と
さ
れ
て
い
る
。

52　

谷
口
知
平
・
五
十
嵐
清
編
集
『
新
版
注
釈
民
法
⒀
債
権
⑷
補
訂
版
』（
植
林
弘
・
五
十
嵐
清
）（
平
成
一
八
）
五
二
〇
頁
。

53　

イ
ェ
ル
デ
ン
は
著
作
権
法
を
も
引
き
合
い
に
出
す
。
著
作
物
の
複
製
ま
た
は
頒
布
は
、
権
利
者
の
同
意
な
く
行
わ
れ
た
場
合
に
可
罰
的
で
あ
る
（
独
著

作
権
法
一
〇
六
条
）。
今
、
作
家
が
二
つ
の
出
版
社
に
自
著
の
排
他
的
利
用
権
を
譲
渡
し
（
同
三
一
条
三
項
）、
そ
の
複
製
及
び
頒
布
に
つ
い
て
同
意
し

た
場
合
、両
社
に
与
え
ら
れ
た
法
的
許
容
が
衝
突
す
る
。
こ
の
場
合
に
つ
い
て
ド
イ
ツ
著
作
権
法
三
三
条
一
文
は
、「
排
他
的
利
用
権
及
び
単
純
利
用
権
は
、

遅
れ
て
認
め
ら
れ
た
利
用
権
に
優
先
す
る
。」
と
規
定
す
る
が
、
こ
れ
も
早
者
の
権
を
認
め
る
も
の
に
他
な
ら
な
い
（Joerden, aaO

, S.350

）。
我
国
の

知
的
財
産
法
で
は
、
特
許
法
三
九
条
一
項
、
商
標
法
八
条
一
項
、
意
匠
法
九
条
一
項
、
実
用
新
案
法
七
条
一
項
、
種
苗
法
九
条
一
項
の
先
願
主
義
。
さ

ら
に
民
法
の
無
主
物
先
占
（
独
民
法
一
〇
〇
七
条
、
日
本
民
法
二
三
九
条
一
項
）。H

ubm
ann, A

cP 155

（1956

）, S.110f.; 

藤
坂
龍
司
「
緊
急
避
難
の
本

質
に
つ
い
て
（
3
）」
六
甲
台
論
集
三
七
巻
一
号
（
平
成
二
）
一
三
〇
頁
参
照
。

54　

Fall nach K
üper, G

rund- und G
renzfragen, S.82. 

55　

Roxin, Strafrecht AT I, 4.A
ufl., 2006, 11/33. 

井
田
教
授
も
、
川
で
溺
れ
か
か
っ
て
い
る
Ｘ
が
流
木
に
手
を
伸
ば
そ
う
と
し
た
瞬
間
に
こ
れ
を
Ｘ
か
ら

遠
ざ
け
て
Ｘ
を
溺
死
さ
せ
る
事
例
に
つ
い
て
、「
自
分
と
は
無
関
係
に
進
行
し
て
い
る
因
果
経
過
に
身
体
的
動
作
を
も
っ
て
積
極
的
に
介
入
し
、
そ
の
流

れ
を
変
え
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
を
作
為
犯
と
し
て
捉
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。」
と
述
べ
て
い
る
（
井
田
・
総
論
一
三
九
頁
。Siehe auch 

K
üper, aaO

, S.79f.; Joerden, aaO
, S.346; D

elonge, Interessenabw
ägung, S.176; 

松
原
・
総
論
八
五
頁
）。

56　

そ
れ
故
、
救
助
的
因
果
経
過
が
開
始
さ
れ
て
い
な
い
場
合
に
は
そ
の
遮
断
も
認
め
得
な
い
た
め
、
救
助
手
段
を
奪
う
行
為
に
結
果
を
帰
属
さ
せ
る
こ
と

は
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。
例
え
ば
、
相
手
が
救
助
手
段
を
獲
得
す
る
意
思
を
有
し
な
い
場
合
の
行
為
（
山
中
敬
一
「
法
的
に
空
虚
な
領
域
の
理
論
再
批

判
―
―
金
澤
論
文
を
読
ん
で
―
―
」法
の
理
論
3（
昭
和
五
八
）所
収
一
八
二
頁
参
照
）や
、危
険
の
切
迫
に
先
立
っ
て
救
命
用
具
を
破
壊
す
る
行
為（K

üper, 
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, S.79

）。
平
場
博
士
が
、
沈
没
す
る
船
か
ら
「
い
ち
早
く
ボ
ー
ト
に
乗
り
移
っ
た
一
団
が
ボ
ー
ト
を
出
す
こ
と
に
よ
り
他
の
乗
客
の
ボ
ー
ト
に
よ
る

救
助
の
機
会
を
奪
っ
た
」
救
助
手
段
の
独
占
の
一
事
例
を
不
真
正
不
作
為
犯
と
同
列
に
論
じ
、
構
成
要
件
該
当
性
を
否
定
し
て
「
当
然
の
適
法
行
為
」

と
す
る
の
も
（
平
場
・
刑
法
に
お
け
る
行
為
概
念
の
研
究
一
五
〇
頁
）、
こ
の
趣
旨
か
。

　
　

さ
ら
に
、
救
助
的
因
果
経
過
の
開
始
後
で
あ
っ
て
も
、
乙
が
泳
力
不
足
等
の
甲
に
関
わ
り
な
き
事
情
の
故
に
い
ず
れ
に
せ
よ
板
ま
で
泳
ぎ
着
け
な
か
っ

た
で
あ
ろ
う
場
合
に
は
、
甲
が
板
を
我
物
に
す
る
と
否
と
を
問
わ
ず
同
態
様
で
の
乙
の
死
が
発
生
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
結
果
回
避
可
能
性
が
事
後

的
に
存
在
し
な
い
た
め
、
甲
は
既
遂
の
罪
責
を
負
わ
な
い
。
更
に
、
行
為
時
に
も
結
果
回
避
可
能
性
乃
至
危
険
の
減
少
可
能
性
が
存
し
な
け
れ
ば
、
甲

の
行
為
に
は
乙
の
生
命
に
対
す
る
危
険
増
加
が
認
め
ら
れ
ず
、
実
行
行
為
性
が
否
定
さ
れ
て
未
遂
の
成
立
可
能
性
も
な
く
な
る
。

57　

Joerden, aaO
, S.345ff.

58　

O
tto, Pflichtenkollision, S.84; ders., Jura 2005, 476.

59　

Joerden, aaO
, S.345f.

60　

キ
ュ
ー
パ
ー
は
オ
ッ
ト
ー
に
対
し
、腕
力
に
お
い
て
優
る
甲
が
乙
を
海
中
に
沈
め
て
板
に
辿
り
着
け
な
く
す
る
事
例
（
後
述
第
二
章
第
一
節
第
二
項
二
）

で
も
、腕
力
の
劣
る
乙
に
は
救
助
機
会
が
な
い
筈
で
あ
る
が
、そ
こ
で
の
甲
の
行
為
の
違
法
性
は
疑
わ
れ
な
い
と
も
批
判
し
て
い
る
（K

üper, aaO
, S.77f., 

82

）。

61　

O
tto, Jura 2005, 476.

62　

K
üper, aaO

, S.80-82. 

オ
ッ
ト
ー
も
こ
れ
を
肯
定
的
に
引
用
し
て
い
る
（O

tto, aaO

）。

63　

Frisch, Puppe-FS, 2013, S.445ff. 

尤
も
フ
リ
ッ
シ
ュ
は
、「
衝
突
」
の
一
例
と
し
て
カ
ル
ネ
ア
デ
ー
ス
の
板
の
事
例
に
言
及
す
る
も
の
の
、
そ
の
中
の

ど
の
事
例
か
は
明
示
し
て
い
な
い
。
同
論
文
の
紹
介
と
し
て
、
永
井
紹
裕
・
早
法
八
九
巻
二
号
（
平
成
二
六
）
一
五
九
頁
。

64　

さ
ら
に
キ
ュ
ー
パ
ー
は
、
カ
ル
ネ
ア
デ
ー
ス
の
原
型
事
例
で
は
甲
が
既
に
確
保
し
て
い
た
板
を
奪
お
う
と
す
る
乙
の
行
為
が
禁
ぜ
ら
れ
、
甲
の
反
撃
が
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許
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
甲
の
板
の
占
有
は
法
秩
序
に
よ
っ
て
保
護
さ
れ
て
お
り
、
よ
っ
て
本
項
の
事
例
で
甲
が
乙
に
先
ん
じ
て
板
の
占
有
を
確
保
す
る

行
為
は
当
然
に
正
当
化
さ
れ
る
と
も
述
べ
て
い
る
（K

üper, aaO
, S.80

）。

65　

一
地
方
を
飢
饉
が
襲
っ
た
等
の
い
わ
ゆ
る
社
会
的
危
難
に
際
し
て
、
各
人
が
自
分
に
必
要
な
食
糧
を
確
保
し
よ
う
と
す
る
な
ら
全
住
民
が
糊
口
を
凌
ぐ

こ
と
が
で
き
な
く
な
る
場
合
に
は
、斯
か
る
危
険
を
万
人
が
甘
受
す
べ
き
も
の
と
考
え
て
、緊
急
避
難
の
成
立
を
否
定
す
る
見
解
が
あ
る
（LK

- Zieschang, 

12.A
ufl., 2006, 

§34 R
n38; vgl auch H

aft, Strafrecht, A
llgem

einer Teil, 9.A
ufl., 2004, S.104

）。
そ
の
理
由
と
し
て
、
危
難
は
「
無
責
の
者
へ
の
転

嫁
が
許
容
さ
れ
う
る
よ
う
な
、
特
殊
な
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
説
か
れ
て
お
り
（
大
塚
仁
・
川
端
博
編
『
新
・
判
例
コ
ン
メ
ン
タ
ー
ル
刑
法

2
』（
中
森
喜
彦
）（
平
成
八
）
六
一
頁
）、
難
破
と
い
う
非
社
会
的
な
危
難
を
免
れ
る
た
め
に
す
る
救
助
手
段
の
独
占
を
適
法
視
す
る
趣
旨
を
含
意
す
る

も
の
と
も
解
し
得
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

第
二
章
　
緊
急
避
難
に
対
す
る
緊
急
避
難

第
一
節　

諸
相

第
一
項
　
対
立
法
益
の
一
方
の
み
が
危
険
に
曝
さ
れ
て
い
る
場
合

一
　
総
説

第
一
章
第
一
節
に
お
い
て
、法
益
を
救
助
す
る
た
め
に
他
の
法
益
か
ら
救
助
手
段
を
奪
う
緊
急
避
難
行
為
の
違
法
性
を
検
討
し
た
。

こ
れ
が
適
法
と
解
さ
れ
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
、
こ
の
行
為
に
対
抗
す
る
第
二
の
防
禦
的(1)

緊
急
避
難
行
為
の
諸
態
様
を
本
項
で
概
観
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す
る
。

そ
の
前
に
、
第
一
と
第
二
の
避
難
行
為
の
時
間
的
先
後
に
は
意
味
が
な
い
と
見
て
両
行
為
の
違
法
性
を
同
列
に
論
ず
る
見
解(2)

に
触

れ
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
カ
ル
ネ
ア
デ
ー
ス
の
板
を
巡
る
諸
々
の
事
例
に
つ
い
て
言
え
ば
、
板
に
先
に
辿
り
着
い
た
者
に
優
越
的

地
位
を
認
め
、
正
当
化
の
判
断
に
お
い
て
有
利
に
取
扱
う
の
は
、「
末
節
に
囚
わ
れ
た
」
も
の
で
あ
り(3)

、「
単
な
る
占
有
の
有
無
で
解

決
で
き
る
問
題
で
は
な
い
」
と
の
主
張
が
あ
る(4)

。
確
か
に
、甲
と
乙
の
ど
ち
ら
が
先
に
板
を
摑
取
す
る
か
は
時
の
運
で
も
あ
る
か
ら
、

甲
と
乙
の
立
場
は
互
換
的
と
も
言
え
よ
う(5)

。
ま
た
、
一
方
が
先
に
板
に
摑
ま
っ
た
か
二
人
が
同
時
に
摑
ま
っ
た
か
も
偶
然
に
よ
っ
て

左
右
さ
れ
る
と
こ
ろ
が
あ
る
た
め
、
こ
れ
ら
の
扱
い
を
変
え
る
こ
と
に
対
し
て
も
疑
問
が
生
じ
得
よ
う
。
少
な
く
と
も
、
板
に
到
達

し
た
時
点
の
一
瞬
の
先
後
に
拘
泥
す
べ
き
で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
一
方
が
板
に
到
達
し
て
か
ら
他
方
が
到
達
す
る
ま
で

に
前
者
が
生
命
に
対
す
る
危
険
を
脱
し
た
と
言
え
る
程
度
の
時
間
的
間
隔
が
あ
る
場
合
に
は
、
板
を
奪
う
行
為
は
板
に
よ
っ
て
危
険

を
免
れ
て
い
る
者
を
新
た
に
危
険
に
陥
れ
る
も
の
で
あ
る
の
に
対
し
、
こ
れ
に
対
抗
す
る
行
為
は
自
己
が
既
に
確
保
し
て
い
た
安
全

状
況
を
維
持
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
両
者
は
規
範
的
に
別
種
の
行
為
と
評
し
得
る
。
さ
ら
に
、
第
一
の
避
難
行
為
の
相
手

方
が
当
該
救
助
手
段
に
よ
っ
て
何
等
か
の
危
険
を
免
れ
て
い
る
状
況
に
な
い
場
合
も
あ
り
（
後
述
三
の
小
舟
の
事
例
）、
そ
こ
で
は

尚
更
両
行
為
は
別
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
理
由
か
ら
、
以
下
で
は
第
一
の
避
難
行
為
に
対
す
る
も
の
と
し
て
の
第
二
の
避
難
行
為
を
俎
上
に
乗
せ
る
。

二
　
生
命
対
生
命
の
場
合

例
え
ば
、
甲
が
摑
ま
っ
て
い
る
カ
ル
ネ
ア
デ
ー
ス
の
板
を
後
か
ら
や
っ
て
来
た
乙
が
奪
お
う
と
し
た
（
カ
ル
ネ
ア
デ
ー
ス
の
原
型

事
例
）
た
め
、
甲
が
こ
れ
を
阻
止
し
、
そ
の
た
め
板
に
摑
ま
れ
な
か
っ
た
乙
が
溺
死
し
た
時
の
甲
の
行
為
。
第
一
の
避
難
行
為
の
正
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当
化
は
、
同
数
の
生
命
対
生
命
の
攻
撃
的
緊
急
避
難
を
正
当
化
す
る
見
解
に
立
つ
場
合
に
限
ら
れ
る
。
第
二
の
防
禦
的
緊
急
避
難
行

為
の
正
当
化
要
件
は
攻
撃
的
緊
急
避
難
に
お
け
る
よ
り
厳
格
で
は
あ
り
得
な
い
た
め
、
こ
の
見
解
か
ら
は
害
の
均
衡
の
要
件
を
満
す

こ
と
に
な
り
、
緊
急
避
難
対
緊
急
避
難
の
一
場
面
と
な
る
の
で
あ
る
。

三
　
生
命
対
生
命
以
外
の
場
合

生
命
と
生
命
の
衝
突
で
は
な
い
場
合
と
し
て
、
犬
Ａ
が
摑
ま
っ
て
い
る
板
に
犬
Ｂ
が
泳
ぎ
着
い
た
が
板
の
制
限
重
量
は
犬
一
頭
分

で
あ
っ
た
た
め
、
乙
が
Ｂ
を
救
う
べ
く
Ａ
を
突
き
落
と
そ
う
と
し
た
と
こ
ろ
（
前
述
第
一
章
第
一
節
第
二
項
）、
こ
れ
を
甲
が
妨
害

す
る
事
例
や
、
乙
が
沖
合
で
溺
れ
そ
う
に
な
っ
て
い
る
犬
を
救
い
に
行
く
た
め
に
、
こ
れ
と
同
価
値
の
甲
所
有
の
舟
を
無
断
で
使
お

う
と
し
た
と
こ
ろ
（
前
述
同
右
）、
甲
が
妨
害
し
、
そ
の
結
果
犬
が
溺
死
し
た(6)

と
い
う
、
財
産
法
益
同
士
が
衝
突
す
る
例
が
あ
る
。

乙
に
よ
る
第
一
の
攻
撃
的
緊
急
避
難
は
、
法
益
同
価
値
で
も
違
法
阻
却
を
認
め
る
立
場
か
ら
正
当
化
さ
れ
る
。
こ
れ
を
阻
止
す
る
甲

に
よ
る
第
二
の
防
禦
的
緊
急
避
難
行
為
の
違
法
性
が
争
点
で
あ
る
。

第
二
項
　
対
立
法
益
が
同
一
の
危
険
に
曝
さ
れ
て
い
る
場
合

各
法
益
に
同
一
の
危
険
が
切
迫
し
て
い
る
が
、
凡
て
を
保
全
し
得
る
だ
け
の
救
助
手
段
が
存
在
し
な
い
時
、
こ
の
危
険
状
況
か
ら

免
れ
る
た
め
に
救
助
手
段
の
独
占
を
求
め
て
相
争
う
事
例
も
、
緊
急
避
難
対
緊
急
避
難
の
一
場
合
で
あ
る
。

一
　
救
助
手
段
を
共
用
し
て
い
る
場
合

例
え
ば
、
甲
乙
二
人
の
摑
ま
っ
て
い
る
カ
ル
ネ
ア
デ
ー
ス
の
板
が
沈
み
出
し
、
乙
が
板
を
独
占
し
よ
う
と
し
た
た
め
に
甲
が
反
撃
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す
る
事
例(7)

が
生
命
対
生
命
の
場
合
の
例
で
あ
る
。
こ
の
事
例
の
前
段
階
に
あ
る
、
乙
が
板
を
独
占
し
よ
う
と
す
る
行
為
の
評
価
は
、

先
に
見
た
如
く
、
生
命
対
生
命
の
緊
急
避
難
の
評
価
と
、
乙
の
生
命
に
対
す
る
危
険
が
甲
に
由
来
し
て
い
る
と
見
る
か
否
か
に
よ
っ

て
左
右
さ
れ
る
（
前
述
第
一
章
第
二
節
第
一
項
二
）。
本
稿
は
、
乙
の
行
為
を
防
禦
的
緊
急
避
難
、
甲
の
行
為
を
こ
れ
に
対
す
る
防

禦
的
緊
急
避
難
と
捉
え
る
こ
と
に
な
る
。

生
命
対
生
命
以
外
の
場
合
で
は
、
右
の
カ
ル
ネ
ア
デ
ー
ス
の
事
例
に
対
応
す
る
例
と
し
て
、
前
述
の
、
犬
Ａ
、
Ｂ
が
乗
っ
て
い
る

カ
ル
ネ
ア
デ
ー
ス
の
板
が
沈
む
の
を
防
ぐ
た
め
、
乙
が
Ａ
を
突
き
落
と
そ
う
と
す
る
行
為
（
前
述
第
一
章
第
二
節
第
一
項
三
）
を
、

甲
が
阻
止
す
る
場
合
が
あ
る
。

二
　
ど
の
法
益
も
救
助
手
段
を
持
た
な
い
場
合

生
命
対
生
命
の
場
合
と
し
て
は
、
例
え
ば
、
ま
だ
誰
も
摑
ま
っ
て
い
な
い
カ
ル
ネ
ア
デ
ー
ス
の
板
を
独
占
し
よ
う
と
す
る
甲
と
乙

が
い
る
時
、
板
に
向
か
う
乙
の
行
為
は
防
禦
的
緊
急
避
難
に
準
ず
る
も
の
と
し
て
適
法
と
解
さ
れ
る
が
（
前
述
第
一
章
第
二
節
第
二

項
二
）、
こ
れ
に
先
ん
じ
よ
う
と
し
て
甲
が
乙
を
殺
す
行
為
が
こ
こ
で
問
題
と
な
る
。
危
険
と
無
関
係
の
相
手
方
の
（
準
防
禦
的
）

緊
急
避
難
に
対
す
る
攻
撃
的
緊
急
避
難
の
形
態
を
採
る
。

生
命
対
生
命
以
外
の
場
合
の
例
も
挙
げ
て
お
く
。
右
の
事
例
を
変
形
し
て
、
カ
ル
ネ
ア
デ
ー
ス
の
板
を
目
指
し
て
犬
Ａ
と
Ｂ
が
泳

い
で
い
た
が
、
板
に
は
犬
一
頭
分
の
重
量
を
乗
せ
る
余
裕
し
か
な
か
っ
た
た
め
、
乙
が
Ｂ
を
救
う
べ
く
Ａ
を
射
殺
す
る
行
為
は
、
法

益
同
価
値
で
も
正
当
化
を
行
う
我
多
数
説
に
よ
れ
ば
正
当
化
緊
急
避
難
と
な
る
。
こ
の
乙
の
行
為
を
阻
止
す
る
甲
の
行
為
の
違
法
性

が
問
わ
れ
る
。
或
い
は
、
右
の
Ａ
Ｂ
が
沖
合
で
溺
れ
て
お
り
、
こ
れ
を
助
け
に
行
く
た
め
に
犬
と
同
価
値
の
第
三
者
の
一
艘
の
舟
を

巡
っ
て
甲
と
乙
が
争
う
場
合
（
前
述
第
一
章
第
二
節
第
二
項
一
）
も
こ
の
範
疇
に
含
ま
れ
る
。
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第
二
節　

緊
急
避
難
に
対
す
る
緊
急
避
難
を
肯
定
す
る
見
解

第
一
項

　
総
説

一　

緊
急
避
難
の
受
忍
義
務
を
否
定
し
、
緊
急
避
難
に
対
す
る
緊
急
避
難
を
肯
定
す
る
見
解
は
、
我
国
に
お
い
て
有
力
に
主
張
さ

れ
て
い
る(8)

。
前
節
に
挙
げ
た
凡
て
の
事
例
の
甲
の
行
為
に
つ
い
て
緊
急
避
難
に
よ
る
正
当
化
を
認
め
る
も
の
で
あ
る
。
第
二
の
避
難

行
為
が
害
の
均
衡
を
失
す
る
場
合
で
も
、
過
剰
避
難
は
成
立
す
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
例
え
ば
、
乙
が
身
体
に
対
す
る
危
険
を
免
れ
る

た
め
に
第
三
者
甲
の
財
産
を
害
す
る
第
一
の
避
難
行
為
に
甲
が
対
抗
し
た
結
果
乙
の
身
体
が
侵
害
さ
れ
た
場
合
。

二　

正
当
防
衛
や
種
々
の
正
当
行
為
と
は
異
り
、
緊
急
避
難
は
そ
も
そ
も
正
当
化
事
由
と
し
て
の
性
格
自
体
が
争
わ
れ
て
い
る
と

こ
ろ
か
ら
す
る
と
、
受
忍
義
務
を
伴
わ
な
い
と
い
う
緊
急
避
難
の
正
当
化
効
の
覚
束
な
さ
の
主
張
を
直
ち
に
斥
け
る
こ
と
は
で
き
な

い
よ
う
に
も
見
え
る
。
こ
の
こ
と
を
概
念
化
す
る
の
が
、
受
忍
義
務
の
有
無
に
よ
っ
て
正
当
化
事
由
を
二
分
す
る
見
解
で
あ
る
。
か

つ
て
牧
野
博
士
は
、
相
手
方
に
行
為
の
受
忍
が
求
め
ら
れ
る
権
利
行
為
と
対
抗
が
可
能
な
放
任
行
為
を
分
け
、
緊
急
避
難
を
放
任
行

為
に
配
し
て
緊
急
避
難
に
対
す
る
緊
急
避
難
を
可
と
し
て
い
た(9)

。
そ
の
後
今
日
に
至
る
ま
で
、
こ
れ
に
従
う
論
者
は
少
な
く
な
い(10)

。

甲
者
の
権
利
は
乙
者
の
義
務
を
伴
う
た
め
、
権
利
行
為
に
対
し
て
は
受
忍
義
務
が
生
ず
る
反
面
、
権
利
性
の
認
め
ら
れ
な
い
放
任
行

為
の
受
忍
義
務
は
否
定
さ
れ
る
の
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
こ
れ
は
分
類
に
止
ま
っ
て
お
り
、
放
任
行
為
と
い
う
範
疇
を
認
め
る
こ
と
へ
の
疑
問
は
な
お
拭
い
去
れ
な
い
。
米
田
博
士

は
、
正
当
防
衛
に
対
す
る
反
撃
が
許
さ
れ
な
い
こ
と
も
引
き
な
が
ら
、「
元
来
、
適
法
行
為
の
適
法
行
為
た
る
所
以
は
、
そ
れ
が
妨

害
を
う
け
ず
に
そ
の
目
的
を
達
成
し
う
る
点
に
あ
る
の
で
あ
つ
て
」、
適
法
行
為
の
「
相
手
方
が
受
忍
義
務
を
負
わ
ず
、
そ
れ
に
反

撃
し
て
そ
の
目
的
を
適
法
に
阻
害
し
う
る
（
相
手
方
の
反
撃
的
緊
急
避
難
）
と
い
う
の
は
背
理
以
外
の
何
物
で
も
な
い
。」
と
断
言
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し(11)

、
松
宮
教
授
も
、「『
や
っ
て
よ
い
』（
＝
適
法
）
行
為
と
『
や
っ
て
よ
い
』
行
為
と
が
ぶ
つ
か
り
合
う
と
い
う
の
は
、
評
価
矛
盾

で
あ
る
。」
と
述
べ
て
い
る(12)

。
肯
定
説
は
こ
れ
ら
の
批
判
に
答
え
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

三　

肯
定
説
の
若
干
の
論
者
は
、
刑
法
三
七
条
の
文
言
を
根
拠
と
す
る
。
即
ち
、
同
条
が
緊
急
避
難
の
前
提
状
況
を
「
現
在
の
危

難
」
と
の
み
規
定
し
て
違
法
性
を
要
求
し
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
第
一
の
正
当
化
緊
急
避
難
行
為
も
第
二
の
避
難
行
為
に
と
っ
て
は

「
現
在
の
危
難
」
に
当
る
と
言
う
の
で
あ
る(13)

。
確
か
に
、
第
一
の
避
難
行
為
に
よ
っ
て
そ
の
相
手
方
に
は
法
益
侵
害
が
事
実
上
は
現

在
ま
た
は
切
迫
し
て
い
る
。
し
か
し
、
法
益
を
侵
害
、
危
殆
化
す
る
適
法
行
為
の
凡
て
に
つ
い
て
緊
急
避
難
が
可
能
と
解
さ
れ
て
い

る
訳
で
は
な
い
。
例
え
ば
刑
罰
の
執
行
は
、
生
命
や
自
由
等
の
法
益
に
対
す
る
侵
害
の
現
在
性
、
切
迫
性
に
も
拘
ら
ず
、
こ
れ
を
免

れ
る
た
め
の
緊
急
避
難
を
肯
定
す
る
見
解
は
な
く
、
そ
の
際
「
危
難
」(14)

乃
至
「
現
在
の
危
難
」(15)

の
要
件
を
否
定
す
る
解
釈
が
有
力

に
行
わ
れ
て
い
る
。
緊
急
避
難
に
よ
る
侵
害
に
つ
い
て
も
同
様
に
解
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
。
ド
イ
ツ
刑
法
三
四
条
の
正
当
化
緊

急
避
難
規
定
も
、「
現
在
の
、
他
の
方
法
に
よ
っ
て
は
回
避
で
き
な
い
危
険
」
を
以
て
緊
急
避
難
の
前
提
状
況
と
し
、
違
法
性
を
要

求
し
な
い
が
、
緊
急
避
難
に
対
す
る
緊
急
避
難
を
否
定
す
る
の
が
彼
国
で
は
通
説
な
の
で
あ
る
。
よ
っ
て
「
現
在
の
危
難
」
の
文
言

は
、
緊
急
避
難
に
対
す
る
緊
急
避
難
を
可
と
す
る
妨
げ
に
こ
そ
な
ら
な
い
も
の
の
、
根
拠
と
し
て
十
分
と
は
言
え
な
い
。

四　

ま
た
、
我
国
に
は
、
正
当
防
衛
に
対
す
る
緊
急
避
難
を
認
め
る
見
解
が
散
見
さ
れ(16)

、
こ
の
立
場
か
ら
は
、
緊
急
避
難
に
対
す

る
緊
急
避
難
は
よ
り
強
い
理
由
を
以
て
肯
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
し
か
し
、
正
当
防
衛
の
受
忍
義
務
を
否
定
す
る
実
質
的
な
理

由
は
不
明
で
あ
り
、
論
証
の
基
礎
と
は
成
し
得
な
い
と
思
わ
れ
る
。

五　

そ
こ
で
以
下
で
は
、
緊
急
避
難
の
受
忍
義
務
を
認
め
な
い
た
め
の
さ
ら
な
る
根
拠
が
あ
る
か
を
探
る
。
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第
二
項

　
正
当
化
緊
急
避
難
の
「
違
法
性
」

緊
急
避
難
の
前
提
状
況
と
し
て
の
危
険
が
「
他
人
の
不
法
行
為
」
に
由
来
す
る
場
合
に
は
、
避
難
行
為
の
相
手
方
に
対
す
る
不
法

行
為
者
の
損
害
賠
償
義
務
が
認
め
ら
れ
て
い
る
（
民
法
七
二
〇
条
一
項
）。
し
か
し
そ
れ
以
外
の
危
険
源
（
物
、
自
然
現
象
、
適
法

行
為
）
の
場
合
に
は
、
避
難
行
為
者
が
不
法
行
為
（
同
七
〇
九
条
）
等
を
原
因
と
す
る
損
害
賠
償
義
務
を
負
う
と
解
さ
れ
て
お
り
、

大
審
院
の
判
例
に
も
、
緊
急
避
難
に
よ
る
無
罪
判
決
を
受
け
た
者
の
損
害
賠
償
義
務
を
肯
定
し
た
例
が
あ
る(17)

。

松
原
教
授
は
、
緊
急
避
難
を
正
当
化
事
由
と
解
し
つ
つ
も
、
避
難
行
為
者
の
損
害
賠
償
責
任
を
「
不
法
」
行
為
に
基
く
も
の
と
捉

え(18)

、
斯
か
る
「
理
由
な
き
危
険
」
即
ち
民
事
的
の
意
味
で
の
違
法
に
曝
さ
れ
て
い
る
相
手
方
に
「
緊
急
避
難
の
限
度
で
の
（
再
）
転

嫁
や
対
抗
」
を
是
認
す
る
。
具
体
的
に
は
、
二
人
が
摑
ま
っ
て
い
る
カ
ル
ネ
ア
デ
ー
ス
の
板
の
独
占
を
巡
っ
て
争
う
危
険
共
同
体
の

事
例
で
一
方
が
板
を
独
占
す
る
行
為
を
適
法
な
緊
急
避
難
行
為
と
解
す
る
の
で
、
他
方
が
こ
れ
に
対
抗
し
て
板
を
奪
い
返
す
行
為
が

正
当
化
さ
れ
る
余
地
を
認
め
る
も
の
と
思
わ
れ
る(19)

。
山
口
教
授
も
、「
違
法
性
阻
却
は
犯
罪
成
立
要
件
と
し
て
の
違
法
性
が
認
め
ら

れ
な
い
こ
と
を
意
味
す
る
に
止
ま
り
、
そ
の
結
果
と
し
て
認
め
ら
れ
る
適
法
性
に
（
す
べ
て
の
者
に
頭
を
下
げ
さ
せ
る
『
葵
の
紋
の

印
籠
』
の
よ
う
な
）
優
越
性
が
認
め
ら
れ
る
必
要
は
な
い
」
と
説
き
、「
緊
急
避
難
に
対
す
る
緊
急
避
難
に
よ
る
対
抗
を
否
定
す
る

根
拠
は
乏
し
い
。」
と
述
べ
て
い
る(20)

。
山
口
教
授
が
違
法
相
対
論
を
明
言
す
る
こ
と(21)

を
併
せ
勘
案
す
る
と
、
緊
急
避
難
行
為
は
刑
法

上
違
法
性
が
阻
却
さ
れ
る
も
の
の
、
民
法
上
は
違
法
と
考
え
、
こ
の
民
事
的
違
法
性
を
手
懸
り
に
緊
急
避
難
に
よ
る
対
抗
を
認
め
る

よ
う
で
あ
る(22)

。

も
し
こ
の
見
解
が
、
第
一
の
避
難
行
為
の
相
手
方
の
対
抗
を
許
容
し
な
が
ら
損
害
賠
償
請
求
権
を
も
肯
定
す
る
な
ら
ば
、
相
手
方

を
過
度
に
優
遇
す
る
も
の
と
言
え
よ
う
。
し
か
し
、
対
抗
に
よ
っ
て
第
一
の
避
難
行
為
に
よ
る
損
害
が
未
然
に
阻
止
さ
れ
れ
ば
損
害

賠
償
請
求
権
は
発
生
し
な
い
た
め
、
対
抗
と
賠
償
が
同
時
に
認
め
ら
れ
る
こ
と
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
相
手
方
に
は
、
第
一
の
避
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難
行
為
を
受
忍
し
て
賠
償
を
受
け
る
途
に
加
え
、
対
抗
す
る
の
と
引
き
替
え
に
賠
償
請
求
権
を
放
棄
す
る
選
択
肢
も
与
え
ら
れ
る
訳

で
あ
る
。
こ
の
限
り
で
は
、
こ
の
説
は
必
ず
し
も
不
当
な
帰
結
を
も
た
ら
す
も
の
で
は
な
い
。

し
か
し
、
法
秩
序
を
構
成
す
る
各
法
領
域
の
間
に
は
矛
盾
が
あ
っ
て
は
な
ら
ず
、
一
つ
の
行
為
に
つ
い
て
の
違
法
判
断
は
全
法
領

域
を
通
じ
て
統
一
的
た
る
べ
き
で
あ
る(23)

。
斯
か
る
違
法
一
元
論
の
立
場
か
ら
は
、
避
難
行
為
者
に
課
さ
れ
る
賠
償
義
務
を
、
民
法
上

適
法
な
一
種
の
無
過
失
賠
償
責
任
と
捉
え
る
べ
き
こ
と
に
な
る(24)

。
こ
れ
は
避
難
行
為
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
損
害
に
理
由
が
あ
る

と
認
め
る
も
の
で
あ
る
か
ら(25)

、
緊
急
避
難
へ
の
対
抗
を
許
す
根
拠
も
失
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

第
三
項
　
功
利
主
義
的
根
拠
付
け

一　

緊
急
避
難
の
受
忍
義
務
を
否
定
す
る
更
な
る
論
拠
と
し
て
、
緊
急
避
難
に
対
す
る
緊
急
避
難
を
認
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
よ
り

大
な
る
利
益
が
維
持
さ
れ
る
と
も
言
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
功
利
主
義
的
論
拠
は
、
論
者
が
明
示
的
に
関
連
付
け
て
い
る
訳
で
は
な
い

が
、
緊
急
避
難
の
正
当
化
根
拠
と
し
て
功
利
主
義
を
採
る
こ
と(26)

と
整
合
的
と
思
わ
れ
る
。
本
稿
の
問
題
に
関
し
て
は
、
対
立
す
る
両

法
益
が
当
初
か
ら
危
険
に
曝
さ
れ
て
い
る
た
め
、
何
等
の
避
難
行
為
を
も
行
わ
ね
ば
全
体
の
喪
失
が
も
た
ら
さ
れ
る
場
合
（
前
述
本

章
第
一
節
第
二
項
）
に
持
ち
出
さ
れ
て
い
る
。

二　

先
ず
、
甲
と
乙
の
摑
ま
っ
て
い
る
カ
ル
ネ
ア
デ
ー
ス
の
板
が
沈
み
そ
う
に
な
り
、
乙
が
甲
を
突
き
落
と
そ
う
と
し
た
た
め
、

逆
に
甲
が
乙
を
突
き
落
と
し
て
乙
を
溺
死
さ
せ
る
よ
う
な
、
救
助
手
段
を
共
用
し
て
い
る
場
合
を
取
り
上
げ
る
。
先
に
、
甲
と
乙
が

摑
ま
っ
て
い
る
板
を
独
占
す
る
た
め
に
乙
が
甲
を
突
き
落
と
す
行
為
に
つ
い
て
、
二
人
共
溺
死
す
る
よ
り
は
一
人
で
も
助
か
る
方
が

望
ま
し
い
と
の
功
利
主
義
的
根
拠
か
ら
正
当
化
を
行
う
見
解
を
紹
介
し
た
（
第
一
章
第
二
節
第
一
項
二
）。
我
国
に
は
、
こ
の
理
を

甲
と
乙
が
共
に
相
手
を
攻
撃
し
た
場
合
に
も
主
張
す
る
も
の
が
見
ら
れ
る(27)

。
ド
イ
ツ
で
も
、
生
命
侵
害
に
緊
急
避
難
に
よ
る
正
当
化
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の
余
地
を
肯
定
す
る
彼
国
で
の
少
数
説
の
立
場
か
ら
、
も
し
相
手
に
対
す
る
攻
撃
を
双
方
に
禁
ず
れ
ば
法
が
両
者
の
死
を
義
務
付
け

る
こ
と
に
な
る
が
、
そ
れ
よ
り
は
両
行
為
を
許
容
し
て
一
人
で
も
生
き
残
ら
せ
る
方
が
望
ま
し
い
と
い
う
、
緊
急
避
難
対
緊
急
避
難

肯
定
説
の
功
利
主
義
的
な
根
拠
が
提
示
さ
れ
て
い
る
。
即
ち
デ
ロ
ン
ゲ
は
、
対
立
利
益
が
同
価
値
で
も
緊
急
避
難
に
よ
る
正
当
化
を

認
め
る
立
場
か
ら
、
甲
と
乙
の
両
行
為
の
正
当
化
を
主
張
す
る(28)

。
イ
ェ
ル
デ
ン
も
、
こ
れ
を
お
互
い
か
ら
お
互
い
に
対
し
て
生
命
の

危
険
が
切
迫
す
る
防
禦
的
緊
急
避
難
（
独
民
法
二
二
八
条
類
推
）
の
衝
突
事
例
と
捉
え
、
対
立
す
る
甲
と
乙
の
生
命
は
同
価
値
で
あ

る
か
ら
そ
の
正
当
化
要
件
を
そ
れ
ぞ
れ
満
す
と
見
て
、
両
者
に
相
手
方
を
突
き
落
と
す
権
限
を
認
め
る(29)

。

次
に
、
ど
の
法
益
も
救
助
手
段
を
未
だ
持
た
な
い
場
合
、
例
え
ば
、
カ
ル
ネ
ア
デ
ー
ス
の
板
へ
の
先
着
を
争
う
競
争
相
手
を
倒
し

板
を
独
占
し
て
自
己
の
生
命
を
保
全
す
る
行
為
に
つ
い
て
も
、
緊
急
避
難
に
よ
る
正
当
化
の
結
論
を
明
言
す
る
見
解
が
あ
る(30)

。
こ
れ

も
、
両
者
が
共
に
溺
死
す
る
場
合
と
比
較
す
れ
ば
よ
り
多
く
の
生
命
を
保
護
す
る
目
的
に
適
う
こ
と
を
理
由
と
す
る
な
ら
ば
、
功
利

主
義
に
依
拠
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

三　

二
人
が
共
に
助
か
る
こ
と
は
で
き
な
い
以
上
、
功
利
主
義
の
観
点
か
ら
は
い
ず
れ
か
一
人
が
助
か
る
こ
と
が
必
要
十
分
の
筈

で
あ
り
、
そ
の
目
的
は
一
方
の
み
に
他
方
の
突
き
落
と
し
を
許
容
し
（
前
述
第
一
章
第
二
節
第
一
項
）、
或
い
は
単
に
相
手
よ
り
先

に
板
に
到
達
す
る
こ
と
（
前
述
第
一
章
第
二
節
第
二
項
）
に
よ
っ
て
達
成
さ
れ
る
。
右
で
見
た
見
解
は
こ
れ
を
越
え
て
双
方
が
双
方

を
攻
撃
す
る
こ
と
を
許
容
す
る
た
め
、
争
っ
た
二
人
が
疲
弊
し
た
結
果
ど
ち
ら
も
板
を
保
持
で
き
ず
死
に
到
る
と
い
う
、
却
っ
て
反

功
利
的
な
結
末
が
待
つ
可
能
性
が
残
る
の
で
あ
る
。

第
四
項
　
強
者
の
権

緊
急
避
難
に
対
す
る
緊
急
避
難
を
肯
定
す
る
見
解
は
、
実
力
に
よ
る
闘
争
に
勝
利
し
た
者
の
法
益
を
敗
者
の
法
益
に
優
先
す
る
も
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の
と
言
え
る
。
し
か
し
、
斯
か
る
強
者
の
権
（das R

echt des Stärkeren

）
の
理
論
的
支
柱
は
必
ず
し
も
盤
石
で
は
な
い
。

一
　
自
由
競
争
の
許
容

カ
ル
ネ
ア
デ
ー
ス
の
板
の
事
例
に
即
し
、
生
命
対
生
命
の
場
面
に
つ
い
て
強
者
の
権
を
積
極
的
に
根
拠
付
け
よ
う
と
す
る
の
は
デ

ロ
ン
ゲ
で
あ
る
。

既
述
の
如
く
デ
ロ
ン
ゲ
は
、
一
方
で
、
ド
イ
ツ
の
支
配
的
見
解
が
生
命
と
生
命
の
数
に
よ
る
衡
量
を
禁
じ
、
生
命
侵
害
の
緊
急
避

難
に
よ
る
正
当
化
を
認
め
な
い
こ
と
に
対
し
て
異
を
唱
え(31)

、
他
方
で
、
ド
イ
ツ
刑
法
三
四
条
の
正
当
化
緊
急
避
難
規
定
が
「
保
全
利

益
が
侵
害
利
益
に
本
質
的
に
優
越
す
る
」
こ
と
を
明
文
で
要
求
し
て
い
る
に
も
拘
ら
ず
、
同
価
値
の
利
益
同
士
の
衝
突
に
お
い
て
も

同
条
に
よ
る
正
当
化
を
認
め
る(32)

。
斯
様
に
、
生
命
と
生
命
の
量
的
衡
量
と
、
同
等
利
益
が
対
立
す
る
場
合
の
緊
急
避
難
の
正
当
化
を

認
め
る
出
発
点
か
ら
、
二
人
の
難
船
者
が
一
枚
の
カ
ル
ネ
ア
デ
ー
ス
の
板
に
同
時
に
泳
ぎ
着
き
、
相
争
っ
た
挙
句
一
方
が
こ
れ
を
我

物
に
し
て
他
方
を
溺
死
さ
せ
る
行
為
を
正
当
化
緊
急
避
難
と
解
す
る
。
強
者
の
権
を
容
認
す
る
論
拠
と
し
て
デ
ロ
ン
ゲ
は
言
う
。
法

秩
序
は
、
優
先
規
則
を
定
立
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
利
益
衝
突
を
予
め
解
決
し
て
い
る
一
定
の
領
域
を
除
け
ば
、
衝
突
の
解
決
を
自
由

競
争
に
委
ね
て
お
り
、
そ
の
結
果
に
関
心
を
持
た
な
い
。
一
人
の
婦
人
を
巡
る
二
人
の
男
の
恋
の
鞘
当
て
、
市
場
占
有
率
を
巡
る
二

人
の
商
人
の
争
い
に
お
い
て
、
競
争
者
は
法
の
助
力
を
受
け
る
こ
と
な
く
自
己
の
利
益
を
追
求
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
、
強
者
、
賢
者
、

巧
者
が
勝
者
と
な
る
、
と(33)

。

確
か
に
、
法
は
凡
て
の
利
益
衝
突
を
規
律
し
て
い
る
訳
で
は
な
く
、
市
民
間
の
自
由
競
争
に
利
益
分
配
の
帰
趨
が
委
ね
ら
れ
て
い

る
こ
と
は
し
ば
し
ば
見
ら
れ
る
。
し
か
し
、
自
由
競
争
に
は
実
力
行
使
を
伴
う
場
合
と
然
ら
ざ
る
場
合
が
あ
り
、
両
者
を
一
律
に
扱

う
こ
と
は
で
き
な
い
。
私
人
の
実
力
行
使
に
よ
る
権
利
の
実
現
を
禁
止
す
る
の
は
、
近
代
法
治
国
家
の
原
則
で
あ
る
。
相
互
的
な
実
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力
行
使
の「
決
着
が
着
く
ま
で
の
過
程
は
単
な
る
闘
争
で
あ
っ
て
、正
当
化
と
い
う
に
は
ふ
さ
わ
し
く
な
い
」(34)
。
し
か
も
強
者
の
権
は
、

実
力
の
大
小
と
い
う
不
合
理
な
理
由
に
よ
っ
て
法
益
の
保
護
相
当
性
を
左
右
す
る
点
で
、
平
等
原
則
に
も
反
す
る
も
の
と
し
て
容
認

し
難
い
の
で
あ
る
。
デ
ロ
ン
ゲ
に
よ
れ
ば
、
ド
イ
ツ
に
お
い
て
強
者
の
権
へ
の
反
撥
に
決
定
的
な
影
響
を
与
え
て
い
る
の
が
、
第
三

帝
国
の
思
想
で
あ
っ
た
社
会
的
ダ
ー
ウ
ィ
ン
主
義
と
そ
れ
に
基
き
ナ
チ
ス
が
行
っ
た
精
神
病
者
の
殺
害(35)

を
断
じ
て
正
当
化
す
べ
き
で

は
な
い
と
い
う
一
九
四
五
年
以
降
の
思
潮
と
の
こ
と
で
あ
る
が(36)

、
そ
れ
は
む
し
ろ
健
全
な
見
識
で
は
あ
る
ま
い
か
。

さ
ら
に
、
強
者
の
権
を
承
認
す
る
金
沢
博
士
は
、
カ
ル
ネ
ア
デ
ー
ス
の
板
を
奪
い
合
う
行
為
を
、
違
法
で
も
適
法
で
も
な
い
「
法

的
に
空
虚
な
領
域
」
に
お
け
る
行
為
と
解
し
て
い
る
。
曰
く
、
斯
か
る
「
人
間
の
最
も
悲
劇
的
な
葛
藤
を
法
的
に
完
全
に
解
決
し
よ

う
と
す
る
こ
と
こ
そ
『
法
の
万
能
』
の
思
想
で
あ
り
、
法
の
越
権
」
で
あ
る
。「
法
み
ず
か
ら
適
切
な
解
決
を
与
え
え
な
い
事
柄
に

つ
い
て
個
人
の
自
由
な
道
徳
的
決
定
に
ま
か
せ
る
こ
と
は
、
決
し
て
法
の
逃
避
で
は
な
く
、
む
し
ろ
個
人
尊
重
の
精
神
を
よ
り
よ
く

実
現
し
よ
う
と
す
る
法
の
積
極
的
態
度
に
ほ
か
な
ら
な
い
」、と(37)

。
し
か
し
、法
の
規
律
の
及
ば
な
い
領
域
の
存
在
を
認
め
る
こ
と
は
、

法
の
秩
序
機
能
（O

rdnungsaufgabe

）
に
反
し(38)

、「
法
秩
序
の
自
己
矛
盾
」(39)

で
あ
る
等
と
、
通
説
に
よ
っ
て
正
当
に
も
否
定
さ
れ
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
る(40)

。
尤
も
、
緊
急
避
難
に
対
す
る
緊
急
避
難
を
肯
定
す
る
こ
と
は
、
対
立
す
る
避
難
行
為
の
双
方
に
適
法
と
い
う

法
的
評
価
を
下
す
こ
と
に
よ
っ
て
も
為
し
得
る
た
め
、
こ
の
見
解
が
法
的
に
空
虚
な
領
域
を
認
め
る
立
場
を
前
提
と
す
る
必
然
性
は

な
い
と
思
わ
れ
る
。

二
　
義
務
の
衝
突
と
の
比
論

小
田
教
授
は
、
許
容
の
衝
突
と
表
裏
の
関
係
に
あ
る
義
務
の
衝
突
で
は
衝
突
す
る
義
務
が
同
等
で
あ
る
場
合
に
保
障
人
が
い
ず
れ

の
義
務
を
履
行
し
て
も
適
法
で
あ
る
こ
と
と
の
対
比
に
よ
っ
て
、
強
者
の
権
を
主
張
す
る(41)

。
対
立
す
る
二
人
の
行
為
が
そ
れ
ぞ
れ
正
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当
化
さ
れ
得
る
許
容
の
衝
突
に
対
応
す
る
義
務
の
衝
突
の
事
例
は
、
二
人
が
同
一
の
義
務
を
負
う
場
合
で
あ
ろ
う
。
例
え
ば
、
沖
合

で
溺
れ
て
い
る
我
子
を
発
見
し
た
保
障
人
た
る
両
親
が
、
共
に
泳
ぎ
を
苦
手
と
す
る
た
め
補
助
具
な
し
に
は
助
け
に
行
け
な
い
時
、

一
方
の
親
が
一
つ
し
か
な
い
浮
輪
を
使
っ
て
子
の
救
助
へ
と
泳
ぎ
出
し
て
し
ま
え
ば
、他
方
は
救
助
義
務
を
免
れ
る(42)

。
こ
の
よ
う
に
、

二
個
の
両
立
し
得
な
い
義
務
の
優
先
順
位
の
決
定
が
私
人
に
任
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
許
容
の
衝
突
の
解
決
に
も
同
じ
理
を
妥
当
せ
し

め
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

し
か
し
、
緊
急
避
難
に
対
す
る
緊
急
避
難
は
作
為
に
よ
っ
て
相
手
を
侵
害
す
る
の
に
対
し
、
義
務
の
衝
突
で
は
不
作
為
犯
の
成
立

が
問
わ
れ
て
お
り
、
不
作
為
に
は
自
然
的
因
果
力
が
欠
け
る
が
故
に
強
者
の
権
は
問
題
と
な
ら
な
い
。
従
っ
て
、
強
者
の
権
の
正
当

性
を
説
く
た
め
に
義
務
の
衝
突
の
議
論
を
引
証
す
る
こ
と
に
は
、
な
お
疑
問
が
残
る
の
で
あ
る
。

三
　
早
者
の
権
と
の
関
係

こ
の
よ
う
に
強
者
の
権
を
否
定
す
る
時
、
甲
と
乙
が
カ
ル
ネ
ア
デ
ー
ス
の
板
を
目
指
し
て
競
争
し
た
末
に
甲
が
先
に
板
に
辿
り
着

き
板
を
我
物
と
し
て
乙
を
溺
死
さ
せ
る
等
の
、
相
手
に
先
ん
じ
て
救
助
手
段
を
独
占
す
る
行
為
を
適
法
視
す
る
こ
と
（
前
述
第
一
章

第
二
節
第
二
項
）
と
の
整
合
性
が
問
わ
れ
ざ
る
を
得
な
い
。
何
と
な
れ
ば
、
甲
が
先
着
し
た
の
は
そ
の
泳
力
の
強
さ
の
故
で
あ
り
、

早
者
の
権
の
承
認
は
強
者
の
権
の
承
認
に
紙
一
重
と
も
言
え
よ
う
か
ら
で
あ
る(43)

。

し
か
し
、
両
者
は
局
面
を
異
に
す
る
。
強
者
の
権
は
二
つ
の
避
難
行
為
が
相
互
に
対
抗
す
る
場
面
で
、
早
者
の
権
は
両
行
為
が
同

一
の
方
向
を
目
指
す
場
面
で
現
れ
る
。
両
場
面
の
決
定
的
な
違
い
は
、
相
手
方
の
自
律
領
域
の
侵
害
の
有
無
に
存
す
る(44)

。
こ
れ
が
認

め
ら
れ
る
前
者
に
お
い
て
は
、
行
為
の
正
当
化
の
要
件
を
厳
格
に
規
律
す
べ
き
で
あ
る
の
に
対
し
、
他
者
の
領
域
を
侵
害
す
る
こ
と

な
く
自
己
の
領
域
を
拡
張
し
よ
う
と
す
る
後
者
で
は
、
自
由
競
争
に
委
ね
る
こ
と
が
許
さ
れ
る
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
早
者
の
権
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を
是
認
し
つ
つ
強
者
の
権
を
否
認
す
る
こ
と
は
、
斯
様
に
し
て
矛
盾
な
く
説
明
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。

第
三
節　

緊
急
避
難
に
対
す
る
緊
急
避
難
を
否
定
す
る
見
解

第
一
項

　
総
説

強
者
の
権
か
ら
訣
別
す
る
論
者
は
、
攻
撃
的
緊
急
避
難
が
相
手
方
の
受
忍
義
務
を
伴
う
権
利
で
あ
り
、
こ
れ
を
緊
急
避
難
に
よ
っ

て
妨
げ
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
と
主
張
し
て
い
る(45)

。
か
つ
て
は
宮
本
博
士
が
、
害
の
優
越
す
る
場
合
に
限
っ
て
で
は
あ
る
が
、
緊
急

避
難
の
受
忍
義
務
を
否
定
す
る
見
解
は
緊
急
避
難
の
正
当
化
を
否
定
す
る
に
等
し
い
と
喝
破
し
て
い
た(46)

。(47)

具
体
的
に
は
、
暴
漢
に

襲
撃
さ
れ
て
他
人
の
住
居
内
に
逃
げ
込
む
避
難
行
為
を
住
居
者
が
門
戸
の
閉
鎖
に
よ
っ
て
妨
げ
得
ず
と
し
た(48)

。
松
宮
教
授
も
、「
崖

崩
れ
に
よ
る
生
命
の
危
険
を
免
れ
る
た
め
に
隣
家
の
庭
先
に
逃
げ
込
も
う
と
し
た
者
を
、
住
居
権
の
防
衛
を
理
由
に
阻
止
す
る
こ
と

は
許
さ
れ
な
い
」
と
述
べ
て
い
る(49)

。
肯
定
説
に
立
っ
た
と
し
て
も
、
い
ず
れ
の
例
に
お
い
て
も
第
二
の
避
難
行
為
は
過
剰
避
難
と
し

て
違
法
と
な
ろ
う
が
、
否
定
説
の
論
者
の
真
意
は
凡
そ
対
抗
を
不
可
と
す
る
と
こ
ろ
に
あ
ろ
う
。
緊
急
避
難
に
対
す
る
緊
急
避
難
の

不
処
罰
は
免
責
を
理
由
と
し
て
の
み
認
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
る(50)

。

こ
の
見
解
は
我
国
に
お
い
て
は
少
数
と
思
わ
れ
る
が
、
ド
イ
ツ
で
は
通
説
と
な
っ
て
い
る(51)

。
連
邦
通
常
裁
判
所
も
、
緊
急
避
難
に

対
す
る
緊
急
避
難
の
成
否
が
正
面
か
ら
争
わ
れ
た
事
案
に
お
い
て
で
は
な
か
っ
た
が
、「﹇
ド
イ
ツ
﹈
刑
法
三
四
条
に
よ
る
避
難
行
為

者
の
侵
害
権
の
反
映
」
と
し
て
相
手
方
に
受
忍
義
務
を
認
め
た(52)

。
そ
こ
で
次
項
以
下
に
お
い
て
、
こ
の
見
解
の
根
拠
を
ド
イ
ツ
の
学

説
に
尋
ね
る
こ
と
に
し
た
い
。



452

〈45〉緊急避難に対する緊急避難（橋田）

第
二
項

　
社
会
連
帯

一　

緊
急
避
難
の
正
当
化
根
拠
と
し
て
ド
イ
ツ
で
支
配
的
な
の
が
、
連
帯
思
想
で
あ
る(53)

。
自
ら
の
領
域
に
切
迫
し
た
危
険
は
自
ら

処
理
す
べ
し
と
の
個
人
の
自
律
性
（A

utonom
ie

）
と
各
自
の
領
域
内
に
お
け
る
自
由
の
尊
重
を
二
つ
の
柱
と
す
る
他
害
禁
止
原
理

を
前
提
と
し
て
も
、
社
会
が
共
同
体
と
し
て
成
り
立
つ
た
め
に
は
、
社
会
の
構
成
員
が
相
互
的
に
扶
助
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
特
に
緊

急
に
お
い
て
は
、
他
人
に
法
益
侵
害
を
受
忍
す
る
形
で
の
連
帯(54)

を
要
求
で
き
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
自
己
の
法
益
保
護
が
促
進
さ
れ
る

の
で
あ
る
。
斯
様
な
連
帯
思
想
か
ら
相
手
方
の
受
忍
義
務
を
導
く
べ
く
、
様
々
な
思
索
が
巡
ら
さ
れ
て
い
る
。

二　

一
説
は
、
ド
イ
ツ
民
法
九
〇
四
条
の
攻
撃
的
緊
急
避
難
規
定(55)

を
手
懸
り
に
す
る
。
ク
レ
ッ
チ
ュ
マ
ー
は
、
ド
イ
ツ
基
本
法

一
四
条
二
項
に
定
め
ら
れ
た
公
共
の
福
祉
の
た
め
に
す
る
所
有
権
の
憲
法
的
制
限
を
、
所
有
権
に
内
在
す
る
連
帯
の
義
務
付
け
と
捉

え
、
そ
の
緊
急
時
に
お
け
る
表
わ
れ
が
右
の
民
法
規
定
に
明
記
さ
れ
た
避
難
行
為
の
相
手
方
た
る
所
有
者
の
侵
害
受
忍
義
務
と
解
す

る
。
そ
し
て
こ
の
連
帯
思
想
を
、
所
有
権
以
外
の
法
益
に
向
け
ら
れ
る
ド
イ
ツ
刑
法
三
四
条
の
緊
急
避
難
に
も
見
出
し
、
そ
れ
ら
の

法
益
に
も
緊
急
状
況
を
解
消
す
る
た
め
に
妥
当
請
求
を
失
う
内
在
的
制
約
を
認
め
て
、
受
忍
義
務
を
肯
定
す
る
の
で
あ
る(56)

。

三
四
条
の
特
別
法
と
位
置
付
け
ら
れ
る
民
法
九
〇
四
条
の
議
論
を
参
照
す
る
こ
と
は
妥
当
で
あ
ろ
う
が
、
我
国
で
は
斯
様
に
受
忍

義
務
を
明
記
す
る
規
定
が
な
い
た
め
論
拠
と
し
て
採
用
す
る
の
に
困
難
が
あ
る
。
ま
た
、
公
共
の
福
祉
と
い
う
一
般
条
項
に
依
拠
す

る
の
も
説
得
力
が
弱
い
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

三　

対
立
両
当
事
者
の
自
由
領
域
の
分
割
、
配
分
の
視
角
か
ら
受
忍
義
務
を
説
き
起
こ
す
も
の
も
あ
る
。
レ
ン
ツ
ィ
コ
フ
ス
キ
ー

は
言
う
。
個
人
の
自
由
領
域
は
自
律
性
の
原
理
に
よ
っ
て
相
互
に
限
界
付
け
ら
れ
て
お
り
、
各
人
は
自
己
の
領
域
を
法
的
に
保
障
さ

れ
る
と
共
に
、
自
己
の
領
域
か
ら
他
人
の
領
域
に
危
険
が
及
ば
な
い
こ
と
に
つ
い
て
答
責
的
で
あ
る(57)

。
し
か
し
、
現
行
法
秩
序
は
、

個
人
の
自
立
性
（Eigenständigkeit

）
を
一
面
的
に
強
調
せ
ず
、
連
帯
原
理
を
も
採
用
し
て
い
る(58)

。
そ
の
表
わ
れ
が
ド
イ
ツ
民
法
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九
〇
四
条
で
あ
っ
て
、
自
己
の
領
域
に
切
迫
し
た
危
険
の
他
人
所
有
物
へ
の
転
嫁
を
許
容
す
る
こ
と
に
よ
り
、
自
律
性
原
理
を
破
っ

て
、
対
立
両
当
事
者
の
領
域
の
境
界
線
を
引
き
直
す
。
自
由
の
領
域
を
移
行
す
る
こ
の
考
慮
は
ド
イ
ツ
刑
法
三
四
条
に
も
通
有
性
が

あ
る
。
対
立
法
益
の
一
方
し
か
保
全
で
き
な
い
緊
急
状
況
で
は
、
両
当
事
者
の
領
域
が
交
錯
し
、
自
律
性
原
理
に
基
く
利
益
保
護
が

優
越
利
益
の
保
護
の
た
め
に
相
対
化
さ
れ
て
、
劣
後
す
る
利
益
の
側
に
受
忍
義
務
が
課
さ
れ
る
の
で
あ
る(59)

。
シ
ル
バ
・
サ
ン
チ
ェ
ス

も
、
レ
ン
ツ
ィ
コ
フ
ス
キ
ー
を
引
用
し
つ
つ
言
う
。
個
人
の
自
由
領
域
は
、
当
初
は
形
式
的
、
静
的
に
、
そ
の
中
で
各
人
が
自
由
権

を
行
使
す
る
も
の
と
し
て
構
想
さ
れ
た
。
し
か
し
、
緊
急
避
難
と
い
う
例
外
状
況
に
お
い
て
は
、
危
険
に
曝
さ
れ
た
者
と
避
難
行
為

の
相
手
方
の
領
域
の
境
界
が
引
き
直
さ
れ
る
。
後
者
の
領
域
は
、
前
者
の
法
益
の
保
全
に
必
要
な
限
り
で
前
者
の
領
域
へ
と
移
譲
さ

れ
る
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
前
者
は
他
人
の
領
域
内
で
行
為
し
て
い
る
に
も
拘
ら
ず
、
自
己
の
組
織
化
的
自
由
を
行
使
し
て
い
る

こ
と
に
な
る
。
甲
の
領
域
を
乙
が
緊
急
避
難
に
よ
っ
て
侵
害
す
る
時
、「
甲
の
排
他
的
権
利
を
乙
が
尊
重
す
る
義
務
」
が
「
甲
の
受

忍
義
務
と
乙
の
侵
害
権
」
へ
と
変
貌
を
遂
げ
、
甲
の
受
忍
義
務
違
反
に
よ
っ
て
乙
に
発
生
し
た
結
果
は
甲
に
帰
属
す
る
。
そ
れ
が
攻

撃
的
緊
急
避
難
と
い
う
制
度
で
あ
る(60)

。(61)

こ
れ
は
、
緊
急
避
難
固
有
の
構
造
に
着
目
し
、
実
定
法
規
の
背
後
に
あ
る
原
理
へ
と
考
察
を
及
ぼ
す
も
の
で
あ
っ
て
、
法
規
定
を

異
に
す
る
我
国
に
と
っ
て
も
有
益
な
議
論
で
あ
る
。
そ
し
て
確
か
に
、
緊
急
避
難
に
よ
っ
て
侵
害
さ
れ
る
相
手
方
の
本
来
の
自
由
領

域
が
保
全
法
益
の
主
体
の
領
域
に
転
化
す
る
と
す
れ
ば
、
避
難
行
為
者
が
相
手
方
の
領
域
を
侵
害
す
る
の
は
自
己
の
領
域
へ
の
介
入

と
解
さ
れ
る
た
め
に
こ
れ
を
阻
止
す
る
こ
と
は
で
き
な
く
な
り
、受
忍
義
務
が
導
か
れ
よ
う
。
し
か
し
、緊
急
避
難
の
相
手
方
は「
正
」

で
あ
る
か
ら
、
そ
の
自
由
領
域
乃
至
法
益
性
が
失
わ
れ
る
と
考
え
る
の
は
行
き
過
ぎ
で
は
あ
る
ま
い
か
。「
不
正
」
の
侵
害
者
に
対

す
る
正
当
防
衛
に
お
い
て
す
ら
、
侵
害
者
の
法
益
性
の
欠
如
の
主
張
に
は
批
判
が
向
け
ら
れ
て
い
る
こ
と(62)

を
想
起
す
べ
き
で
あ
る
。

四　

緊
急
避
難
の
受
忍
義
務
を
連
帯
思
想
か
ら
導
く
さ
ら
な
る
潮
流
と
し
て
、
ロ
ー
ル
ズ
の
正
義
論
に
依
拠
し
た
説
明
が
あ
る
。
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固
よ
り
本
小
稿
で
ロ
ー
ル
ズ
の
議
論
を
本
格
的
に
取
扱
う
こ
と
は
で
き
ず
、
以
下
で
は
刑
法
学
で
緊
急
避
難
に
関
連
し
て
取
上
げ
ら

れ
て
い
る
そ
の
断
片
を
粗
描
す
る
に
止
ま
る
。

そ
の
嚆
矢
を
成
す
メ
ル
ケ
ル
は
、
合
理
的
利
己
主
義
者
た
る
契
約
当
事
者
全
員
が
「
無
知
の
ヴ
ェ
ー
ル
」
の
背
後
に
お
り
、
何
人

も
自
己
の
地
位
、
能
力
、
傾
向
に
つ
い
て
無
知
で
あ
る
「
原
初
状
態
（U

rzustand; original position

）」
を
想
定
す
る
。
斯
様
に
不

確
実
な
状
況
下
で
は
、自
己
の
み
を
利
す
る
規
範
の
何
た
る
か
が
分
ら
な
い
た
め
、そ
こ
で
定
立
さ
れ
る
の
は「
基
本
財（G

rundgüter; 

prim
ary goods

）」
を
適
正
に
配
分
す
る
正
義
の
諸
原
理
で
あ
る
。
ロ
ー
ル
ズ
は
基
本
財
と
し
て
権
利
、
自
由
、
機
会
、
財
産
等
を

挙
げ
る
が
、
メ
ル
ケ
ル
は
こ
こ
に
社
会
連
帯
を
加
え
る
。
各
人
は
、
そ
も
そ
も
、
そ
し
て
い
つ
自
ら
の
財
が
危
険
に
曝
さ
れ
る
か
を

知
り
得
な
い
た
め
、
自
己
の
緊
急
に
際
し
て
は
財
の
保
護
を
他
人
の
連
帯
に
委
ね
、
他
人
が
避
難
行
為
を
受
忍
す
る
こ
と
に
よ
っ
て

自
分
は
危
険
を
免
れ
る
こ
と
を
求
め
る
と
共
に
、
他
人
の
財
の
危
険
に
あ
っ
て
は
そ
の
救
助
の
た
め
に
自
ら
の
財
を
犠
牲
に
す
る
こ

と
に
合
意
す
る
で
あ
ろ
う
か
ら
。
斯
か
る
「
社
会
保
障
政
策
（social insurance policy

）」
と
し
て
、
受
忍
義
務
を
伴
う
緊
急
避
難

の
制
度
を
構
想
す
る
の
で
あ
る(63)

。

こ
れ
に
対
し
て
は
、
パ
ヴ
リ
ク(64)

に
よ
る
二
つ
の
指
摘
が
向
け
ら
れ
る
。
第
一
は
、
一
方
的
に
他
人
の
連
帯
を
求
め
て
自
分
は
連
帯

し
な
い
「
只
乗
り
（Trittbrettfahrer

）」
が
出
現
す
る
懸
念
、
即
ち
人
は
、「
無
知
の
ヴ
ェ
ー
ル
」
が
取
除
か
れ
て
現
実
の
緊
急
状
況

に
直
面
し
、
自
分
が
連
帯
を
求
め
る
側
な
の
か
求
め
ら
れ
る
側
な
の
か
を
知
っ
た
後
も
、
合
理
的
利
己
主
義
者
で
あ
り
続
け
る
た
め
、

そ
こ
で
は
他
人
の
た
め
に
自
己
の
財
を
犠
牲
に
す
る
こ
と
は
な
い
と
い
う
問
題
で
あ
る
。
こ
れ
に
答
え
よ
う
と
し
た
の
が
、
契
約
の

構
成
に
よ
っ
て
原
初
状
態
と
い
う
架
空
の
状
況
に
お
け
る
仮
設
的
な
合
意
の
み
か
ら
現
実
の
許
容
や
義
務
を
導
く
メ
ル
ケ
ル
と
は
異

り
、
現
実
の
緊
急
避
難
状
況
に
お
い
て
も
連
帯
へ
の
合
意
を
認
め
る
見
解
で
あ
る
。
一
つ
に
は
イ
ヴ
ァ
ン
ゴ
フ
が
、
法
主
体
性

（R
echtssubjektivität

）
の
前
提
条
件
は
相
互
承
認
（die w

echselseitige A
nerkennung

）
で
あ
る
と
の
ヘ
ー
ゲ
ル
の
論
を
採
用
し
て
、
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具
体
的
な
緊
急
状
況
で
連
帯
を
拒
み
相
手
を
承
認
し
な
い
者
は
相
手
か
ら
の
承
認
も
受
け
ら
れ
ず
、
以
て
自
己
の
法
主
体
性
を
喪
失

す
る
た
め
、
人
は
自
己
矛
盾
を
来
す
こ
と
な
く
連
帯
へ
の
合
意
を
破
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
説
く(65)

。
こ
こ
で
対
立
す
る
両
見
解
の
背

後
に
は
人
間
観
の
相
違
が
伏
在
す
る
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
、
十
分
に
噛
み
合
っ
た
議
論
に
は
な
っ
て
い
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
今

一
つ
は
コ
ー
ニ
ン
ク
ス
が
、
人
は
自
己
の
現
実
の
状
態
を
知
っ
た
後
も
、
ロ
ー
ル
ズ
の
「
反
省
的
均
衡
（reflektives 

G
leichgew

icht; reflective equilibrium

）」
の
方
法
に
よ
り
、
正
義
に
つ
い
て
熟
慮
し
た
上
で
規
範
を
定
立
す
る
立
法
者
の
立
場
に

立
っ
て
連
帯
に
合
意
す
る
、
と
述
べ
て
い
る(66)

。
し
か
し
、
被
害
者
の
同
意
を
擬
制
す
る
も
の
と
の
謗
り
を
免
れ
な
い
で
あ
ろ
う(67)

。

パ
ヴ
リ
ク
は
第
二
に
、
原
初
状
態
に
お
い
て
す
ら
連
帯
へ
の
合
意
が
為
さ
れ
る
か
は
疑
わ
し
い
と
批
判
す
る
。
人
が
他
人
に
連
帯

す
る
の
は
、
さ
も
な
く
ば
将
来
他
人
が
自
分
に
連
帯
し
て
く
れ
な
く
な
る
こ
と
を
恐
れ
る
か
ら
で
あ
る
が
、
そ
の
不
安
が
現
実
化
す

る
の
は
、
過
去
に
自
分
が
連
帯
義
務
を
盡
さ
な
か
っ
た
こ
と
が
社
会
の
成
員
に
知
れ
渡
っ
て
い
る
場
合
に
限
ら
れ
、
そ
の
危
険
の
な

い
現
代
の
匿
名
大
規
模
社
会
で
は
「
只
乗
り
」
す
る
の
が
合
理
的
な
態
度
で
あ
ろ
う
、
と
。
確
か
に
、
無
知
の
ヴ
ェ
ー
ル
の
背
後
に

い
る
者
も
、
社
会
が
匿
名
的
で
あ
る
と
の
一
般
的
な
事
実
は
知
る
も
の
と
想
定
さ
れ
て
い
よ
う
か
ら
、
こ
の
批
判
に
よ
っ
て
論
者
の

出
発
点
が
多
少
な
り
と
も
動
揺
さ
せ
ら
れ
た
と
言
っ
て
良
い
で
あ
ろ
う
。

五　

そ
う
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
連
帯
義
務
、
受
忍
義
務
の
手
懸
り
は
、
現
実
的
或
い
は
仮
設
的
な
意
思
に
で
は
な
く
、
む
し
ろ
社

会
の
存
立
に
と
っ
て
の
連
帯
の
客
観
的
な
必
要
性
に
求
め
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る(68)

。
即
ち
、
連
帯
を
拒
ま
れ
た
者
は

危
険
に
自
分
で
対
処
す
る
他
な
く
な
り
、
危
険
を
転
嫁
せ
ず
自
ら
受
忍
す
る
こ
と
に
よ
る
利
益
の
喪
失
や
、
前
以
て
危
険
へ
の
備
え

を
講
ず
る
こ
と
に
向
け
ら
れ
る
各
種
資
源
の
費
消
と
い
う
弊
害
が
生
ず
る
。
こ
れ
を
避
け
る
こ
と
こ
そ
が
連
帯
を
認
め
る
根
拠
で

あ
っ
た
と
思
わ
れ(69)

、
転
嫁
行
為
の
受
忍
が
拒
否
さ
れ
れ
ば
、
緊
急
避
難
を
正
当
化
し
た
意
味
が
無
に
帰
す
の
で
あ
る
。
こ
の
意
味
で
、

連
帯
義
務
と
緊
急
避
難
の
受
忍
義
務
は
同
義
と
言
っ
て
良
い
で
あ
ろ
う(70)

。
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第
三
項

　
事
後
判
断
説

一　

当
該
正
当
化
事
由
の
要
件
の
判
断
基
準
が
事
後
判
断
な
ら
受
忍
義
務
を
肯
定
、
事
前
判
断
な
ら
否
定
す
る
立
場
か
ら
、
緊
急

避
難
を
事
後
判
断
に
よ
る
正
当
化
事
由
と
解
し
た
上
で
こ
れ
に
受
忍
義
務
を
認
め
る
見
解
が
ド
イ
ツ
で
主
張
さ
れ
て
い
る
。

先
ず
、
論
者
の
前
提
と
す
る
刑
法
規
範
の
理
解
は
次
の
如
く
で
あ
る
。
法
の
評
価
機
能
、
決
定
機
能
、
保
障
機
能
に
鑑
み
る
と
、

態
度
の
違
法
性
は
評
価
規
範
違
反
に
は
盡
き
ず
、
決
定
規
範
違
反
若
し
く
は
態
度
規
範
違
反
も
意
味
を
持
つ
。
さ
ら
に
、
決
定
規
範

共
々
評
価
規
範
か
ら
導
か
れ
る
保
障
規
範
（die Schutz- und G

ew
ährleistungsnorm

en

）
は
、
保
護
客
体
の
不
可
侵
性
を
保
障
し
、

法
益
主
体
に
分
配
さ
れ
た
自
由
領
域
を
侵
害
か
ら
守
る
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
違
反
に
よ
り
結
果
反
価
値
が
実
現
さ
れ
る
が
、
決
定

規
範
違
反
を
欠
け
ば
行
為
は
違
法
で
な
い
。
そ
の
よ
う
な
行
為
の
相
手
方
は
こ
れ
に
対
す
る
正
当
防
衛
権
を
有
し
な
い
が
、
緊
急
避

難
は
認
め
ら
れ
る(71)

。

以
上
を
踏
ま
え
て
レ
ン
ク
ナ
ー
と
シ
ュ
テ
ル
ン
ベ
ル
ク
・
リ
ー
ベ
ン
は
、
正
当
化
事
由
を
真
正
侵
害
権
（echtes Eingriffsrecht

）

と
単
純
行
為
権
限
（schlichte H
andlungsbefugnis

）
に
分
け
る
。
前
者
は
、
正
当
化
の
前
提
事
情
が
現
実
に
存
在
す
る
こ
と
が
要

求
さ
れ
る
も
の
で
、
侵
害
財
が
「
現
実
に
」
保
護
を
求
め
て
い
な
い
が
故
に
結
果
反
価
値
が
法
的
重
要
性
を
失
う
（
利
益
欠
如
の
原

理
）
か
、
侵
害
財
が
「
現
実
に
」
危
険
の
切
迫
し
て
い
る
、
保
護
相
当
性
の
よ
り
高
い
他
の
財
の
犠
牲
と
な
る
べ
き
で
あ
る
が
故
に

結
果
反
価
値
が
結
果
価
値
に
よ
っ
て
補
わ
れ
る
（
優
越
的
利
益
原
理
）
か
の
理
由
に
よ
り
、
具
体
的
状
況
に
お
け
る
侵
害
財
の
保
護

相
当
性
が
否
定
さ
れ
る
。
そ
れ
故
、
決
定
規
範
も
保
障
規
範
も
停
止
さ
れ
て
い
ず
れ
に
対
す
る
違
反
も
認
め
ら
れ
ず
、
相
手
方
は
受

忍
義
務
を
負
う
。
同
意
、
正
当
防
衛
等
の
大
多
数
の
正
当
化
事
由
が
こ
こ
に
配
さ
れ
る(72)

。
他
方
、
単
純
行
為
権
限
に
お
い
て
は
、
正

当
化
の
前
提
状
況
の
存
在
は
不
確
実
で
あ
る
が
、
行
為
に
よ
っ
て
達
成
さ
る
べ
き
目
的
が
法
的
に
承
認
さ
れ
る
た
め
に
、
許
さ
れ
た

危
険
の
考
え
方
に
よ
っ
て
事
前
判
断
の
基
準
で
正
当
化
が
行
わ
れ
る
。
事
後
的
に
見
れ
ば
行
為
の
向
け
ら
れ
る
法
益
の
保
護
相
当
性



447法政論集　256号（2014）

論　　説〈50〉

は
失
わ
れ
な
い
た
め
、
保
障
規
範
の
観
点
か
ら
は
行
為
の
受
忍
義
務
を
課
す
こ
と
が
で
き
ず
、
緊
急
避
難
に
よ
る
対
抗
が
可
能
と
な

る
。
推
定
的
同
意
や
仮
逮
捕
（
独
刑
訴
法
一
二
七
条
一
項
）
が
そ
の
例
と
さ
れ
る(73)

。
斯
様
に
し
て
レ
ン
ク
ナ
ー
等
は
、
正
当
化
事
由

を
要
件
の
判
断
時
点
に
よ
っ
て
二
分
し
、
正
当
化
の
前
提
事
情
が
現
実
に
存
在
す
る
こ
と
が
要
求
さ
れ
る
事
後
判
断
型
の
も
の
に
つ

い
て
は
受
忍
義
務
を
認
め
る
の
で
あ
る
。

ロ
ク
シ
ン
も
こ
れ
と
ほ
ぼ
同
じ
主
張
を
行
う
。
正
当
化
事
由
は
侵
害
権
を
保
障
し
、
そ
の
受
忍
が
義
務
付
け
ら
れ
る
こ
と
を
原
則

と
す
る
が
、
例
外
的
に
、
正
当
化
の
前
提
事
情
が
現
実
に
存
在
す
る
こ
と
を
要
し
な
い
「
不
確
実
な
若
し
く
は
将
来
の
事
情
に
基
く

正
当
化
事
由
」
で
は
、
前
提
事
情
の
不
存
在
を
知
る
者
が
緊
急
避
難
に
よ
っ
て
対
抗
す
る
こ
と
を
認
め
て
い
る(74)

。(75)

二　

そ
れ
で
は
、
緊
急
避
難
の
要
件
の
判
断
基
準
は
如
何
な
る
も
の
で
あ
り
、
緊
急
避
難
は
真
正
侵
害
権
と
単
純
行
為
権
限
の
い

ず
れ
に
位
置
付
け
ら
れ
る
か
。
論
者
に
よ
れ
ば
、
こ
れ
が
緊
急
避
難
に
受
忍
義
務
を
認
む
べ
き
か
否
か
の
分
水
嶺
で
あ
る
。

（
一
）
緊
急
避
難
状
況
の
存
否
を
事
前
判
断
す
る
こ
と
を
明
言
す
る
も
の
は
、我
国
で
は
少
な
い
が(76)

、ド
イ
ツ
で
は
多
数
説
で
あ
る
。

ヤ
コ
ブ
ス
は
、緊
急
避
難
状
況
と
し
て
の
「
危
険
」
の
文
言
（
独
刑
法
三
四
条
一
文
）
か
ら
事
前
判
断
を
支
持
す
る(77)

。
ロ
ク
シ
ン
も
、

緊
急
避
難
を
許
さ
れ
た
危
険
に
基
く
「
不
確
実
な
若
し
く
は
将
来
の
事
情
に
基
く
正
当
化
事
由
」
と
考
え
、
危
険
の
不
存
在
が
事
後

的
に
判
明
し
て
も
誤
想
避
難
で
は
な
く
緊
急
避
難
の
成
立
を
認
め
て
正
当
化
を
行
う(78)

。

そ
の
結
果
、
緊
急
避
難
に
対
す
る
緊
急
避
難
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
ヤ
コ
ブ
ス
の
例
を
借
り
れ
ば
、
重
病
で
倒
れ
て
い
る

と
思
し
き
者
の
た
め
に
救
助
を
呼
ぶ
行
為
│
│
他
人
の
電
話
を
勝
手
に
使
う
等
の
法
益
侵
害
を
伴
う
場
合
を
想
定
し
て
い
る
も
の
と

思
わ
れ
る
│
│
を
、
そ
れ
が
仮
病
で
あ
る
と
知
る
者
が
妨
害
す
る
強
要
行
為
は
、
正
当
化
緊
急
避
難
と
な
る(79)

。
但
し
、
避
難
行
為
の

補
充
性
要
件
を
満
す
た
め
に
は
、第
二
の
避
難
行
為
者
は
第
一
の
避
難
行
為
者
に
先
ず
事
実
を
伝
え
、錯
誤
を
解
消
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
行
為
を
止
め
さ
せ
る
べ
き
で
あ
り
、
そ
の
よ
う
な
よ
り
軽
微
な
方
法
が
存
す
る
限
り
、
第
二
の
避
難
行
為
は
正
当
化
さ
れ
な
い
。
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そ
う
す
る
と
、
緊
急
避
難
を
適
法
に
阻
止
し
得
る
場
合
と
し
て
残
る
の
は
、
誤
想
さ
れ
た
緊
急
状
況
の
切
迫
性
故
に
事
情
を
説
明
す

る
余
裕
が
な
い
よ
う
な
事
例
等
に
限
ら
れ
る(80)

。
こ
の
よ
う
に
例
外
的
に
で
は
あ
る
が
、
論
者
は
緊
急
避
難
の
受
忍
義
務
を
否
定
す
る

余
地
を
認
め
る
。
そ
の
根
拠
は
、
ヤ
コ
ブ
ス
に
よ
れ
ば
、
事
前
判
断
は
第
一
の
避
難
行
為
の
侵
害
財
に
と
っ
て
不
利
益
な
判
断
方
法

で
あ
り
、
こ
れ
に
よ
っ
て
侵
害
財
の
保
護
相
当
性
が
過
度
に
否
定
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
に
求
め
ら
れ
て
い
る(81)

。

（
二
）
他
方
、
レ
ン
ク
ナ
ー
等
は
、
緊
急
避
難
を
真
正
侵
害
権
に
配
す
る
。
緊
急
状
況
た
る
「
危
険
」
は
予
測
に
関
わ
る
要
件
で

あ
る
が
、
相
手
方
の
権
利
が
不
当
に
制
約
さ
れ
る
こ
と
を
避
け
る
べ
く
、
予
測
の
基
礎
と
な
る
事
情
は
客
観
的
に
認
識
可
能
な
限
り

で(82)

現
実
に
存
在
す
る
こ
と
を
要
求
し
、
原
則
と
し
て
事
後
判
断
す
る
た
め
で
あ
る
。

こ
れ
に
従
う
と
、
仮
病
の
事
例
で
は
、
危
険
の
不
存
在
に
よ
り
、
阻
止
さ
れ
る
行
為
に
つ
い
て
正
当
化
緊
急
避
難
の
成
立
が
否
定
さ

れ
る
と
思
わ
れ
る
た
め
、
そ
も
そ
も
緊
急
避
難
対
緊
急
避
難
の
場
合
で
は
な
く
な
る(83)

。
し
か
し
、
危
険
が
事
後
的
に
存
在
す
る
事
例
で

は
、
侵
害
法
益
を
保
護
す
べ
き
現
実
の
理
由
が
な
く
な
る
が
故
に
緊
急
避
難
が
成
立
し
、
そ
の
受
忍
義
務
が
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る(84)

。

以
上
の
二
つ
の
見
解
は
、
緊
急
避
難
の
相
手
方
は
正
で
あ
る
た
め
そ
の
法
益
の
侵
害
が
行
き
過
ぎ
て
は
な
ら
な
い
と
の
発
想
を
同

じ
く
す
る
が
、
事
前
判
断
説
は
そ
の
趣
旨
を
活
か
す
た
め
に
相
手
方
の
対
抗
を
許
す
の
に
対
し
、
レ
ン
ク
ナ
ー
等
は
相
手
方
の
保
護

を
事
後
判
断
に
よ
っ
て
図
り
、
対
抗
は
認
め
な
い
も
の
と
言
え
よ
う
。

三　

緊
急
避
難
の
前
提
状
況
を
事
後
判
断
す
る
の
は
ド
イ
ツ
で
は
少
数
説
で
あ
る
が
、
我
国
で
は
一
般
に
事
後
判
断
が
行
わ
れ
て

お
り(85)

、
そ
れ
は
怪
し
む
に
足
り
な
い
。
そ
の
理
由
は
、
レ
ン
ク
ナ
ー
等
が
指
摘
し
て
い
た
よ
う
に
、
不
正
で
な
い
第
三
者
に
危
険
を

転
嫁
す
る
た
め
の
要
件
は
厳
格
で
あ
る
べ
き
こ
と
に
求
め
ら
れ
よ
う
。
少
な
く
と
も
こ
れ
を
不
正
の
侵
害
者
に
反
撃
す
る
た
め
の
要

件
よ
り
緩
や
か
に
は
解
し
得
な
い
た
め
、
正
当
防
衛
状
況
を
事
後
判
断
す
る
な
ら
緊
急
避
難
で
は
尚
更
前
提
事
情
の
現
実
の
存
在
を

要
求
す
べ
き
で
あ
る(86)

。
正
当
防
衛
に
お
け
る
事
後
判
断
説
を
正
当
化
の
衝
突
の
回
避
か
ら
根
拠
付
け
る
と
し
て
も(87)

、
そ
こ
で
は
法
確
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証
の
衝
突
の
回
避
と
い
う
正
当
防
衛
固
有
の
視
点
が
含
ま
れ
て
い
る
た
め
、
こ
れ
を
手
懸
り
に
緊
急
避
難
に
お
け
る
事
後
判
断
説
、

延
い
て
は
緊
急
避
難
の
衝
突
の
回
避
を
導
く
こ
と
は
循
環
論
法
に
は
当
ら
な
い
と
思
わ
れ
る
。
斯
様
に
し
て
、
緊
急
避
難
は
「
不
確

実
な
若
し
く
は
将
来
の
事
情
に
基
く
正
当
化
事
由
」
で
は
な
く
、
事
後
判
断
型
の
正
当
化
事
由
で
あ
っ
て
、
侵
害
法
益
を
犠
牲
に
し

て
保
全
法
益
を
守
る
結
果
が
正
当
化
さ
れ
る
。

そ
う
で
あ
れ
ば
、
こ
の
結
果
を
も
た
ら
す
行
為
の
受
忍
が
拒
否
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
法
が
よ
り
保
護
相
当
と
評
価
し
た
保
全

法
益
が
保
護
さ
れ
な
く
な
る
と
い
う
法
の
望
ま
な
い
結
果
が
招
来
さ
れ
る
。
こ
の
事
態
を
避
け
る
に
は
、
緊
急
避
難
の
受
忍
義
務
を

認
め
る
他
な
い
。
以
上
の
如
く
、
事
後
判
断
説
を
採
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
緊
急
避
難
に
対
す
る
緊
急
避
難
の
禁
止
が
導
か
れ
る
の

で
あ
る
。

第
四
項
　
否
定
説
の
一
試
論

一
　
対
立
法
益
の
一
方
の
み
が
危
険
に
曝
さ
れ
て
い
る
場
合

第
一
の
避
難
行
為
へ
の
対
抗
は
禁
ぜ
ら
れ
る
。
そ
の
結
果
、
同
行
為
に
よ
る
保
全
法
益
が
守
ら
れ
、
侵
害
法
益
は
害
さ
れ
る
。

生
命
対
生
命
の
場
合
で
は
、
例
え
ば
甲
の
保
持
す
る
カ
ル
ネ
ア
デ
ー
ス
の
板
を
乙
が
奪
う
行
為
が
正
当
化
緊
急
避
難
に
当
る
と
す

れ
ば
、
甲
が
こ
れ
に
対
抗
す
る
こ
と
（
前
述
本
章
第
一
節
第
一
項
二
）
は
で
き
ず
、
受
忍
す
べ
き
で
あ
る
。
こ
の
結
論
が
不
当
と
感

ぜ
ら
れ
る
な
ら
ば
、
乙
の
行
為
を
適
法
と
見
る
こ
と
に
禍
根
が
あ
る
。
こ
れ
を
違
法
と
解
す
る
私
見
で
は
、
甲
か
ら
乙
へ
の
正
当
防

衛
が
可
能
で
あ
る
。

生
命
対
生
命
以
外
の
場
合
、
例
え
ば
乙
が
溺
れ
て
い
る
犬
を
救
う
た
め
に
甲
の
舟
を
使
お
う
と
す
る
正
当
化
緊
急
避
難
行
為
を
甲

が
妨
害
す
る
こ
と
（
前
述
本
章
第
一
節
第
一
項
三
）
は
、
否
定
説
か
ら
は
許
さ
れ
な
い
。
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二
　
対
立
法
益
が
同
一
の
危
険
に
曝
さ
れ
て
い
る
場
合

（
一
）
救
助
手
段
を
共
用
し
て
い
る
場
合

生
命
対
生
命
の
場
合
、
例
え
ば
カ
ル
ネ
ア
デ
ー
ス
の
板
に
摑
ま
っ
て
い
る
二
人
の
一
方
が
他
方
を
突
き
落
と
し
て
生
き
延
び
よ
う

と
す
る
行
為
が
適
法
な
（
防
禦
的
）
緊
急
避
難
に
当
る
な
ら
、
こ
れ
に
対
抗
す
る
行
為
（
前
述
本
章
第
一
節
第
二
項
一
）
は
違
法
で

あ
る
。

生
命
対
生
命
以
外
の
場
合
、
例
え
ば
犬
Ａ
Ｂ
が
乗
る
カ
ル
ネ
ア
デ
ー
ス
の
板
か
ら
Ａ
を
突
き
落
と
し
て
Ｂ
を
救
お
う
と
す
る
乙
の

正
当
化
緊
急
避
難
行
為
を
甲
が
妨
げ
る
こ
と
（
前
述
本
章
第
一
節
第
二
項
一
）
は
許
さ
れ
な
い
。　

（
二
）
ど
の
法
益
も
救
助
手
段
を
持
た
な
い
場
合

カ
ル
ネ
ア
デ
ー
ス
の
板
を
独
占
す
る
た
め
に
板
を
目
指
し
て
泳
ぐ
二
人
の
一
方
が
、
板
に
到
達
す
る
前
に
競
争
相
手
を
攻
撃
す
る

こ
と
（
前
述
本
章
第
一
節
第
二
項
二
）
は
許
さ
れ
な
い
。
し
か
し
、
先
に
板
に
泳
ぎ
着
い
て
こ
れ
を
独
占
す
る
行
為
は
適
法
で
あ
り

（
前
述
第
一
章
第
二
節
第
二
項
）、
そ
の
方
法
に
よ
っ
て
い
ず
れ
か
一
人
は
救
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

カ
ル
ネ
ア
デ
ー
ス
の
板
を
目
指
し
て
犬
Ａ
と
Ｂ
が
泳
い
で
い
た
が
、
板
に
は
犬
一
頭
分
の
余
裕
し
か
な
か
っ
た
た
め
、
乙
が
Ｂ
を

救
う
た
め
に
Ａ
を
殺
す
よ
う
な
生
命
対
生
命
以
外
の
場
合
は
、
法
益
同
価
値
で
も
正
当
化
を
行
う
我
多
数
説
に
よ
れ
ば
正
当
化
緊
急

避
難
と
な
る
。
よ
っ
て
、
こ
の
乙
の
行
為
を
阻
止
す
る
甲
の
行
為
（
前
述
本
章
第
一
節
第
二
項
二
）
は
違
法
で
あ
る
。

（
三
）
二
つ
の
行
為
が
同
時
に
行
わ
れ
た
場
合

（
一
）
の
生
命
対
生
命
の
例
で
両
者
が
同
時
に
相
手
を
突
き
落
と
そ
う
と
し
た
場
合
や
、（
二
）
で
二
人
が
同
時
に
板
に
辿
り
着
い

て
こ
れ
を
奪
い
合
う
場
合
を
如
何
に
評
価
す
べ
き
か
。
早
者
の
権
利
、
遅
者
の
義
務
を
認
め
る
本
稿
の
立
場
か
ら
す
る
と
、
同
時
の

場
合
、
両
行
為
の
評
価
は
同
じ
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
た
め
、
共
に
適
法
と
見
る
か
違
法
と
見
る
か
の
二
つ
の
解
決
し
か
な
い
。
強



443法政論集　256号（2014）

論　　説〈54〉

者
の
権
を
避
け
る
立
場
か
ら
は
、
後
者
を
選
ぶ
べ
き
こ
と
に
な
る
。
一
方
の
法
益
を
救
助
で
き
る
可
能
性
が
存
す
る
に
も
拘
ら
ず
、

こ
れ
を
現
実
化
さ
せ
ず
に
全
法
益
の
喪
失
を
命
ず
る
の
は
不
合
理
と
の
批
判
も
あ
る
が(88)

、
強
者
と
弱
者
を
平
等
に
保
護
す
る
大
前
提

に
は
、
功
利
主
義
的
要
請
も
一
歩
退
か
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
。

三
　
刑
法
三
七
条
の
解
釈

否
定
説
の
結
論
を
導
く
た
め
に
は
、
第
一
の
正
当
化
緊
急
避
難
行
為
は
そ
の
相
手
方
に
と
っ
て
三
七
条
の
「
危
難
」
に
当
ら
な
い

と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
こ
の
要
件
を
、法
益
に
対
す
る
単
な
る
事
実
上
の
侵
害
、危
険
で
は
な
く
、「
受
忍
す
べ
き
で
な
い
侵
害
、

危
険
」
と
し
て
規
範
的
に
捉
え
る
の
で
あ
る(89)

。
こ
の
解
釈
は
、
前
述
（
本
章
第
二
節
第
一
項
三
）
し
た
刑
罰
の
執
行
に
対
す
る
緊
急

避
難
を
認
め
な
い
我
国
の
有
力
な
見
解
と
も
整
合
す
る
。
危
難
と
い
う
緊
急
避
難
の
前
提
状
況
が
否
定
さ
れ
る
結
果
、
緊
急
避
難
に

対
す
る
過
剰
避
難
も
成
立
し
な
い
。

四
　
損
害
賠
償

第
一
の
避
難
行
為
の
危
険
源
が
物
、
自
然
現
象
、
適
法
行
為
に
由
来
す
る
場
合
、
そ
の
行
為
者
に
は
相
手
方
に
対
す
る
一
種
の
無

過
失
賠
償
責
任
が
認
め
ら
れ
る
（
前
述
本
章
第
二
節
第
二
項
）。
相
手
方
に
緊
急
避
難
に
よ
る
侵
害
の
受
忍
を
義
務
付
け
る
こ
と
の

代
償
と
解
さ
れ
る(90)

。(91)

こ
れ
は
既
述
の
通
り
ド
イ
ツ
の
法
規
定
の
行
き
方
で
も
あ
る
。
物
に
対
す
る
攻
撃
的
緊
急
避
難
に
関
す
る
民
法

九
〇
四
条
は
、
そ
の
第
一
文
に
お
い
て
、
物
の
所
有
者
に
緊
急
避
難
に
よ
る
侵
害
の
受
忍
を
義
務
付
け
、
第
二
文
で
そ
の
損
害
賠
償

請
求
権
を
定
め
て
い
る
。
そ
し
て
こ
の
賠
償
規
定
は
、
財
産
以
外
の
法
益
の
侵
害
を
（
も
）
規
律
す
る
、
正
当
化
攻
撃
的
緊
急
避
難

の
一
般
法
と
さ
れ
る
刑
法
三
四
条
が
適
用
さ
れ
る
場
合
に
も
、
類
推
適
用
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る(92)

。
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第
二
章
註

⑴　
K

üper, G
rund- und G

renzfragen, S.72.
⑵　

K
oriath, JA

 1998, 254.

⑶　

荘
子
・
総
論
二
五
七
頁
註
四
。

⑷　

内
田
・
神
奈
四
二
巻
一
号
二
六
頁
。

⑸　

山
中
敬
一
「『
法
的
に
自
由
な
領
域
の
理
論
』
に
関
す
る
批
判
的
考
察
」
関
法
三
二
巻
三
・
四
・
五
号
（
昭
和
五
七
）
五
三
頁
参
照
。
さ
ら
に
、
生
命
対

生
命
の
場
面
で
既
得
権
を
尊
重
す
る
こ
と
を
疑
問
と
す
る
の
は
、
吉
田
宣
之
『
違
法
性
の
本
質
と
行
為
無
価
値
』（
平
成
四
）
二
二
五
頁
以
下
。

⑹　

D
azu auch das B

eispiel bei H
ruschka, Strafrecht, S.72; vgl auch Perdom

o-Torres, D
uldungspflicht, S.49.

⑺　

O
tto, Jura 2005, 475; Joerden, O

tto-FS, S.347.

⑻　

以
下
に
取
り
上
げ
る
も
の
の
他
、
団
藤
・
総
論
二
四
五
頁
以
下
、
内
田
・
概
要
中
一
二
三
頁
以
下
、
一
二
七
頁
註
二
五
、
前
田
・
総
論
四
〇
一
頁
、
堀

内
・
総
論
一
七
〇
頁
。
尤
も
こ
の
見
解
に
あ
っ
て
も
、
第
二
の
避
難
行
為
者
が
第
一
の
避
難
行
為
の
保
全
法
益
の
保
障
人
で
あ
る
場
合
に
は
、
受
忍
義

務
を
認
む
べ
き
こ
と
も
あ
ろ
う
。

⑼　

牧
野
英
一
『
重
訂
日
本
刑
法
上
巻
』（
昭
和
一
三
）
三
四
五
頁
、
三
五
〇
頁
註
一
一
。

⑽　

藤
木
・
総
論
一
七
九
頁
、
佐
伯
・
考
え
方
一
八
四
、一
八
八
、一
九
一
頁
、
高
橋
・
総
論
三
〇
〇
頁
註
一
三
、三
〇
八
頁
。
川
端
教
授
も
、「
緊
急
避
難
行

為
を
『
正
当
行
為
』
と
し
て
是
認
す
る
に
し
て
も
、
そ
れ
を
『
権
利
』
と
し
て
真
正
面
か
ら
は
認
め
に
く
い
」、
或
い
は
「『
権
利
』
と
し
て
積
極
的
に

承
認
す
べ
き
で
は
な
い
」
と
説
く
（
川
端
博
「
緊
急
避
難
論
の
現
在
と
展
望
」
現
刑
六
九
号
（
平
成
一
七
）
一
四
頁
）。
松
原
教
授
も
、
緊
急
避
難
の
権

利
行
為
性
を
否
定
す
る
（
松
原
・
総
論
一
六
七
頁
）。
西
原
博
士
は
、
保
全
法
益
が
優
越
す
る
場
合
を
違
法
阻
却
事
由
、
法
益
同
価
値
の
場
合
は
「
一
種

の
放
任
行
為
」
で
あ
る
が
や
は
り
違
法
性
が
阻
却
さ
れ
る
と
述
べ
、
い
ず
れ
の
場
合
に
も
緊
急
避
難
に
対
す
る
緊
急
避
難
を
許
容
す
る
（
西
原
・
総
論
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上
二
四
九
頁
以
下
）。

　
　

佐
伯
教
授
は
、
正
当
化
事
由
の
よ
り
細
か
な
分
類
も
行
っ
て
い
る
。
即
ち
、
法
益
侵
害
結
果
ま
で
正
当
化
さ
れ
て
お
り
被
害
者
の
受
忍
義
務
を
生
ぜ
し

め
退
避
も
許
さ
れ
な
い
も
の
（
逮
捕
、
勾
留
、
刑
の
執
行
）、
法
益
侵
害
が
目
的
達
成
に
必
要
な
限
度
で
正
当
化
さ
れ
目
的
達
成
を
妨
害
し
な
い
退
避
は

可
能
で
あ
る
も
の
（
正
当
防
衛
）、
正
当
防
衛
で
は
対
抗
で
き
な
い
が
緊
急
避
難
に
よ
る
対
抗
や
退
避
は
可
な
る
も
の
（
緊
急
避
難
）
に
三
分
し
、
緊
急

避
難
を
正
当
化
事
由
の
中
で
最
も
効
果
の
弱
い
群
に
位
置
付
け
て
い
る
（
佐
伯
・
考
え
方
一
八
三
頁
以
下
）。

⑾　

米
田
𣳾
邦
『
緊
急
避
難
に
お
け
る
相
当
性
の
研
究
』（
昭
和
四
二
）
三
六
頁
。
同
旨
、
井
上
宜
裕
『
緊
急
行
為
論
』（
平
成
一
九
）
六
頁
、
同
「
緊
急
行

為
論
―
―
緊
急
避
難
論
の
諸
相
―
―
」『
理
論
刑
法
学
の
探
究
1
』
所
収
一
四
三
頁
。

⑿　

松
宮
孝
明
「
演
習
」
法
教
二
三
七
号
（
平
成
一
二
）
一
五
二
頁
。
ま
た
、
同
『
刑
事
立
法
と
犯
罪
体
系
』（
平
成
一
五
）
一
五
六
頁
。

⒀　

勝
本
勘
三
郎
『
刑
法
要
論
總
則
（
訂
正
三
版
）』（
大
正
四
）
二
五
六
頁
、
井
田
・
総
論
三
〇
四
頁
、
山
口
・
探
究
総
論
九
四
頁
、
川
端
・
総
論
三
八
七

頁
、
高
橋
・
総
論
三
〇
〇
頁
以
下
。

⒁　

町
野
朔
・
辰
井
聡
子
「
不
法
入
国
と
緊
急
避
難
」
現
刑
七
号
（
平
成
一
一
）
八
〇
頁
、
山
中
・
総
論
五
二
一
頁
、
西
田
・
総
論
一
四
四
頁
、
山
口
・
総

論
一
四
〇
頁
。

⒂　

浅
田
・
総
論
二
四
九
頁
、
曽
根
・
総
論
一
一
四
頁
、
深
町
・
注
釈
刑
法
第
1
巻
四
七
九
頁
、
松
原
・
総
論
一
七
三
頁
。

⒃　

内
藤
・
総
論
中
三
三
七
頁
、
井
田
・
総
論
三
〇
四
頁
、
堀
内
・
総
論
一
六
七
頁
、
大
谷
・
総
論
二
七
六
頁
、
高
橋
・
総
論
三
〇
一
頁
。
正
当
防
衛
の
権

利
と
し
て
の
性
格
に
争
い
は
な
い
と
思
わ
れ
る
の
で
、
こ
の
見
解
で
は
正
当
化
事
由
を
権
利
行
為
と
放
任
行
為
に
二
分
す
る
意
味
が
失
わ
れ
る
こ
と
に

な
る
。

⒄　

大
判
大
正
三
年
一
〇
月
二
日
（
刑
録
二
〇
輯
一
七
六
四
頁
）
は
、
部
落
付
近
を
貫
通
す
る
川
が
氾
濫
し
、
そ
の
た
め
に
生
じ
た
部
落
民
の
生
命
、
財
産

等
へ
の
危
難
を
回
避
す
る
た
め
に
県
費
支
弁
に
係
る
堤
防
を
決
壊
さ
せ
た
溢
水
罪
（
一
一
九
条
。
現
在
の
出
水
罪
）
に
当
る
行
為
に
つ
い
て
、
緊
急
避
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難
の
成
立
が
認
め
ら
れ
て
無
罪
判
決
が
下
さ
れ
た
際
、
そ
の
被
告
人
に
対
す
る
県
に
よ
る
損
害
賠
償
請
求
を
認
容
し
た
も
の
で
あ
る
。
大
審
院
は
、「
緊

急
防
衞
ハ
特
定
ノ
場
合
ニ
於
ケ
ル
不
法
ナ
ル
權
利
侵
害
ヲ
排
斥
ス
ル
カ
爲
メ
ニ
法
律
カ
認
許
保
護
ス
ル
權
利
行
爲
ナ
レ
ト
モ
緊
急
避
難
ハ
之
ト
異
リ
テ

特
殊
ノ
場
合
ニ
於
テ
法
カ
權
利
者
雙
方
ヲ
完
全
ニ
保
護
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
サ
ル
カ
爲
メ
ニ
已
ム
ヲ
得
ス
單
ニ
其
一
方
カ
他
方
ノ
權
利
ヲ
侵
害
ス
ル
コ
ト
ヲ

黙
過
シ
テ
之
ニ
刑
責
ヲ
課
セ
サ
ル
ニ
止
マ
ル
ヲ
以
テ
假
令
一
方
ニ
緊
急
避
難
ノ
原
因
發
生
セ
リ
ト
ス
ル
モ
之
レ
カ
爲
メ
ニ
他
方
ノ
權
利
ノ
消
滅
ヲ
來
ス

ヘ
キ
モ
ノ
ニ
ア
ラ
ス
然
レ
ハ
緊
急
避
難
行
爲
者
ハ
刑
事
上
無
罪
ノ
判
決
ヲ
受
ク
ル
ニ
拘
ハ
ラ
ス
其
行
爲
ニ
ヨ
リ
テ
損
害
ヲ
被
リ
タ
ル
他
人
ノ
權
利
ニ
對

シ
民
事
上
賠
償
ノ
債
務
ヲ
負
フ
ハ
當
然
ノ
結
果
ナ
リ
ト
ス
」
と
判
示
し
た
。
さ
ら
に
大
判
昭
和
八
年
一
一
月
三
〇
日
（
刑
集
一
二
巻
二
一
六
〇
頁
）
は
、

田
植
後
の
豪
雨
に
よ
っ
て
稲
苗
が
水
没
し
枯
死
し
よ
う
と
し
て
い
た
の
で
、
水
を
排
出
す
る
た
め
に
他
人
の
板
堰
を
破
壊
し
た
事
案
に
つ
い
て
、
緊
急

避
難
の
成
立
を
認
め
て
無
罪
を
言
渡
し
た
が
、
損
害
賠
償
責
任
と
の
関
係
に
も
触
れ
、
大
正
三
年
判
決
と
同
様
の
趣
旨
を
説
い
て
い
る
。
曰
く
、「
板
堰

設
置
ノ
處
置
適
法
ナ
ル
以
上
被
告
人
等
ハ
之
カ
損
壞
ニ
付
民
事
上
損
害
賠
償
ノ
責
任
ヲ
免
レ
サ
ル
ヘ
シ
ト
雖
他
人
ノ
正
當
ナ
ル
利
益
ニ
對
ス
ル
加
害
行

爲
ニ
付
テ
モ
亦
緊
急
避
難
ヲ
認
ム
ル
ノ
餘
地
ヲ
存
ス
ル
コ
ト
ア
ル
ヘ
」
し
、
と
。

⒅　

右
の
二
つ
の
大
審
院
判
決
は
損
害
賠
償
義
務
の
根
拠
規
定
を
挙
げ
て
い
な
い
が
、
大
判
大
正
三
年
の
上
告
趣
意
に
よ
れ
ば
、
そ
の
原
判
決
は
民
法

七
〇
九
条
を
根
拠
と
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

⒆　

松
原
・
総
論
一
七
二
頁
以
下
、
一
七
六
、一
一
四
頁
。

⒇　

山
口
・
探
究
総
論
九
四
頁
。

21　

山
口
・
総
論
一
七
六
頁
。

22　

山
口
・
総
論
一
一
七
頁
、
一
七
五
頁
註
二
九
。

23　

差
し
当
り
、
葛
原
他
・
テ
キ
ス
ト
ブ
ッ
ク
刑
法
総
論
（
橋
田
）
一
二
三
頁
。

24　

違
法
一
元
論
の
立
場
か
ら
、
佐
伯
・
総
論
二
〇
九
頁
、
井
田
・
総
論
三
〇
二
頁
註
一
一
、
松
宮
・
総
論
一
五
五
頁
。
そ
の
他
、
西
田
・
総
論
一
四
〇
頁
、
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佐
伯
・
考
え
方
一
八
二
頁
。

25　

松
宮
・
鈴
木
古
稀
上
三
三
四
頁
参
照
。

26　

我
国
で
は
、
平
野
・
総
論
Ⅱ
二
二
九
頁
、
西
田
・
総
論
一
四
〇
頁
、
佐
伯
・
考
え
方
一
八
一
頁
等
。

27　

井
田
・
変
革
の
時
代
に
お
け
る
理
論
刑
法
学
一
三
五
頁
。
同
・
総
論
三
〇
二
頁
、
同
・
理
論
構
造
一
八
一
頁
。
ま
た
、
同
・
総
論
三
〇
四
頁
註
一
八
。

結
論
同
旨
、
江
家
義
男
『
刑
法
（
總
論
）』（
昭
和
二
七
）
一
〇
七
頁
、
金
沢
・
刑
法
と
モ
ラ
ル
九
八
頁
、
深
町
・
注
釈
刑
法
第
1
巻
四
七
七
、五
〇
〇
頁
。

28　

D
elonge, Interessenabw

ägung, S.177.

29　

Joerden, O
tto-FS, S.347ff. 

フ
リ
ッ
シ
ュ
も
同
様
に
考
え
る
が
、
生
命
と
生
命
の
衝
突
に
お
い
て
は
対
立
法
益
が
同
価
値
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
結
論
を

留
保
し
て
い
る
（Frisch, Puppe-FS, S.449f.

）。

30　

高
橋
・
総
論
二
九
九
頁
。
こ
れ
に
関
与
す
る
第
三
者
の
行
為
に
つ
い
て
は
、
制
限
従
属
性
説
か
ら
共
犯
の
成
立
を
否
定
す
る
。
第
三
者
は
対
立
す
る
両

者
の
い
ず
れ
に
加
担
す
る
こ
と
も
許
さ
れ
る
の
で
あ
ろ
う
が
、
こ
の
結
論
を
納
得
し
難
い
と
批
判
す
る
の
は
、
森
下
・
研
究
二
三
二
頁
。

31　

デ
ロ
ン
ゲ
は
、
通
説
の
背
後
に
、
人
間
は
目
的
の
た
め
の
単
な
る
手
段
と
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
と
の
カ
ン
ト
哲
学
の
定
言
命
法
、
換
言
す
れ
ば
、
生
命

は
如
何
な
る
事
情
の
下
に
お
い
て
も
他
人
の
故
意
に
よ
る
攻
撃
か
ら
守
ら
れ
る
と
い
う
、
社
会
の
全
構
成
員
の
集
合
的
利
益
（K

ollektivinteresse

）、
集

合
的
安
全
感
（kollektiver Sicherheitsgefühl

）
が
潜
む
と
考
え
、こ
れ
が
最
高
位
の
法
益
で
あ
る
生
命
に
優
先
す
る
謂
れ
は
な
い
と
述
べ
る
（D

elonge, 

Interessenabw
ägung, S.118-128

）。
し
か
し
、
対
立
す
る
具
体
的
な
法
益
の
衡
量
の
み
で
違
法
性
を
定
め
る
も
の
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
俄
に
は
左
袒
し

難
い
。

32　

法
は
本
質
的
優
越
な
き
場
合
に
つ
い
て
は
沈
黙
し
て
い
る
た
め
文
言
と
の
関
係
で
問
題
は
生
じ
な
い
こ
と
、
行
為
者
に
有
利
な
拡
張
解
釈
で
あ
る
こ
と

を
理
由
と
す
る
（D

elonge, aaO
, S.180

）。

33　

D
elonge, aaO

, S.177ff., 168.
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34　

中
森
・
新
・
判
例
コ
ン
メ
ン
タ
ー
ル
刑
法
2
五
七
頁
参
照
。
イ
ェ
ル
デ
ン
も
、
板
に
向
い
つ
つ
あ
る
相
手
を
水
中
に
沈
め
て
溺
死
さ
せ
る
等
、
競
争
に

前
以
て
介
入
す
る
こ
と
を
、
公
正
な
競
争
の
保
障
を
失
わ
し
め
る
と
し
て
疑
問
視
し
て
い
る
（Joerden, aaO

, S.347f.

）。

35　

拙
稿
・
生
命
危
険
共
同
体
九
三
頁
参
照
。

36　

D
elonge, aaO

, S.129f., 170. 

37　

金
沢
・
平
場
還
暦
上
一
七
八
頁
以
下
。

38　

Roxin, AT I, 14/30.

39　

M
K

-StG
B

- Erb, 

§34 R
n120.

40　

利
益
衝
突
状
況
の
共
同
体
に
と
っ
て
の
受
忍
可
能
性
、「
共
同
体
関
係
的
な
行
為
許
容
性
」
に
正
当
化
の
一
般
原
理
を
求
め
る
立
場
（
高
橋
・
総
論

二
五
四
頁
）
か
ら
、
許
容
の
衝
突
を
「
共
同
体
内
に
お
け
る
自
律
的
解
決
に
委
ね
る
」
高
橋
教
授
の
主
張
（
同
三
〇
〇
頁
註
一
二
）
に
も
同
じ
問
題
が

あ
る
の
み
な
ら
ず
、
如
何
な
る
共
同
体
を
念
頭
に
置
く
の
か
が
示
さ
れ
て
お
ら
ず
、
仮
に
板
を
奪
い
合
う
二
人
か
ら
成
る
共
同
体
を
考
え
る
と
し
て
も
、

強
者
を
優
先
す
る
理
由
が
不
明
で
あ
る
。

41　

小
田
・
刑
雑
三
四
巻
三
号
三
四
八
頁
註
二
四
。

42　

V
gl dazu Joerden, aaO

, S.332.

43　

森
下
博
士
は
「
機
先
を
制
す
る
も
の
」
と
「
腕
力
の
す
ぐ
れ
た
も
の
」
を
同
列
に
論
じ
、
こ
れ
ら
を
共
に
斥
け
て
い
る
（
森
下
・
研
究
一
五
二
頁
）。

吉
田
宣
之
教
授
も
、
泳
力
に
勝
る
者
を
優
先
す
る
の
は
「
肉
体
的
に
強
者
の
論
理
」
と
言
う
（
吉
田
・
違
法
性
の
本
質
と
行
為
無
価
値
二
二
六
頁
）。

V
gl auch Joerden, aaO

, S.347, 349. 

44　

小
田
・
前
掲
三
三
七
頁
以
下
も
参
照
。

45　

森
下
・
研
究
一
七
八
、一
五
二
、二
三
二
頁
、
佐
伯
・
総
論
二
〇
七
頁
、
中
・
総
論
一
四
二
頁
、
鈴
木
優
典
「
緊
急
避
難
と
そ
の
対
抗
行
為
（
1
）」
法
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研
論
集
一
一
一
号
（
平
成
一
六
）
一
五
六
、一
六
四
頁
、
井
上
・
緊
急
行
為
論
六
頁
、
同
・
理
論
刑
法
学
の
探
究
1
一
六
〇
頁
。
な
お
、
井
田
教
授
は
、

カ
ル
ネ
ア
デ
ー
ス
の
原
型
事
例
で
は
強
者
の
権
を
斥
け
つ
つ（
井
田
・
総
論
三
〇
一
頁
）、危
険
共
同
体
の
事
例
で
は
こ
れ
を
容
認
し
て
お
り（
三
〇
二
頁
）、

一
貫
性
に
疑
問
が
生
ず
る
。

46　

宮
本
英
脩
『
刑
法
學
粹
（
第
五
版
）』（
昭
和
一
〇
）
二
六
五
頁
以
下
。
害
が
相
等
し
き
場
合
に
は
受
忍
義
務
な
き
放
任
行
為
と
す
る
。
保
全
法
益
が
侵

害
法
益
よ
り
著
し
く
大
な
る
場
合
に
の
み
権
利
行
為
と
し
て
受
忍
義
務
を
認
め
る
の
は
、
江
家
・
總
論
一
〇
七
頁
。

47　

森
下
博
士
も
、
緊
急
避
難
権
を
認
め
な
が
ら
相
手
方
の
受
忍
義
務
を
否
定
す
る
の
は
、
適
法
で
も
違
法
で
も
な
い
「
半
適
法
」
の
領
域
を
承
認
す
る
も

の
で
、
理
論
か
ら
の
逃
避
と
断
じ
て
い
る
（
森
下
・
研
究
一
五
四
頁
）。
更
に
、
米
田
𣳾
邦
『
犯
罪
と
可
罰
的
評
価
』（
昭
和
五
八
）
四
八
頁
。

48　

宮
本
・
學
粹
二
六
六
頁
、
同
『
刑
法
學
綱
要
（
第
二
分
冊
）（
第
七
版
）』（
昭
和
三
）
三
二
九
頁
以
下
、
同
『
刑
法
大
綱
（
第
四
版
）』（
昭
和
一
〇
）

一
〇
一
頁
。

49　

松
宮
・
法
教
二
三
七
号
一
五
二
頁
。

50　

こ
の
見
解
に
よ
っ
て
も
結
局
強
者
は
処
罰
を
免
れ
る
た
め
、
事
実
上
は
強
者
の
勝
利
に
到
る
と
の
指
摘
が
あ
る
（
佐
伯
・
考
え
方
一
八
七
頁
、
遠
藤
聡

太
「
緊
急
避
難
論
の
再
検
討
（
一
）」
法
協
一
三
一
巻
一
号
（
平
成
二
六
）
一
四
七
頁
註
一
二
三
）。
し
か
し
、
正
当
化
と
免
責
の
規
範
的
な
違
い
を
無

視
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　
　

な
お
、
我
国
に
お
け
る
本
説
の
論
者
の
多
く
は
、
同
価
値
の
利
益
衝
突
に
お
け
る
緊
急
避
難
に
対
す
る
緊
急
避
難
を
否
定
す
べ
き
こ
と
を
論
拠
と
し
て
、

緊
急
避
難
の
法
的
性
質
に
つ
い
て
の
違
法
阻
却
一
元
説
を
斥
け
て
い
る
（
保
全
利
益
の
侵
害
利
益
に
対
す
る
単
純
な
優
越
を
要
求
す
る
者
、
佐
伯
・
総

論
二
〇
六
頁
、
米
田
・
緊
急
避
難
に
お
け
る
相
当
性
の
研
究
四
四
頁
、
中
・
総
論
一
四
二
頁
。
同
じ
く
著
し
い
優
越
を
要
求
す
る
者
、
森
下
・
研
究

二
四
一
頁
、
井
田
・
総
論
三
〇
一
頁
（
な
お
、
前
掲
本
章
註
45
）。「
危
難
の
転
嫁
を
甘
受
す
る
社
会
連
帯
義
務
の
有
無
」
を
基
準
に
す
る
者
、
松
宮
・

総
論
一
五
六
頁
）。
し
か
し
、
は
じ
め
に
註
21
に
見
た
よ
う
に
、
対
立
利
益
が
同
価
値
の
場
合
に
は
免
責
に
止
め
る
二
分
説
を
採
っ
て
も
、
正
当
化
事
由
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と
し
て
の
緊
急
避
難
同
士
の
衝
突
は
避
け
ら
れ
な
い
。

51　
H

ruschka, Strafrecht, S.87ff.; LK
- H

irsch, 11.A
ufl., 1994, Vor 

§32 R
n65; M

K
-StG

B
- Erb, 

§34 R
n1; K

ühl, AT, 8/7; ders., H
irsch-FS, 1999, 

S.266; ders., Lenckner-FS, 1999, S.150; SK
-StG

B
- G

ünther, 6.A
ufl., 1998, Vor 

§32 R
n49; LK

- Zieschang, 

§34 R
n1; H

K
-G

S- D
uttge, 3.A

ufl., 

2013, 

§34 R
n1.

52　

B
G

H
 N

JW
 1989, 2479

（2481

）. 

紹
介
と
し
て
、
山
中
敬
一
『
刑
法
に
お
け
る
客
観
的
帰
属
の
理
論
』（
平
成
九
）
六
九
二
頁
。

53　

SK
-StG

B
- G

ünther, 7.A
ufl., 2000, 

§34 R
n11; N

K
-StG

B
- N

eum
ann, 

§34 R
n7, 9; Frisch, Puppe-FS, S.438ff.; K

ühnbach, Solidaritätspflichten 

U
nbeteiligter, 2006, S.52; C

oninx, Solidarität im
 Strafrecht, S.190. 

54　

他
方
、
連
帯
的
作
為
義
務
を
定
め
る
の
が
、
不
救
助
罪
の
規
定
（
独
刑
法
三
二
三
条
ｃ
）
で
あ
る
。

55　

同
規
定
に
つ
い
て
は
、
は
じ
め
に
二
（
三
）
参
照
。

56　

K
retschm

er, N
StZ 2012, 181. 

同
じ
く
、
刑
法
上
の
緊
急
避
難
の
受
忍
義
務
を
ド
イ
ツ
民
法
九
〇
四
条
か
ら
導
く
よ
う
で
あ
る
の
は
、K

ühnbach, 

aaO
, S.11.

57　

Renzikow
ski, N

otstand, S.178ff.

58　

Renzikow
ski, aaO

, S.188.

59　

Renzikow
ski, aaO

, S.191ff.; SK
-StG

B
- G

ünther, 

§34 R
n11; ders., A

m
elung-FS, 2009, S.149.

60　

Silva Sánchez, G
A

 2006, 384f.

61　

ヘ
ー
ゲ
ル
に
倣
っ
て
生
存
の
重
大
な
危
険
の
み
を
緊
急
避
難
の
前
提
状
況
に
数
え
る
前
提
か
ら
で
は
あ
る
が
、
ペ
ル
ド
モ
・
ト
レ
ス
も
言
う
。
社
会
で

平
和
に
生
き
よ
う
と
す
る
凡
て
の
市
民
は
、
生
存
に
関
わ
る
緊
急
状
況
に
お
い
て
要
求
さ
れ
た
自
己
の
財
を
放
棄
し
て
自
ら
の
自
由
領
域
を
制
限
す
る

義
務
を
保
障
人
と
し
て
負
う
、
と
（Perdom

o-Torres, D
uldungspflicht, S.38-40

）。
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62　

内
藤
・
総
論
中
三
二
九
頁
、
橋
爪
隆
『
正
当
防
衛
論
の
基
礎
』（
平
成
一
九
）
一
九
頁
、
葛
原
力
三
「
結
果
無
価
値
と
行
為
無
価
値
」
犯
罪
と
刑
罰

二
二
号
（
平
成
二
四
）
一
一
〇
頁
、
小
林
憲
太
郎
「
違
法
性
と
そ
の
阻
却
」
千
葉
二
三
巻
一
号
（
平
成
二
〇
）
一
〇
頁
。

63　

M
erkel, Von unm

öglichen Zustand des Strafrechts, 1995, S.182-186. 

メ
ル
ケ
ル
の
見
解
を
紹
介
す
る
邦
語
文
献
と
し
て
、
森
永
真
綱
「
緊
急
避
難

論
に
お
け
る
社
会
連
帯
義
務
（
一
）」
姫
路
四
六
号
（
平
成
一
九
）
一
二
頁
以
下
。
我
国
で
緊
急
避
難
を
社
会
契
約
の
視
点
か
ら
説
明
す
る
の
は
、
松
原
・

総
論
一
七
一
頁
。

64　

Paw
lik, D

er rechtfertigende N
otstand, 2002, S.68ff. 

そ
の
紹
介
と
し
て
、
森
永
真
綱
「
緊
急
避
難
論
に
お
け
る
社
会
連
帯
義
務
（
二
）」
鹿
法
六
九

号
（
平
成
二
〇
）
二
頁
以
下
。

65　

Iw
angoff, D

ie D
uldungspflichten im

 rechtfertigenden N
otstand, 2009, S.82f., 93f.

66　

C
oninx, Solidarität im

 Strafrecht, S.197ff.

67　

V
gl F. M

eyer, G
A

 2004, 366 Fn81.

68　

現
在
で
は
連
帯
と
一
線
を
画
す
る
立
場
に
立
つ
ヤ
コ
ブ
ス
も
、
攻
撃
的
緊
急
避
難
を
、
不
可
欠
の
制
度
を
維
持
す
る
た
め
に
行
為
の
相
手
方
が
受
忍
を

強
い
ら
れ
る
「
公
共
の
利
益
の
優
越
の
原
理
」
に
基
く
正
当
化
事
由
に
位
置
付
け
て
、そ
の
受
忍
義
務
が
社
会
に
と
っ
て
有
用
で
あ
る
と
認
め
る
（Jakobs, 

System
 der strafrechtlichen Zurechnung, 2012, S.44ff.

）。

69　

拙
稿
・
避
難
行
為
の
相
当
性
六
三
頁
以
下
。

70　

V
gl Joerden, Solidarität im

 Strafrecht, S.57. 

キ
ュ
ー
ル
も
、「
何
人
も
、
危
険
に
陥
っ
た
者
と
の
連
帯
の
根
拠
か
ら
、
そ
の
者
に
よ
る
自
己
の
法
益

に
対
す
る
請
求
を
甘
受
す
べ
し
」
と
述
べ
る
（K

ühl, Lenckner-FS, S.157; ders., H
irsch-FS, S.266ff.; ders., AT, 8/7ff.

）。
フ
リ
ッ
シ
ュ
も
、
緊
急
避

難
の
正
当
化
根
拠
と
相
手
方
の
受
忍
義
務
の
根
拠
を
同
視
し
て
、
緊
急
避
難
は
相
手
方
に
と
っ
て
も
合
理
的
な
制
度
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
言
う

（Frisch, Puppe-FS, S.438ff.

）。
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71　
Schönke/Schröder/ Eisele, vor 

§§13ff. R
n48f. 

照
沼
亮
介
『
体
系
的
共
犯
論
と
刑
事
不
法
論
』（
平
成
一
七
）
四
九
頁
以
下
も
参
照
。V

gl auch K
ühl, 

AT, 3/6.
72　

Schönke/Schröder/ Lenckner/ Sternberg-Lieben, vor 

§§32ff. R
n10af.

73　

Schönke/Schröder/ Lenckner/ Sternberg-Lieben, vor 

§§32ff. R
n11.

74　

Roxin, AT I, 14/108ff.

75　

こ
れ
ら
に
対
し
て
ヤ
コ
ブ
ス
は
、
正
当
化
原
理
に
は
答
責
性
原
理
、
被
害
者
に
よ
る
利
益
定
義
の
原
理
、
社
会
連
帯
原
理
の
三
つ
が
あ
る
と
の
立
場

（Jakobs, AT, 11/3

）
か
ら
、
事
後
判
断
と
受
忍
義
務
の
対
応
関
係
は
答
責
性
原
理
に
基
く
正
当
化
事
由
、
即
ち
受
忍
の
理
由
が
相
手
方
自
身
に
存
す
る

場
合
に
し
か
妥
当
し
な
い
と
説
い
て
い
た
。
そ
れ
は
、
行
為
の
相
手
方
が
利
益
衝
突
状
況
に
つ
い
て
完
全
な
答
責
性
を
有
す
る
（
正
当
防
衛
）
か
、
よ

り
大
な
る
管
轄
を
有
す
る
（
防
禦
的
緊
急
避
難
）
場
合
で
あ
り
、
そ
こ
で
は
相
手
方
の
組
織
化
領
域
と
衝
突
の
結
び
付
き
が
現
実
に
存
在
し
て
初
め
て

受
忍
を
義
務
付
け
得
る
（Jakobs, aaO

, 11/9
）。
他
方
で
攻
撃
的
緊
急
避
難
は
、
被
害
者
が
第
三
者
や
公
共
の
利
益
の
た
め
に
犠
牲
を
強
い
ら
れ
る
連
帯

原
理
に
基
く
正
当
化
事
由
で
あ
り
、
こ
こ
で
受
忍
義
務
を
認
め
る
た
め
に
前
提
状
況
の
事
後
的
存
在
を
要
求
す
べ
き
か
は
合
目
的
性
の
問
題
で
あ
る
と

述
べ
て
、
判
断
基
準
と
受
忍
義
務
の
関
連
を
否
定
し
た
（Jakobs, aaO

, 11/12

）。
尤
も
ヤ
コ
ブ
ス
は
、
攻
撃
的
緊
急
避
難
に
つ
い
て
は
、
次
に
見
る
如

く
前
提
要
件
を
事
前
判
断
し
つ
つ
受
忍
義
務
を
否
定
し
て
お
り
、
右
の
関
連
性
を
肯
定
す
る
の
と
同
じ
結
論
に
到
っ
て
い
る
。
し
か
も
、
そ
の
後
正
当

化
原
理
の
分
類
方
法
自
体
を
見
直
し
、
判
断
基
準
と
受
忍
義
務
の
関
連
性
に
つ
い
て
の
記
述
も
削
除
し
て
い
る
（Jakobs, Zurechnung, S.44ff.

）。
よ
っ

て
、
こ
れ
以
上
言
及
す
る
こ
と
は
不
要
と
思
わ
れ
る
。

76　
「
合
理
的
な
観
察
者
の
客
観
的
な
事
前
判
断
」（
山
中
・
総
論
五
二
一
頁
）、「『
客
観
的
』
に
か
つ
、『
事
前
』
に
行
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。」（
内
田
・

概
要
中
一
三
一
頁
）、「
所
為
の
前
の
時
点
で
」
の
判
断
（
吉
田
敏
雄
「
正
当
化
緊
急
避
難
⑵
」
北
研
四
八
巻
三
号
（
平
成
二
五
）
四
六
一
頁
）
等
が
あ
る
。

さ
ら
に
野
村
教
授
は
、「
違
法
判
断
の
対
象
と
な
る
事
実
の
存
否
に
つ
い
て
は
、
不
能
犯
に
関
す
る
具
体
的
危
険
説
の
趣
旨
に
従
っ
て
判
断
す
べ
き
で
あ
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る
と
考
え
る
の
で
、
現
在
の
危
難
は
客
観
的
に
存
在
し
な
い
場
合
で
も
避
難
行
為
当
時
避
難
行
為
者
の
み
な
ら
ず
一
般
人
も
存
在
す
る
と
考
え
る
こ
と

に
合
理
的
根
拠
が
あ
る
と
き
は
、
現
在
の
危
難
が
存
在
す
る
も
の
と
」
す
る
（
野
村
稔
「
緊
急
避
難
」
刑
法
の
争
点
（
平
成
一
九
）
所
収
五
一
頁
）。

77　

Jakobs, AT, 11/12, 13/13.

78　

Roxin, aaO
, 16/15, 14/111, 14/88; siehe auch N

K
-StG

B
- N

eum
ann, 

§34 R
n39; M

K
-StG

B
- Erb, 

§34 R
n60.

79　

Jakobs, aaO
, 11/13.

80　

Roxin, aaO
, 14/107ff.

81　

Jakobs, aaO
.

82　

そ
の
否
定
例
と
し
て
医
学
上
未
知
の
病
気
が
考
え
ら
れ
る
。
斯
様
な
事
情
は
行
為
時
に
存
在
す
る
と
思
わ
れ
れ
ば
足
り
よ
う
（vgl Schönke/Schröder/

Perron, 

§34 R
n13

）。

83　

尤
も
、
急
報
行
為
が
無
過
失
の
誤
想
避
難
と
し
て
正
当
化
さ
れ
る
と
す
れ
ば
、
そ
の
よ
う
な
行
為
を
適
法
に
阻
止
し
得
る
か
が
さ
ら
に
問
わ
れ
る
こ
と

に
な
る
。
そ
の
検
討
は
本
稿
の
能
く
為
し
得
る
と
こ
ろ
で
は
な
い
。

84　

Schönke/Schröder/ Lenckner/ Sternberg-Lieben, vor 
§§32ff. R

n10af.

85　
「
現
在
の
危
難
」
の
現
実
の
存
在
を
要
求
す
る
の
は
、
大
谷
・
総
論
二
九
八
頁
、
井
田
・
総
論
三
〇
四
頁
。
そ
の
他
、
危
難
の
「
客
観
的
」
存
在
を
要

求
す
る
も
の
（
大
塚
・
総
論
四
〇
一
頁
、
福
田
・
総
論
一
六
七
頁
、
川
端
・
総
論
三
八
四
頁
、
深
町
・
注
釈
刑
法
第
1
巻
四
七
九
頁
）
も
同
じ
趣
旨
で

は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

86　

林
・
総
論
二
〇
九
頁
。

87　

拙
稿
「
防
衛
行
為
の
相
当
性
（
一
）」
法
學
論
叢
一
三
六
巻
二
号
（
平
成
六
）
三
八
頁
以
下
。

88　

深
町
・
注
釈
刑
法
第
1
巻
四
七
七
、五
〇
〇
頁
。
同
旨
、
金
沢
・
平
場
還
暦
上
一
七
八
頁
。V

gl auch D
elonge, Interessenabw

ägung, S.176f.
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89　

町
野
・
辰
井
・
現
刑
七
号
八
〇
頁
。

90　

松
宮
・
総
論
一
五
四
頁
参
照
。
ま
た
、
中
・
総
論
一
四
二
頁
。

91　

犯
罪
被
害
者
等
給
付
金
の
支
給
に
関
す
る
法
律
は
、
給
付
の
原
因
た
る
「
犯
罪
行
為
」
即
ち
「
人
の
生
命
又
は
身
体
を
害
す
る
罪
に
当
た
る
行
為
」
に

緊
急
避
難
行
為
を
含
め
、
正
当
行
為
、
正
当
防
衛
行
為
を
除
外
し
て
い
る
（
同
法
二
条
一
項
）。
よ
っ
て
例
え
ば
、
正
当
防
衛
の
相
手
方
即
ち
攻
撃
者
が

防
衛
行
為
に
よ
っ
て
死
傷
し
た
と
し
て
も
、そ
れ
は
「
犯
罪
行
為
に
よ
る
死
亡
、重
傷
病
又
は
障
害
」
に
当
ら
な
い
た
め
「
犯
罪
被
害
」（
同
法
二
条
二
項
）

で
は
な
く
、
給
付
金
の
支
給
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
が
、
緊
急
避
難
の
相
手
方
は
こ
れ
を
受
け
得
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
も
緊
急
避
難
の
受
忍
に
よ

る
損
害
を
埋
め
合
わ
せ
る
も
の
と
解
し
得
る
。

92　

M
K

-B
G

B
- Säcker, 

§904 R
n24; siehe auch Renzikow

ski, N
otstand, S.196.

終
わ
り
に

　
本
稿
で
は
、
刑
法
三
七
条
の
緊
急
避
難
を
一
元
的
に
正
当
化
事
由
と
捉
え
る
立
場
か
ら
、
正
当
化
さ
れ
る
緊
急
避
難
行
為
に
対
抗

す
る
行
為
が
緊
急
避
難
と
し
て
正
当
化
さ
れ
得
る
か
を
問
い
、
こ
れ
を
否
定
的
に
解
す
る
に
到
っ
た
。
論
証
の
柱
と
な
っ
た
の
は
、

強
者
の
権
の
否
定
、
緊
急
避
難
の
正
当
化
根
拠
と
し
て
の
社
会
連
帯
、
緊
急
避
難
の
成
立
要
件
が
事
後
判
断
さ
る
べ
き
こ
と
で
あ
る
。

固
よ
り
「
正
当
化
の
衝
突
」
の
一
場
面
を
検
討
し
た
に
過
ぎ
ず
、
そ
の
全
体
像
の
解
明
は
将
来
の
課
題
と
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
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